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わが限において，休業の先進地とt!j\せられる地)Jのなかには，古くから枝打ち技術を独自に i 火し~ èむ

る~ -, /，主的力、 ~l JJ専入し'.

しかし2

なノòl らすく きたi也jj ち多いの

と L-C，その必要性の認められるととの多い校打ち技術も科

試験による

られた災思議となるとまだ j 分には絞 fにされていないといえる。これは伎十 j ちに践する議礎的

だされていないことと，枝打ちの添畿が必ずしも十分に服;~Jf されていない

)'r.てようとする試みの怒れてさたととによろう。?工/.) t<でヨ

波打す_l/こ自書する tftlí~(l'J研究としては+;!;才、の!IJm， /U!溌，その1ft! の，t:t お ::-Ì#:的忍礎研究の必婆なアとはいう

までもないであろう。 ら *1 J: tHJ ち技術の確立、のためのままE空気l議会得るために ， l!ぷr~f: {j守試験をYlliめ

てきたが，その訪試験在つうじてこれまでに得た一応の知見をまとめるとともにp それに廷ついて枝打ち

効 E誌の比、別的巧察会試みた c

千了林技術体系!とおける枝打ちわ'JSf:':の応 rn ..~レご(ふ引枠内のlQíí (1)分iÍJや 11'輪 l院の淵ílÎJ ，その.ftÌl iとよる良

資材の!f:jz( ， 体内 FN'iへの )'tの適度な配分iとよる後緩干*の維持? ま允 l士{ぷうj除名r#えまの -]!iV;節などいろいろあ

る c したがって波打ちの主目的，あるいはその目的の組合せによって校れちの技術体系もいろパノな様式に

純み立てられよう。その間にあ勺て g 本文で i土木村公践を i三目的とする休業経?なにおいて， J!!t筋立たは:lì!~節

伐のおい討を合J! iI. iY01ζ~r 践すること〆会第ーの UI冷とした場合の，校fJちをf_--f])[~I'\'と論をilliめると土にしたο

市林業試験場開問ヨミJぉ;立主主研究室では校n ち技術Iの総立に詩きする研究を1967年以来進めて告だο
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ttn ろ久とふにlG44Wiご EVf1刊わが校の H i'i 'j ，正，イド 1) ス 'êiJ';iIIENMA河21) :ザよ
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でかふのドイツでのが?ぅrL900 í\!'<:ご入中戸ず}ごろから j幻 J 11;ご、ふ U司令九三コ

tγ(て立Jγ 尽 lζ!却すーで;) Ji.r[-.':N れてし、.(" 1:1 :ふ 1935年から 19，10Q にろけ:叶おと殺ん iζ! i 1，総

? 
く YυJ ミで夕刊 11ごんどのはごの

:主人:160�''1c (\;かPドミ円上 ふ I,-t; ，j~， B{Jj 
、守ト f 、y つ , 2 も J\l (1 古で 400';1 J:(J柄、予ず パ、〆

~)(，~-~ '~/!立!I 、ご Ij(
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と 2ù) :1:筏れらによ勺でいろいろなま1:磁のていた Jしら J925+j ころ1Jユら i士 /i:校三 r宇も ，ri^ t;;:-1')~'L ょう tこな

九十 γbに fyt'ずり 1ジがお!é/n L(ま允。お1:ど、fI守の lJ;iLJ ・/ヘ<iii[ノ i ~じたためら j:) ，~~ ~C 7う" F136 ，:r ころ

l士 1932";'; ~rこちご〆とつろじてよ主tr;っバミ始し， 1936-:十 γ: 才主U斗[ち jf と主'，~(\lf -Yl {}な持表しつ7

ね:(':] i'j: 校十 r'1:J ;))1iF久f しつ下)!のものとど1、ゎる、+..: I;\，iはその後 4 校Yr'Lご :n 刀 fわカ河湾、とお(")t. ';る抑〆均>，
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の強さの指燃としての樹冠の構;.ij~や令力校などについて，かなり詳しい調j\HtI Biを行な勺ている針〕4810

枝打ち技術 Jと速なるさ*iðをWJ研究をp いわゆる科学的手法によって1'] なったのは小市が綾初マあろうむか

れは節校解析によって節， tt, j除1íiふ砕などのそれまでの発生s 成長などの過程そたどる研究そ中心Jじ

1938-"fから 19，12年までゴをの淑合51ト時)をf"rな勺たの

また同じころ，悶有林でも校JTち試験が感んにげなわれ， 潮見8~}) , 組問)01)らは樹~'λ Ñ!í校解析により

京1)の形成，分布状態などを解析し，校打ち技術の検討を行なっている。谷沢107 )108) , 大城70) ~ ピ'j' fJj2l，矢

沢ら109k 麻生S) らの報行fもみられ，そのとろが校れちの研究の最も盛んなff:j'NJであ勺たが， 1942{手を最後

にその)ijl請の研究は一時とだえた。これは直接iとは第:次 iせ界大戦のためであろうが，戦後もしばらくの

問は，木村の!f:r~と対する関心の相対的に{ほかったととととも;乙校打ちの研究そのものが，その困難!止の

lj止にぶつかったものともいえるようである。

戦後!となっ』て， 1[: 1:)J69)は措 j訟の位授と宇干の)]B大成長Jと自還する研究与を徐表したが， これは校í]i;，の研究に

とって窓.~~な議機知識を提供したものといえる οi高原ぱ校打ちの強度と i幹の成長との関係を誠ペ， ~色濃学

的解釈を与えた9引が，かれの功績は枝打ち全般にfftk ;j t，多くの文献事例を約介したことにもあろう 9針。

カl'納らは林水の生湾潔lfiや保育形式と， 京ì1や"Ff!ÍÌì嬬などからみた材質の関係、をp …i2の報公32)-叫によ

って切らかにしたがs これらは良質料の't詫を践的とする校:nちの技術体系の約ゴtてに当たっては，賞?玄

な資料であろう。

F司手 tj ら邸、よlノぷら 92) ，立校tJ ちによるイ肉体成長の抑制じネフ~分;成長や滋迭の関係から校れら効染のー閣

を説明したc 篠崎ら86)87)は樹木の間 n~~ii'Gi; と，mff1 iヒ li~'ù:S との間に，特定の量的関係のあることを示してパ

イプモヂルセオリーとした。また勝箆19) ，主主主 iím:Jf向の主主の配列と幹，その(t誌の成長議:との関係を明らかに

したが， とれらの研究も校打ちの研究に才色磁的な商で寄与している。

産主主採ら 8)-12\ 卒、有日間ら 104)は林水の樹;遺構法と幹のj点二~歩 校jJ ちの強さと草干の成長， 校;f}ちの r]{[l さの外

宮史的指標，校打ちのん

る f枠Lキ宇の!肥!巴巴大成J良毛と校の与清務言妥~j込λみの関係をを?淵ぺ， 巻込み速度をメê;{îずる袈国について検討している ω

さて !l 本で校}Tちの研究が開始されて以来40fy::余り，その閣の校れちに践する

しも十分なものとはいえないが，外[f;jの 1{11ζ特 iとわが溺における研究成果:を1:まわる国のみあたらないの

も事実のようである。

本明究における枝打ちの定義

ノド研究Jとおいて，校打ちとは枯枝立たはと七伎を斡の f.jげ根から除去することと昔る。

また?校の努jtとは生校の ~tff5どを必要に応じて除去することとい とは生校宇]‘ち予 J支の関

7t~ あるいは斡の消端郊の除去のいずれか，あるいはそれらの組合わぜによぺて樹冠形， t封f否権i設などを

調節することとするc

日本ではF 枝打ちとは人為によって校を除去すると 2 をおしているが，英訟の Pnming の意味は，人

為による伎の除Ãとともに， 伎の自然;f，lî上りと自然務校も含んでいる。 したがって， 校打ちは Natural

pruning と Arti五cial prunin誌に分けられており 21)91h 後者が日本でいう校打ちに該対しているの



F円υ十~kfT ちの j之H~if，系 lこ関守るE!fj\:: (践が〕

一守

丘、
、ず

--t'" I ず
f コ'~ \....., ヱ

iill の!Jf')\'，!こ絞ったぷ!樹訟の1 Y�' (, i :-~p:絞らのi!Lめてきた校れらに;到する芯ぬfi'J研究のがi 民会主空間ずる J

見返IJら または淵遜uu姶IL'ý の材、記号むす31ノたものな Tabìe 1 !ζkjtj c 

林水の構造と目立議1 L 

1 キコトの! ~'1:111-:~ m~' �.'..¥ (，よ n~~'~Cてあり， 伎はよ与1が.Yé:;~'ぞえJ] ギよく交げられる仁うに貨店]にうまF'i己列ずゐ l止 iHl を栄fニ

t . ..-'てし、る r この品iJ5Eの-h1j.('å7f:}的{こは休北、主主:はがれ<0) ~_L tr'h広告と1I子んでいるが， :.fLJ)a<~~'l~:誌の物ßt

っとして HK:~ と滋えられるのぷ出，\!V fワピの生日工機憐を nlj らか:亡しておヘこと J土，校7

S~S で rLiif: ,'} ;こ配~i}) 'i容はさ l るが~ }WL\ さほは成長するとともに~ /Jl 々の条1q~

くれば Ijl<: lif: 1'j;[ 卜~ 1i\タ[， !J';:'，絡の:.;fr'~校長たどるのが符とある 0 ・ JJ ， 何年よl 日J' ，~，れるにj;~\ L"どある

うじて行、に訟は(-~ ):L, ljr'トはlJt~ベjぷほをお るので， 'lt( 肉引におけ物殺のーた;誌は

ûJj制去のJr0 i]J j も校11 1ぅ ω;設J滋it![;:9どとして lILi2 ょ巧えられる〉る iùi 立)JS.J攻と伐 I!)イiご jヰみ、二 ~).i-i_.，

íM;訟の{立 I{î と幹 (0.0-i1[.;Lt 0) 恥}t!f::f. 1)\';;'iの 1111'弘1 -1 'C は悩:!ß:.;，会もの牧民生成

IJ目/\~，L& J_;kt だIのお過じ!なとそ村υトムジ〉 jL礼状，怜そを似好することに !kv て r)J らか lこしたし、

必殺 ;iJhl_1tê

旬、2:';:JJ少ない半?i1~'.A }守:林で1: 1 .なものである。そのけ "C :30本!日jf去の本会i~\~ Jt:t対象 1 ，:;設ん λ、村うff ま，

:でりように多できと!だけ 111で止ノケ]引こい行、ぺinlii イd 定め， fjJ水 JM;'gt1;変擦りなtlJ，の uk i.t: 治の]ii(U(Liドliìと J l'.:，じ

校予 ;~~~1量のぷ φ とそí11iの悦析そむりなっ t:" lJt試ノトは íltItUf IﾎiJ !こ;ι て 15--，-- 20 (ió のJ本数迂ん Jxifù し?

50cm なし九， 1 III ずヂコロ〉陥.Ítl ~こ分けて， ，溶 i主そ会主点した

谷林う?の ha あたりの議長å (.Y) (})縫?には，腕前 ttfi J!Í泌 ù~iI による J:L+ft:，人じ法によッ fごっ ;なわち， ha.ち

たりの綿々的ilÍIf 協合，1 j'そ (J， t~~4;;1<の腕 iおおrUif tt~ (1-tjA ;;_, (;!，総本イのあるお分i)Jノ(tii-L翠;与を J~I としき.1'1a

あたりのそω部分の滋， Y ぞ

)'ioC"/G! 

より >Rめ fご。

ろであるりこ平1~Yi 0) :~:>óよ'r:'iふ n'~ .GÌ;，~l@司I，]fi においてはスギω1Jμ i~~{()) Iズ ))1]が Uj'1:!十三，市に li!J訟となると

べて裁とみなすノ'-i{'1;..J:.、やj ，tl~ ではィ、rt 、仁純資ずに 1~1') ;j l'~CC 、るぷ ;j: らのフ}:j ブ'j <t')j，;:;と，初、色:\j;'会

こら(})てもかなり〆久くな、 fこ ;，~n:J}~:::tX +:1すとし，級制IJ会伐としてがぐう }Jj:L: ;!)~多くとられてい υ しかし?

字訓 1立て lziえのよ2 {lliUi グ先立した本廿主総はがど~:'.:-::. しむし、ことになるの℃予
t ‘、 ι:台、!ー

)}、し-r: 7Ji っく- ~ t'[{)ふL 1 予

り-:.!"，(Eì~S!~ t~~ ̂-c (';おっ亡七 t主としてJ，ix-lit 12*:ノ~~ !;-}-に t.' ...く I Iff;13Ll奇心... 
." てィ旬jiじしたじ すなう!とはこ;主任 12:.\)IJ

い，吟から úlf j"jllri長，'tlノ l:.. ものはずべてその光州、i c を伐とした J それらの中えから合らに命、i:~ したもののな

イおでち hl; ;i:ii~ 0) }jからえ;H:.\tiょに文色したものり!.:~~ 5.l:~ !ih: f"S: ( によぶものはl 主く)はその YG)~fN:} まとを伏;)、 z 三ラ

」ノとし，それらのiえから派iL L'!こ勺I をヂえて /4:1; とした。…:)f l~:. J 斗 Jケついては，

ふ，

"-,; 

145刀剣ぇ fおむら溶かりザムンプ }v i之本: 3 ~'...' :i .KT(;\;で，話j幹íiギト ζ〆lぇト;共.!l)-とにより求めた。スト u校

。コì.tU :J::'t立年制j(}コ宇!j留iできる {~D~!} (立 "y納ととに ;U !11i ，それJよ(外の -ta5:;}は 20~γ ;JOcm ごとにiJJl~i して輸を 14;

体おと!ぷ;ミギをえiとめた〉ヒ/与の伎のj二十'I!tのお].とはスニ-\.: (，と米 Lλ 主戦力、L:::J 派o二みとり，は 5)-:>主演泣けζJ、
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所
Place 

〈ギ

Cryþto押zena
fιρ。持Ica

ヒ/ヰ-
Chamae，ιyþarís 

obtusa 

T品ble 1. tぷず]ち試験林 ~Yt

Outlines of the exp日dm巴ntal

、
t

ノ
可
ι
ーー/

，
‘
、

350 

690 

ご20

350 

350 

二50

*すべて 0)試験地の土J:)長は 211石燃誌上村iこ 1:1:1 主iミヂる BD {\'!ことi袋(どjメ iLLまたはかJHUニ) である。
The soi1s of all experimental stands belong to BD"so精 (moderately moist brown forest so i!, creeping 

舛スギ，ヒ/土泌交択{え*1、 Selection mixed fo問5t of C. ja�011�;a and C. ablus仏

Tablc 2. 松5;ドの mj分;九 1_ 測む項目の街路ロi:!! な

Abbreviat卲n of th巴 names of tr巴e cornpoηent and mcasur巴d iterns 

似体
lndiv�ual 

林三)- (ha あたり)
Stand (pcr ha) 

!J二足
F1'日sh 、veight

�eight 

!戊 尽 f登
lncrement 

臼Aじ'.ヨ.:<:与
Weight 

/円ー廿 J< 
活r一主主

Increment 

w 

.dW 

Y 

.�y 

Y 

， b一 一弓糸口ヲ HJ  
ty.,.J ，;::';1;ゐ

Dry 'vveighl 

乙 Branιhe~-;

卒中 Stem 

;$双方向の f三1 Vertical stratum 

白)

L!w 

dw 
1む

,dWB 

WL  

dY 

L

…
B
S

一
Z



v) .. q~;r k 

ぉtands in this stud, 

じ:ゴ ;1\ 日)ikl'hi.

λri )JE 
。巴 nsìtv

(Numbe1'!ha) 

01" colluvial) from paleozoic rocks, 

十一

ノ.、)

9.U 

)ノ
、ノ砂 、 f

6.3 1 命 6

ハ

tコ，'， 1

7 

l:.j/ ~'J/ し/)/1 、校 ;ζ つ!ハ crま， 1皮 j託収;三州、 l: て 3 6 r~iれこ 1 -， :J ， その F白戸すからノL S 本こ:1J 1，し，

R寺ど J の断 υ) Jj~~ ，U~ Jt. '�: U '1 L" これと i九日誌 uパ'j(_i-n 11 0) :f� :?:-::ら 、て: !1ピi毛;退くよっ主的 1こ r

ιIω 宇:T~ ïからの派ノ!t ，C[ii~;:I令もっと，その ttU) マ.ültt1 j 刀 IÎ百の NCllo:~!: とした) t之の {j沖:itiU)j j，じこ際! /どはそ())伎の

し f二 と， 11 Ø;!ま郊の;1'機くとを JlJ:{三ì-" L.~ 伎の i点、jl;()){11~ij;べよ!!I(}) あるなし伝』免口、J Lノた、

占ム燥江主 fAJ土 ， 1.~r サンプ Jレな}th}!込位以ぬ (80'C) で> Jぶ似(1")'h=.f.霊ii乙 i主ずるまで紘4以会せてた乾 fiiヰ、，:'~: .J: 

i)υi 労したも心である。

4< iJ! 1況にお T る ;-~kl~k， j立とは， 1 -(j ;1v'j i¥JJ (1)物工't J~';')jil 滋ω …と亡、ち，そのliij りもlíJ1;!，険会民 fij、

したものであふ J また !_i){ 院本 L は二時点さのサヰむヲ 主主辺 1 :tl~ i ~ H !)__) j/i( J-;~ .t五そかj った llÚ でJ;:) ~ 院のふ;;/1ム

〆ヤ L;ふ菜Ut {~;iえ近 1 éij 、 1':] 心人土 OJiえi延長:メペi;:j...、 f二イi.{1 とし， 1，こ、 1( えで (')!iりする悩 !ζ1) (dj 汐 Ylぺ~ .i)~J 二日i

だと、ω初 u 或 1I レi 略 ôt~ ;--:;は Tablな 2 のようであるノ

J、jyば0) (;i:~í ，L~ ノJf{}~{i 次心よ寸'，: ，f'、とj jl(fí1jl!!j';こ，いこ 1I

üU なむ I li?~ ，{JlIi会 rρす三取をこにごと 1m ごとの iに切 ;\4; し

t: (, .~トA ざ校:ζ!まそオ/ぞオし Fi リヰつ u て t砕から切り 1" ‘

日J i. liごてそ L ~: :Ylj と<~. 7:.~: -ù:~ へし fご、 1 JIl どと 1ζ ード切っ

明ト十、こはrllü、1) ，.，:側、 およコ 1: しから〆'~-J.))J {，ζ 

と Jitn と:L:tUiこ 7小 j 叫 1' ig, 1 ωょっ:三

るた:;(:(と， 仁 IJ こi1lうしたきら1

{ζ し fよがり亡)L)，ノレ ζ1 -~)/f!J tこし fこ災， それそJ 干しを

Fig. 1 N勀 i{j咋?にヨ允コノ

D.1rectiOJI Qf a stem 1'01' 

the branch analvsis, 

み
Vai!ey 
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宮'01世最大直後

Larョest z11ô汀ìeter町
0+ b 日nch knot 

(Al 校 n ち lιt結合 (臼)白 f:$，!b 伎の場合
戸、 rti千ドrUfllr可 へ、Hぶ prun 川口

Fig� 2 1XiJ Wi~ 析の測 iと:ケ iよふ

か'lethüd of thβknot analysis , 

Ph(ヲto ， 1 スヰ:'y当 ll: jjむc\* (i)i11:íl主的T ifíi の l つ

ι)ne of the radial ;;ections of the br品nches

匤 the sample tree of C. japu明ìca at Ashiu 曹

ζ の 1!t;試木はお1，合j 25 , 8m , 的自民ft芸:-3，('， G CDl の 55 !r:fιtで 3 との校:;t 10 なにA12よ

5.6 rn のところで発したものである。 ζのように節校の断jfUJ' ら伎の発!t，成災，成長

体 11:， i千:死， E1然溶 t}(，波紋のJさ込み湖沼などを測定した。

The sample tree � one of [iii-year-old C町 Jil虫rmica at Ash咊 whose height is 

25 , 8 m and the D, H. H. 﨎 :37,[) cm, This hr昌nch gellerated a t b, (i m above the 

ground when the tree was 11) y開rs old , y゚ such means of making the rad僘l 

section of a knot 龝 this, lhe process of the generation , growth , stunt, death , 

sheddìng, and occl usion of branches werεmeasured and analyzed , 



校J 了ろのLtWd本ごとに IYJ ずる wr プ[ (ùj~蕊) 告

さらに h*l (;.ζ25 C111 '"9つに切断したれ み:jご， ijì:r の外出iからその{y:(:C!i: '1'0 tずできるすべてみ ω U'j;を絞郎i して歩

F'ふ 2 O)J、う lζlÙ[{五 tkQ) } 1.% J:t十1ぷ.Ltλ 七 ι 毛主込みなどにi対する宗主主任!}Jij'，乙し fL、の切[抗 i土，訟のこ

で行なしり {i'~*f~ の読取りを;ぷ (ζ ずるためr;:1J:~H)jプ1 ンすで ülyo) "tJJi'ザrLi:í をきれいに↑ LI:Jf ;1: (Photo. ])μ 

:m~'Jï')IlhJ の主むりが立託金は， i1l'i o) 以外却の 'jJ{.'泣

Fig, 2 0::'主主与にしながら， 子五;よli: QJil[ij'，んのしか t~. ;!;:説 il)りするとりUJJ<J、うである。校Jr ちの;曳!支 j~< とは

fムÌl i:, I1 'i (i) ，:et 心〉デト liri で 9 その伎の;二/i と ];':")fで よりタ~H~ にあるノfI O_)i/í>:iノ〉タ~ liii (hl; [l で比九ておUJ!í l[ Cí) iγ

総〉の ir!:t\iiln;LI勾 (Ir;分の辺氏i8)l と:怒との支ぶから.む:伎の政外側ま℃の h:l¥I_:I U) J-~ èj' としたれこ、二で， よ

々Hl\I]tζある }J C))'j今の外出とた}1ll 1!J 1ふ伐のとヴ J. F)fでは幹の 1 ，-iJ ' l，'7:，I) ら外r_Ùi までのえ主のし〈ないこ

とが多い (Photo亀りからであり多 1jf'f; ;>-'l~ '[(lf 0) 句なノt!fu に}士ユしたのは，幹と校乙二の}よ

*dt{~_). ì~' iLl', ~ J fh~ (})年や凸 iごがることが多い (Photo. 1) 心で?その;信分打、波けたためであ乙

自然務伎による残校長とほ3 そのtえがあ';タE した日，J'O)斡の外出]じその校の I くと I~' /i とより外側にめや

幹の!ttyù と伐と ω公/;i、レ e 治伎の設Y'j.- )!;1, 0) I-m の li&. ，~，とし，その初1ij立 r: _l ij )，~よそ ÌJ主る衿心小川:こ、lム if t,; ，i~~ (i) ! ;:1 C)) 

段以の長さとした乙l

また ， tJUí)成長停止と校ゴ)tiíýt: Ltこ -Gc-[if{ はそれぞれの!}主点で，その bt <.iス IJi 土トみ℃より/l-íWJにら心力

OJ_i;i宇 ω外 '~Ül i..~: 校とのう;ょにとし JJJo

1-1-(1) 樹液犠 i金

金 111:;紛の…冷 ~~tM?，件における憾みについv ご l:じ 字マ lζ3fJ:;fýBllÜ 1 ;小 く?ヴ析してい 力、 I入ノt-CI立

X!j 'ilüIiの 19{f f:.{/)スヰ九 二ノヰ j十戸)と :VNtfJl 肢の 9 +j'生のス ;:t::'j ヒノキ材、け)16) CI'able 1) \ζ 「

て，伝tjtii令官訟の 1に色合紙切レごみよう t

こ j しらのいィ村j いヂれもえきさにおいて間体主の少ない，ぷくごろ γ) こ 五千どあ:) , 計七jIδ {' 1_ fゃ

i肉体しつ日tJ :j0f H~~:3ii と， 杯分守主伎で心されたらHrd.f，'I，lj;出土 ;f とんど L似 I(IJ を /J、した引崎、 し 7ヒカご，
';".""、

'T;...gjJU) 

qlで刀、さ 1 してし、る村、分ヰi {fr で友ノi、;'， 1 したりj)lh'/f ji以土，イ同 f本ごとの l 心的 iilJ :まほj，;j L:; ち_") iJ' え

ない

i!;; 'fo: ill で刈 f亡した林，jj (Tahle 1) しん 19'19 会.rDiVIJ，ごしらえし 7コス 4t二 l:. /斗そ，総 iこ 3 台に

十u'[) にした 19刊行Uf~父休であぷ， ]%8'1 まで 1"刈、) (.主総げられたが， 制 0968{ド)までは伐，以 J

斗， .，、

r、 eφ じ〉以{;r(-;1 1-j-ながれていないりらのj本ずTê-'r:'( していたが，ヲ Iこ記ける J政治足j;

I)/J(:引ままだみる 1 しず， コぇギ1:~.ノヰーそ tL;e'~ll を i北i(0) 十k分としごlR り以つに u

:j::�G'iU 阪で二 デー:休 yj (Table 1) は， 1960 是正;こ会 !Wょうご、 L らえし CI，，]川!_U_ICO ト:ノU~，とスド小。

(ζ ヒ /γ\ ;~-Ml)氷 だちはYであるハ州五五時(1969年) 主でドメìJ i) t主総げら1!fこが， Itlw) え73;ctいっ δ い 1-j' ì~;; 

;j) ;j[てVL なし 1 ，;

1...1 0) HHiこ記したマITi)J?L!としたがっと， ぬ:ぷ IÍJのスギ 9.4<， tニ/寸 8 ノドヲ 'j"'"治 ILiJ以 0) スギ， / 

ニy:.を 6 、すん) :t~.~:4三十\として?と制!淵!記した。

Fìι3P4l幻ド !.Ijn.í.{立の i1t n~[カ [Î.UC引:〆J こと UJ16i丞イ:/Jミしたも\))マめるにそ i L らによると， スキ、の }t~-.~t.i長

ノ吟はい'iU 1、r ji止にあり， ヒノキりそれは r-l.1 h~j，あるいは咋1 ぷ ややとiV71LJr ら，[; たえ訟の-Eユい i:l ス

~.よ、とは~-.j'J溺よりもやわ f~^J¥i1 fこ，ヒ/キとは I!J泌ない 1 ノ '[1ぷj よソや、わに β';'('i';，'0められる、法広j 之鼠のj;~、 16

はス、γ では rtJ N~i よりやや L隠に， ヒ/牛では [-IJ)\11 ないし 11: J説よりやや L.!践にみられ心。

F刕. 3, 4 (}川i開立)品、 Lì ，l議どとり技心成えおそ，-イ、すもの、ご，伎の 1&]ば 1nr スギ， ヒノヰともうからト
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段成長率

ð>会 (2ν冶(z)
iβal elkぱ'nçy Bran輊 growth rate 
勾例外'1.(説 匂(z)勾(z)

0.2 0.1 0 0.5 1.0 0/φ0.2 0 05ω 

ム 3

魚種

、LI Ìi~ い

J/i.pοη!C尋

ふじ?γ ト'，(.1.な じ!門『 tor :,_: ha. Ü.~; rn 

Fig. 3 }，:半分以伎の騒どとのfxの成長ネと ~r$Iの伏~L r2W能ヰ、

一'子治以\[iji 9 (f二 /1::0) スギ， ヒノヰネトー

Branch growth rate (d Y iJ( z)! Y.lJ(z)) and Ieaf photosyn thetic effic冾ncy 
toward the biornass íncrem記nt of branches (4YB(Z)!h(z)) 絜 each 
V巴1・tical stratum 絜 the exp日rimental stands. Both of the stands ar巴
those of 与ヴ ear-old C. ja�onica and C. oblusa at じjitawara.

F刕. <1 林分単位の鼠ごとの伐ω成長本と紫ω校生並立総半
マョ釆 IL19"f!t o.コスギ\ ヒノキ材、一

Iうranch growth rate (dYI!(Z)!Yli(Z)) and l.eaf photosynthetic ef五ciency
toward the biomass 絜crement ()f branches (iJYB(Z);.YL(Z)) in ('ach 
ver1.Jc呂1 stratuη] 匤 the exp日rirnεnla1 stands. Both ot the stands are 
those oﾍ 19抽year-old C. Jaρonica and C. oblusa at Umanoriy品111乱。
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憾に j(J.] か"て減少している、また， L阪から i、説{こ ]i.Uh) うにしたが vて校の ;ì怜';Hまにきくは心心 CC~ 上えんB

!おi比三千ま伐心{fiJú?lt"大きくなるほどは少するいと主/ょしているつ

Fig, ~ち 1 ())LJぷ

~~.t J:. ;~~i lT ら卜 JÎ.iJjレって減少してし白るか， ヒノドで{立 '11 i弱小ljl!:で:，Þ " 〈なる Rn'Îi]がおるとしt ても》

全体としてはい出1)λ らい l浅まで点、 íLは少ない

さて、 九 i滋の l仁 ())(j 機t'jiL!i;ペ M_ とそ υ)-I;i'r へのノ入、:~\~~Tj¥ .~a と EノJ 燃はミミ"お I ごとがよ、告さであ よ仁庁、
I~' ← -::'C" ， .:υ ノ

よミろての jL;rtC(ド0N!~1 1i1 はな iされていない。ぞとで 1 {ìt~心0:袋、'[， Hヒム [Yi'された (:J 絞?与の斡へしと)hlt入s 民 u
E副山、

t; 丸 ì-. ):，
五!Q.!，づ 3 そむ)1五への占~，~治iえ jiJ: {JJ (]i] iと比 fYil ~~t るもの，~とヂる，J_、予以しi) iJ人以与tJ&:_:.\:Jl当 íJ' ら斡に九i 七三手〈心子、

段物品、人し℃いるとみるこ y ができる 9) 仁f

後どとの滋2都心、歩 主らに ~N な"たんし℃ノうよう 会寺山ノ校q: ωぷk:丸それ守オ i.CDþが

({):~r のi't\l í'じ斤によって;、， tムヨれてし υ3 ものと、ずると， i一人当からト とf;/i~~)~ U:~仁込

ジ〉潟係長，j( ìうザ : ~r' i::. )~~~ j) ￥ら卜 I\!'i !)γξ きる J F刕. 51 (; 

i 主体 i}ill{\LûJ れ.\'?;;r �Ji.lZ: '_::: , '{}� :W:枝打記長 lrl:，J) I長IU{;、 したも以)'とある。

スギヴ{立‘ ド }\~.tJ \'去し、く (1 ど紅í'W 夜長ヤjlf(;人 らかに訟の校店与は低トする J九 L / A i ま

その i潟 Uf\JJ.~ L':えからド!と(} ~どで[ま:ま L七例 ÎIγ'CJうる、 こ心')こと J 立 Fi応 3， 4 るば記 i辺嘉

し仁) :~;!j {円、' すなわら '14t co似沖色、iωJ スヰごと; lニ/ .:.\:.(j):t怒し\よ るも())である勺

どへこ多 1.総からに.!r当~-".... (.í_) 去三、の級友L後と，々のく?トp 設立)幹の延長}:6)関係をノしたも〈りが Fig.7， 8 

あ心。ぷ~悦 li ,j Il::~j み政

がら JilJj (íz お七していくもやJ と jm ると， Fíg, 71 8 t こま)~ ,-C , !:.}訴から i::Rû::とか ての.:+うもの付川

11ノlの :lk絡会 Zí:V) 〆 ':J :EJ} 皮とらえることがで ょう仁

スギとは i、、ト?;になるほど s J$S. 弘):(/) Jm}Jll (ζ けして斡のI~~ht J'f:!JIJ ()) 'ld {}はIcl だっしょi少しているが〉レ/寸

こ、はそのザ:};少(.})し1.>たはスギほとにはない"

持J~lF9) アカマツ予 vf-. ラ γ ツ， マ jι
、， シ斗べについて， Fig. :3 8 と i'! l:-I>号 lif之のケラフそ!lJし γ>_ ，託、r

恐応ケ:I'I (j)~YvJ羽子ij ，:.~ーその iii!jヒ滋之与の関係:こっし、とぬ，j'，j !.~'c いるつ引か九ちたJ:W:1n ; ム ;'f仁 ω そ

にノヰ ωb'( ぶ立、:え ι
イヤ , 
;" i........ ~ 土 !J 2}、主 itL との(主1 í，\じまよく似てし、スぷレ子よjよJAを L七れず，

は!;;，dバH と(Î) IThj :糸は， アカマツやカャ) ~~ツのそ~ !， 1~) とよ九似てい

次民!立~~.~:主主と r込 i記;の u宇 ItK誌滋ご\ω|掲 Iffdとつ l � '"ごみると， 'tt I:'íづ);ん\f.し Fi託、 8 の 111/↑華Jま川土

スゴドについてはよ\以てお ヒノキ;む~) t-<γご;手守予 J，，~v) 約交し fこし、:

~:r~ "(ご 0) 10ぬ;のは，~J).[又ノト;まやや/いさ l.") がi!ií'Îせ:土 1:3 .11. ::1以てし、ふ

< 

h 訟のそれ(;_:ド

_. . -~JJ、， Fig, 7 は終肢の λ;j 件、結 l止:W、ヘ\ :i(t':2Y r:D 1;)I:'3:'l'主結AL し.') Fì広司 8 !にLlシ三亡スーL':' じノキ ,­
て)ザ

の怒り 11 ，]、半の減少i~t だのにきさが íJ [:'にごし、る心そのjijjlÜi J: J I;J Cのところ f ノカ h らなし ì f._，:;， レ)1ノ )H、

した比'!f.j~'r~f じい体ノ，1 (沿U 'fと， 1 与ヲ W!J:J ごあ〉たふとも宅 司← J 、 Jト.....".，

v 、'. .; _ v ノ

れらしi)こと Jこっし γ亡;土， 今後必くの ;ti 半、1-:-2:.' :i~:.!'~ 乙，，[tねてじい枚，i'lがJ二、 'x-:: と，三lわれ

さて， I{iHヒ総である栄2 ()_);:;ト布 l:k~ヂむと!l l日目じ誌であ φ 衿伐とな)主主対仏、;こっし 3 て P 加 37)，'ムイ
11.:f:: 山 5 り (. ~:ムノ\守

"/-t'::子、;L---())似品!おそりJ、!ノ$ バ)1.主() 78) は/"'-イ)":)こずりνυ 自に I}sb杢つげて半ケ f ナィム IJj 1 ど!万ょ[七り ';J、

Lてっし、 ζ のr:nl~~Ìjを'f芯ノjえしてし‘る υFìg.5…3 iζ:b る1<i]ll:;~ 伐と，iI .l ， ij ぷ (fJ'O) J'，t文 Jζ:止と心 1\lJ f米で，
〆、，

制
日ぐ}

な也 iまど業援にふj cc , )1 '1川Jft;何分じこ}成長箆心~/}(/)減る lt(j JhJ 心.1)ちること ~J~ マイノρ じ?、 Jγ 士;'[1論ではお~!J)l
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F�. 5 j;t: j-t単位のと)高から下腿への積

第;梁E量

一:j'ìf1fHJ辰吉年~l のスギ， !ニノヰ林一

R巴latíonship bctweeロ the accurnulaｭ
t巴d leaf biomass and accu111ul乱ted
biomass increment of branches fro111 
tip to bottom stτaturn in th巴 canopi日s

of the tre巴s in the experim日ntal

stands. Both of the stands are those 
()f 君-year-old C. ja戸onica and C. obtusa 
at Ujít旦 \=vara.
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Fig. 6 本分単{ftのよ)\ぎから F!~ への!'Jl 出

J~{繁盛と依潟校成民f互の[!.~係 5 
-渇j長l1i19年 1]:のスボ，ヒノキ林 蝋2
Relatiouship between tho accun叫乱射邸白勺
tcd leaf 凶mass aMaccLmulatedgir 
biomass incr巴ment of br乱nches frol11寝起

tip to hottol11 stratum 匤 the canopies 
01' the tre忠告 111 tbe cxperimental 
stands‘ちoth of the stands ar巴 thosc
of 19幽ycar吋)1<1 C. japonica 孔nd C.obtusa 
at U1l1乱uoriyama. 2:YL {Zl k日!ha

10' 

10' 10' 104 

積腐葉議 I'\çιumulated I時f biomass 

Fig.7 林分単位の1::. .1弱から!ご!醤への%t1

1卒業運;とぞ干潟ω幹成:l云援の関係

一子治f:l]原告 if~仁のスヰ三\ ヒ /ι林一

Relatl.onship bεtween thc accumula幽

ted Ieaf biomass from Lip to bottom 
of thc caηopy and bionは呂日s increment 
of the st巴m 匤 each stratU1l1 in th位

experim日lltal stands. Both of the 
stallds are tll<応巴 ()f 自ωy巴arべ)Id (二

japonica and C obtusa 乳t Ujitawara. 
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務局 fÆ 望室 ;\しげγH11at c-:'ö 12c3.t b 町内

lと i必ずる lYYJ\:

i培、i応， 8 判}rp伎の Lf;:t:i 1J、らド腕へ γl

A~{ 泌とた .. f，;:，) 0)古今次長JiO)! lf:l1ぶ

jら来Li l19午スに i二} i ，1不一

Relationship 1、etwecn thc accumula鴨
ted leaf biom乱ss from tip to bot:tOlTl 

of the ca口りpy and b卲rnass 絜erement 
of the stClTl ;n each stratum in the 
巴xp日rimental stands, Both of tllP 
stan.ds are those ()f 19町year-old C 
ja�onica and C. obtusa 乱t Uîitawara, 

しきれない討を公んでいる。京総ら加 i;l;J! [n1 ít 分の ff.;~{(j Jf'i\)\こにともなう [[1 以怒、の fpi たから，ある日きで!Jô

ォ;された物は ，})闘力、らトヴ主要へj容 Lざか て，ト潟、の :f?Þ~Tえ需は主す 7. の?はないかと L.... 'て

いるが多 ぞれは Fig， 5，， 8 の傾向の際関(}) ...._-つの ;;i;[~ 司n ~~:/":J.x.. とうである、し 1 すれ lごしてもとれらの点

江)，.1宇しし、 th;;れま手守合 iこ ir?ti'、ねたし'"

Fig, 5へ討にみら /T る関係のス三ドと!こノ与における j早いの!íill\lOJ←つはヲ支;の/パがザI i!\ l に必1;，のぜはな

いかと将えられるわイ下授の奴察約終換では， ヒノヒ {立 jlfí:.iiTI 3 ~ 4 イr.ぐらいじD ものが安いよ

うであり， F_lmキ"えの I去郊の禁iJJ乞絞れJFP くなくなるが， スドの東l土よ i迂ど -/Cのノドがおこらなし行E りヲ

5 守ご以上保jいてい/.\ものが多く、それが子 iでの3Y?の !~~m'f1;fr.本のイI:\:い←一つの Jfi1l:正!のよ弓，-:.:，)

また怒!どの終.~~~�Vj )1;~ì~'i:~ ._(~ lふ ニミピの然:こ和iiJC たるオ :fiifイヒした l~!~ ，j.トカマf てt -})ため， r， !J イヒ W-~'~i":': して;/ili

".k: t,r. mu :ri:t :こなり q ζ;ft!;:?-， tこノヰ;こ 1iニペてスギの母、υ)!汁 Ft11包 ;!Fが.ff\ くなぶとと七:ζL穴 i部分の t(lI{~

の;ちくなるス+'のド燃の:úきほど3 その m:: 字がff;~くなるものと与のえられる σ

生干L潔19) {.れ皮切，盗殺と ~il;:i>>+ 校成長滋， および浮腕の幹成iミ誌の関係i;c:r; i，、 ~C} 終の存続 i河村IOWぷt 、ブJ ') 7' 

ツとアカマツのグ)~/~プと~ 1との絞Nli!与の長いスギとシラペのグ 7いプの刊に守 %k;t1-のここに手;したと

之いのずTI [h]のあることた伝統している c またp 汚1 止1. 11!'i 心，~( li0 ;1l: PIJ 郊で j民ずし く，

持JJT主主主口);A\I:' Wcstcrn hemlock (γsuga hetero�hyl/a) 伊丹も， スド 2 よく -1T.tt.、: (tf:(]í'íJ 任-;r-~してし、る。とれ

乙) (1) とか()) スヰリ〕禁 O)~tj志総本のド胞での7客しし刈lST(土 I JFV::'!R~ の測;<1二千のI1 Uf'TI i とにるれのだ材、?:":な

いととはnTjふか ðうわ，スド i カコシラハ、\あるい l士、三、;l.Cl れ 11巴mJo仁}えなどのよう

ぞJ寸ザぶ;経 :;4がit く~ 1I トj I:;~ liJ (!) ':'\1い矧Híiと共i沿 Lた特ttでもおる止いえよろ c

次:じ'ijt i!'(引hJ()コ H守ごとの依混むと，絞または廷の成長!立の配分J卒、および伐木紋と校猿民主 ~ 1. -，;1-ぺ均

校jミを似体ごとに子j~ したものがれ氏。 9 ノ 12 ，('あるの 間交寸、分のとかの大そうさはかなり;二えそろ γ ぃ

ど.， 9 )16) カ'\ 子、ig.9 、 12 ，とノ長，\;jUこりU"J~木 lま それぞれの泳 _)Jのにrf:l\Úノヘから混んだ木であ

l士::'j-:"=;fìfIli以 (Fíg， 9) ， λ込'!í~ill(日仏 10) とも主主 51:，子; rん校のj心;cx;: トä ;~::);ミす r\iltJR はよi[jイユ灼マあ

'_' -ｭ
u ス千九、

:é, ;!'L ら

のりゾ、•• ;1It(会 iT" す(伝授!土 i、から i.!と限:とらJ しずつすれてい心。;-J: Jト， l二/干のそれらをむ~'~'IIU、 (Fig，l1，

iわら投l{tj， fJ'であ ‘ ~U~lli: と校じっ成長 ;;::ijミ tiil1絞ほほとんど取なり台っておりを校 J官の j1:主主だけが少しド

)貯にずれているとと 1):~ わかる。

ス守、コ伎の肢は~"j-:':;:f; [尽!ミ( (Fig, 9) マ;丸 J:!f;lìからt;，; .Jrr~ :w:の校);)議よりいくぶん 1ご溺まで 1 T議 (5()cm)
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守備輔間四守醐岬幽伺働、

1゚!! 

02二 1 千 '90舟

部{
of branζfv~:; 

叫即仙岨W ょ[， r~ 吠千王 制直也薗偶
AV0r，õtqρbrö'lch le吋十 η

P山田-rー岡崎「

¥t.".'f>Jght 

Fig. 9 宇治問民'[ 9 イ1二 11:スギ体の弘，~;[，三木の J'~l (50cm) ど止の;季五日;の配分〆ドその{l[~

Vertical var�tiou in t11e distributî口τ1 r且tio of components in each stratum 

of t11e sample tre巴s in 9駒year-old C. }ajうonica stand at '(乃 í t:awar乱，

[苛j の(1) Ußfのゾj校料会， (2) はみかけのプJH議長示ずη
(1) and (2) on the figure denotes respectively the stratum with 
the largest increment of branches 2nd that with the largest 
weight of leaf-bearin耳 branches

G1 t，l 町長

20 10 0 ':0 b 弘イ制 各阪のも jgll
Right side 0千九a(h 千 IgLlrE'

由甲山m 技法長通
日"訊ch i同時月前1t
換藍

一・…-台?af w仔 'igrd

ier百十 h 一一一枚藍
行民主ncr'， wf'lght 

Fiι10 ，tI主張 di1 9年生スギ林の擦氷水のJ~ (50cm) ごとの各還の配分>~Fその他

Vertical variation 匤 the d�tribution ratio of components in each 5tτatUl1l 

of the sample 1:1'問自 治 19“Y巴ar-old C, jajウonìca stand at Umanoriv乱ma.

!羽 f二の(1) Iま nのブJ校J尚を， (2) はみかけのカ伐爆を示すり
(1) and (2) on the figure denotes respect咩ely the stratum w�h 

the 1昌 rgest increment of branches and that with the largest 

weight of leaf"bear絜g hranches. 
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Fig> 11 ';:ì(ÎI LlJ!~l9 10. ノキ村、のト土木えもの CïOcnりごとの九足。うj、ヰくその 1 i[J

Vertic乱1 v乱 riation in the di.stribut�n ratio ()f compo[Jcnts ;n cach stratnm 

0 千 the sanlple tree日 in 9"'yeal べ)ld C oﾖlus(/ stanc1乱t Ujil 日\vnra

午前)干支畏

r'kl_Loノ (1) (-;;nせの jJ 伐総会、 (2) はみヵ .:J の))旬開;f治す町内

(1) 3nd (わ on the fjgure dcnotes respect咩ely the ぉtratum w�h 
the 1argest incrernent ()f hranch色s and that with the larp;est 
weip;ht of leaf.bearing branches 

A\!Na.(j~ b r.arγh ler沼打) (rm) 
誠 2ω 叩 o
ザ日幽品副す四幅制問凶す四-句、 す盟国自幅守蜘自由蝿守唄明暗・0、 デ山町制向マ仙耐伽叩守胤山崎胸吋

-j � c.: C;~ i 

刊誌]'2 H，月('ILll ヲ ~-:j 日 1，ヒノ+.1{1ν 〉;、二メ、の!~< (:30 c n1) () :~::';，小>.?:'~ぞび

Vertica! var.iat卲n iu the distribution rat卲 ()f component日 in each st-ra turn 

of the sarnple trees in 19-yea トold C. obt /1$(/ 日ta口d at Umanor咩ama. 

1;:1 I の(1)は山、の (;2) はみかけのり代的をノ"
(1) and (2) on the figure deno同日 reちpeciively 1. 11e ぉtratmn with 
the largest ﾌncrement of branches and that with the laγgest 

weight of lea f. bearín日 branches
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わrn一一一切ー

叫I/Tr'eぞ‘口~: rn 

ム一一一一J

校整 日日間 h ¥̂i(:--'iqht (UI♂;;<;ア買を$

主主筆 [_eaf 'Wσl 日 t (lU[J Latic of r市内J

Fig. 13 際どとの校:来最と来庁長定率
…宇治!f1 R:~ 9 ，ド生スザ材、の 1 {j~~え jρ
Branch and leaf w巴ight司 3nd the 
rat:�o of new leaves 1n each 
stτatum of a 以mple tree 匤 与
year断。ld C. ja�onica stand 乱t

Ujitawara. 

当たりほぼ10ノドであり，それより -l~- iWでは急iζ木数が減

少している。立た.\l}粂 IJ，のスギ (Fig. 10) では9 だいた

い校繋;監の設大Jì君主1 i尽きi で， 校の;本数は 1!議 (50 cm) 

::，，:うたりほぼ 10)ドであり， それより下層で急に減少して

いる。

ヒノキの校の本数はcy治 rHJ京 (Fi祭. 11) では u認で 15

ノドぐらい '.r~ t そこから枝葉援の最大関付近まで漸減し，

それより下腿セ急に減少している。応策IJI (Fig. 12) で

は校の本;数ば段上屑で同じく U3 本;ぐらいであり，そとか

ら同じような傾斜で最下踏まで減少しているの

次l乙 1爵どとの、f均校長をみると，宇治fA 1京のスギ、

(Fìg. のでは Fib-iへいくほどしだいに大きくなるが，

最下腿で少し小さくなっている。しかし，最大校長の驚

ははっきりしない o 'YmID!京のヒノキ (Fig. 11) では

スギと似た傾向もあるが， fllil{;!ょによって授がある c 馬索

，JIのスゴ戸、の府 ζ との平均校長ぞみるとくFig. 10) , 

長の技大)片付近，すなわち技木数のとI， R-::減少しだすj爵の

{J;iJ:から，弁当1J1iの L かたが力、 lと/にきくなるのこれはおそ

らく，その付近の)@)ょ 1; tご腐で l丸 一向引こ技の長さの短い IL!f似の校が村死しでなくなるからだと jぷわれ

る。同 U く馬予定 111のヒノキ (Fig. 12) の)議どとの平均校長:をみると， 十~Æÿiにいくほど一人きくなるととは

スギと閉じであるが， J 燐から中腐にかけての増加のしかたが，スギlご比べて著しいととが隠だ

て)0

Fig. 10 ,1: Fig. 12 のスギ，ヒノキともに，平均j交 iミはド腐ほどf:.きくなっているが，だからといって，

校張Ji:も下関ほど大きくなるということはない。それは， ド層部では一般に， dl側の校が尽く枯死する傾

向がある 1J' ら Jとある o

Fig. 13 は宇治JIl j京のスド材、の， 一勺の供試オ.:.:1舶の庖どとの新薬率告示したものであるが，校祭主主主主大

して去rr~~t;料ご鍛苓な設がみられる。

さて， ζζ までに調べたいJ冠鴻>>IH士， る。らj冠の手;腐の位置は討す

l司び)経過とともに， しだい!とより下層へと移行していくことは切らかである。その点、については 1 '.1-(3) 

で触れたいc

1 -1-(2) カ枝j翠について

古くから枝打ちの強さ f立 l;f~~ 0)主I; t修の Aっとして)]伐というHlfii1-が広く使用されているが，

その定義は明白であるとはいえない。これまでに挙げられてきたカ校の窓味をまとめてみると，だいたい

iご記のようである G

1) えをも大く Jミい校紛糾)72)81)

2) 最も多くの?とをつ 1ftニ技師)

3) うっ罰震の:kt¥::19H02) 



ヴ
el

 
!支fJγら 0)技術体系 iご泌する研究(滋i; i;ρ 

ι ‘、"'" i 、 :\n グ~、-;:~1: :I-; ，lB;10~i
んし υ ノ t

れら{土 liìlii!fiこ /i!-;' ノヨのた;七日正もをな 1交付ぬるとしでい ff〉ものも->い22FIH 〉102JO

れもあいまし吐であるが， !l~ また主というのは 1 ;，j，:の民主さしているのかJ :ii-i:ヰざしてい のか

た研究 [~.o_)Jjkc 、の ftネI1 大か;..)しでも年:ナるり;klと::1'3し γと，!tlUn な'i'ìi 降?のしやすさ》 J支TJ ろの L(.ア

討す;t )}校;立川ムして j}とうのが必f'.l~ 1-さえぷっ叩ーおーらωWT- '::Jヤで (;L ，f:おほえし恥のたき単位;J71 到するにと

が多くき とでも)汁trf;~~'}廷で1.<~~!): I_~ ~ その 11千び も j)J校 とする。

fJ: ~%えするかどう3 て .J~AÏ~の i) から 4) までの外切{l"J t,; :JJ伐 C)\当〉と，活力の t;~泡んな校

ヒ/ド;どついで検品してみ J、うハい主役)JO)Jn~ も}長んな伎というのか序引111以16、くと汚 jr~ [1.(い 0) ス千九

l丸誌の絞も大な伐γ、あぷとす

ともふろが“元々行のすiリと仁之、十の去、裕と校:J><:の関係は川知立 Aえそし江いええも/にしふとも

'J:t;lt / _"t.-..(:: :;t --FJ長j においてよい忘却'jt;I1毛 ({J :ì:f::'fJJi:iほどには校jえは i引さないが〉ス不では H::WIJY]r~; 手:告ら

、l~'.L~~:l伐 iミ UJji2 も litt; 'J複は Fig. 9 ;誌も jミいr立!こっし rとぷトマ/ム---:_ --- -7;、-,:... ,_., '-.., ぃ [\n!系ぜめらえレる H)

スザ， L / (1- も忠之r&J三滋役ノ、レ)ふっく] ド)i~C't~}rí了Lて G "ることカ:オヴシ心。"12T'!UJ らかなよう{と?

(Fiふおし 1 てに〕λlま {J t'%nJZJt:-，t.i1:&ぷノピ!言i と…-j)えし ているヒノヰ\のヲ;ノトゥ:吋校という、L

11 , 12)0 

はほ i訓! d じとみてにいと、!:::'， :t")れる 1)らうっ|〆][#]もえ支張績も必ずしうっ}-仁科"のある

もI1Jl i' lマはなしタト下J{こ判断しにくいごとが必し、(日記lO， 12) 。 しいでi&ンk:J!dlミ J0n::t:-;どめるとスギヲ

あ l) 1 校江主ゑJziの {t~: 'i~.Jf~ /:r' らはだいぶ下}iW上/与ともp 々れは校グ~j?d没川認の少し代，!\;~H::l';rf. lとある i上う

Jと限れ γL3 る r とん"):-1') 7~，λ るわ

九な伎の活力投大の滋とほぼ一殺していどのように検l汚してみるん， ヒノキしコ~~f~ -ll:tよえぺ j療のみが予

[勾たな伐の/(~{:}J }¥& f~片れまう!えしないとし、うどふがiま(おりるかりそのタ'~?Ht ねにと:~， ,-:1_ f..'':.ノワ;支i'it] と，

、、 γ

タむの

fJ. , LJ，:"L~-I 

Eむそ 'tl~主しも滅、~/1 なもの止は忠われないが，そ (J){':tnJ ~土甘くかム[えくい会わたヴているので?

し、円ヂれに次のような:'，i~ ;l~i ;,1:: [x -')} ;;t:: .t，-]二ヌ1 
出

t 匂1Mf.-ey与 ~1~ .'[) 

もタくのもγ?設計F会j去り込んでいる枝葉の;手の成長;とおして、殺もまl紋!芝 (')1:弘、校議長ずる l治

I~ii)会 r'Hの /J伐 l~ Y る《

rliî紛での!反7立にし允がミJ;f， とじっ腐は校fハ成二Lr:t土:tこは *Þ_JV~ の3え R窓口大潟で認で雪換えられる。

:~.~. 0_) ~8主義ば， イ:にのようでお七~z'tßP言の肢に庁長 il争点、 !lのか伎初 .1 ずるうみか c} の JJ校潟ミいうる

Jヨム 1川?の);.t之与〆1ペタトドJ灼;ご ι? コしることに j、...-:;て TX 立〉ノí] ，j;支 lゃい_){)rl\!主を βfより，1 慨に i:'1主:\'1'令 Li4J ることλJ 

と/，;で三そ， ち、うどそ~ú)イ 13!'i均 ι ら.?-予l..;'v吉「)^令のかけ J、')11芝府 C! H'~ i).:~ ... ~.去にいう!現二 Vd'仏Zにd淀川

が土忍γ る (1 1 (3ぬからでよるるノ!� けれの主わりのミ隠れY.iI :CD始 J、

ちに隠す忍長研究 1") '<ご;(い、で，交;議 F量殺ノ;k:Jがそ }J校殺と表現し fμi){立 )~';jでななお，

かっ允ことそ;忍ìb ， 、'こに;)Jil二ずる。

林水の当三官ぎに伴う樹完まの構造と位置霊の推移1 1 (:3) 

これまで fC;\f;';Jべて台た樹液締法;丸 1 本大の!Í'fjF\t限 (，1)--時点の弘のであるが，本け之江)tl'.育設店*'に応じてA

紛;こ10)筏;ili; 7)1，どの J: うに変化 L ，人誌の{{L(fすがどのように捻移するかを初べψてみたい内そこで，あるア之の
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Fig. 14 !I' 荷役問、?にともなう樹冠橋治のtH一移 _'J乍~:55年生スヰ."

Locus of the canopy structur巴 in accordance w羡h growing 

stag巴 of 55ヴear“o!d C. japon兤a at A日h.iu.

殴ヒの校ìtdr lJl!J と:fr側の校で蘭:筏 20 mm )JJ二のものである。
Thεcírcles on the figure <lre limited to the hrancbes whose 
diameter are more than 20 mm and exist on the s�es of 
mountain and valley ln th0 stcm of t110 sample tree. 

:1~J.幹と，~t 内部 lご形成 iHしたすべての凶令解析するととによっ"て， その《の幹の 1]えたおよび校の発生， 成

長，成 lii+i' li::.， +れ'E の!.1t火当ごf0WJべ，樹元まの構造の変化と j -tg;f _J訟のúì: t討のw 移をたどることそ試みた。

{J!:試:l:i土，京都Jìi'J七条 111郡J念 Llll1j の J京都大学針作iXt: f1W林にある 551<手段のスギの人]'. .}千株 (TabJe 1) の

際唯木(胸ρ;山係 37.6 cm，総 í":; 25.8 m，校f";% 17.7 m) で，本f!!\安 i![i立品店絞!仁?において ha あたりがJ

，l ， OOO.仇供試木採取n!jで ha あたり約 GûO オ~であったが，その 11'，1 ι3 ヵ、でねじし、。

主1[[1主後 21 守二めに!日i お 5.211日立で枯JEおよびJjÌ( l~ 14; 11二した校を除去したほかは，校ir Jc, (まねなわれていな

い。 1 +(わから 1 +(G) 、までに{1~!Tlずるi'X1 は， すべてとの{l!ふt 木の角手配斤すよ染によるものである。官官や

年総などの測;tのfIヴi1，ま， Il 1 の'(，i :5誌の羽市 }i1去の羽 IC示したとおりである。

{共試十二の谷!J:.ÿf段階(樹齢)の9 制 i!ajJ および校の成長イキtIと?枯よi[Q) {iIc JJJト1を示したものが Fig. 14 であ

る c 図上の校はそのtil5'ì:(-[:;夜筏が 2cm 以!このものを:ìJ!び，かつ :JI側と符{IW (Fig. 1)のものに限った。こ

のように，関 lご救せる校iこ ;1;IJr5);を加えたr~l. rt[ t立， ，浪られだ[ヌLí:にすべてのi立を，~，~~せることはむずかしし

かっ ['%1 がぷ:みにくくなるためである。そ ζ ご，こ 2 C111 以上のものは> :j針íEEを構成

ずるヲ:な校とみなすm ことができ，幹内郊の郊としても付の平tJHJJ'，それらは問題のよ色遣のえさいものであ

り，ヨらに快の成長1;';'11: からよ市死，枯死から滋込み，切断から Ffiるみなどの災さとか ftl，さに関して，校の
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にうなば認めよ/よか勺た

!0TH, C !i主必)

ぜ :::llFと特!と 1:\1 店主 r::

校 jj i 〉心〉 Jkhlv{44z:ご L~l J 

(Fi~乙 17 21)ので，コjえは，(11イが 2 仁τn しふのもの

t:'円台た，校のfJえとと札手 ILI ülド〕校ゾだち

υ〉 iZ そ t川 111:\' 刊でく、の1>γ もく， μ)

令 :j足以ンJ 決 Jγ九 iこ Wl しではブJ人?によぶ竹i ji'l の/'t乙カめ

ぃ t<P j'この， f! i 'ﾙ{ij ，~: ;-\:.jWl ω校いで会11，初句会iJミ

した佼[こいじいてj、えのJ次長打1: ，Ü:. 治犯の早さに

}勺~， 14 _'(::ハるよう~:特 F! Jいつ

、I)

があぷとし、ってや2 予

のて、 ~::t fよし ι 〉〆{ヨどの

校O)J1Y: l ミfキ JLo 、 U\Fig , 14 t::: ま:し γ乙父 11，'育ど 1

恕{ん打線二浪記長井L!て k~:tコ

台えもほし刈芦ト号沿っんだ合以じりh記長停止め!干ノ

r
 

L
 

1
け
リ

，、f

~-，- ) 

とにしに( l/iJ11>，之校の，'I'，J!J!ーした設も(i)、
、
、

、
r
i
リ

司
，

立)}'以ち{(~¥ ，{立 i月ノl:い r/r校長んだ紋).校、n市こ 1 FD.総，

針んだ紋芯 p 主 t刊日付?と 1_，. -}、らのf(;\K t J:~ 5~:~tYJ 

IJjin\ 会勺うじてフ i:0~l-ï\'， i ，ìn\~:[ミおおつま である，がわ

の、↓ド引‘λ; ♀

♂ 戸戸F心μ一二')λιt

p片ositíOIl of thc c乱九品立lCり》υY é\lは山ld tb.e 
j立~:lγeマ川f引〕明wth in i:h, う r 計れιdiu;s of the 日t にC♂ 1'n 1 

()f 55酬ウぺ予y日 E乱\1'-吋哨old 正仁 iは/)0山F月ú火f、d 正品;i仁d 

;\日hllL

~~) (1 ((;J:;, {tiιλ<i';Uほ 15.2m ヲt"C!刻が l なわれ Í'ト

九百れだ心i)i" Y.1/, Ll.)jえよ寸ヤしたものである、入呪〉

fゐる?とがり;;~.- なかっ5. 2m Jλ ト

Jγ とおし、じ 1占 J:ttお1ぺ

;lJ l;/ 、かるが， /J\{+lðl) もスギJこ仁/::]で ~\Ji乙?えしてし 3 るこ1[.1 限おKω(、が

こと令指摘してい心。il'，抗ゴ長会!ぷハ t~~O) ;;己 1J ì{i:か

樹況の牧;穏と草寺の波大民主主義1 , 1 (4) 

JS!t ())ス仁村;('1叫able 1) で二{J主主J~ ~t-、 (1 1(:3)) iご :1主づいと件の)j!'\J、え 1.υ〉関係ふ，

1 q,I! \l (})':ヰ(!)肥大:ぷ，いいi万三\T;' Ì!'iブ ilfr[ のくバ釘?{l<i:; 十 j。 Fig. 15 は間;弓の{立 lむと，て日べてみ!

:!.<l';) の関 Üf、ポノ)三十

てきく F 校f長 IJ11&.:)<.).,:' 
k の 1 1災でア ;}'ltとよ乙と， :h~;rri: :1 四 1:

古がσ午、λ li 、必ドか，':.\)\/5'〆f 、斤4 で日'Jiζj料品おしてし、ろ D1:-" Ki'iプ)":\，?:);.-.",' 

Ltd.しヲ似 :;6\ () 18い"リじにーヤも仁Ii:♂)'~[i FI!総lJt:. ~~!2S~I) r;_~_ I' ~l il~ì'， ~ )7' 
ナ j 叶衿 0)]，&i'， !j!:l;Ji♂ ι 泣

たが ぷ，いでし、ろヲ

終木cっさ主務{こ f卒う技の成長と枯死1 1 (日〉

て (;)ζ と ~;l ~支;立なj立)J'. ケ
v 
-/"1 
v 本のえって制i:Æの l台湾はトへと移行すXl織し J... --l"--\~γ、;丸

c そこで。料 {;U)it)"'jぷ'IWfる L ともに iご三日;ドら手[，してい~ 3j\jtI&?};二，~て、

~ 

かノ咋ijプレ勺スド林 (Tablとる [}NriJj((1 主主 ii8i;つθ どのようであ;:.Fì 夕日 ;ζ(人止;;)!ζ") て，

う o Fig , 14 のぶち~(D{+'jfを交え ~'C~ ヅにの~tぬ'f:之ご MS じ1) でi、j，，え:i[!，;:，t* (1 1 (3)) で~ごみ

て伎の成[去十 Jy， らj<，タドづ“るまでのド~r:JJが会奈川したものが Fig. 16 である。

であるが，づい吋立はァ~，ßlijのほに」じ\て.()) n~;j :立三íiJ'j l..て:J :1' 色合力、ら I ， !/i[ ゴ
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F�. 16 生育段F誌にともなう校の成長十1;11 から約死に変る rl寺 1m終漁

40 5む

-'Ff!1:ó55公正jュスギーや

Time stage from stunt to 品ath of branch己S ﾌl1 accordal1ce 

with the growing stage of 55-ye託r由。ld C. japon兤a at Ashiu. 

殴 f:の伎は 11J僻l と谷il\llの校で夜筏 20 mm j)).J のものである。
?ノレ印は成長停Ji，.イy.を，パツ印は杭死年を示す。
The branches On the figure 3re limited to those whose diameters 
are more than 20 mm and exist on the sides of mountain and valley 
in the stem of the sample tree. The c叝cles and the crosses denote 
the year of ぉ tunt and death of bnmches. 

fdJが少し IfLく，また 1点災停止から名疋までの年数も少し緩いことがわかる。

この期間の伐そ斗:総欠如伎といい，幹のfrx; Dミd乙対する点、花火度は {"p であると考えられる。成長停 l トJ諮問

の設大は 8 年で，成長停止j諮問の長い校は :;S{!1Ij の校に多かったの

校の7.(さとよrï翁欠如党1I詰!のJミJ:&Jこは，特 lこ相調閣係はい忍められない(1"ig. 17)0 なおp 供試木 iご荒lL1:5.2

m 以下で一度校trt) が1iなわれ，校fTちおれたl立の大多数jf，n~l~停止期間中のものであったため， 5, 2n1 

以 fの浅の枯死JFの傾向 4:ラjりうることはできなかった。

1 -1-(6) 絞め巻込み

との節でIl\Jï'tí!lにする，校の枯死から漁iろみの完了した時点までの災さとか，校J'rちしてからえ1 き込むま

での長さとかいうのが， どのように測定3 れたかは i …1 の関頭の試験方法で記したとおりである(1"i芯

2)。また，供試み:(立問J:のス't:'i;t円、ahle 1) から持たものである (1 -1-(3)) 。

校の?壬級日1]の枯死から，巻込みまでの年数寄:示したものが Fig. 18 である n 伎の冷込み速度は伎の径級
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の大小とほとんど関係なく，ふ1;;;[後主込Jj 完了 iこ怒ずる平均年数は 13 年ゼある。

校の後~\&;rjlj OJ, ~~j死した i時点から巻込みの完了した時点までのえさはれ広・ 19ω とおりである。伎の七1 ，

までのi之さも放の1&級の大小にほとんど関係なく，平均災は 3.4 cm-C ある。

iうuど，校打らした場合について調べてみよう。 Fig. 19 のくろまるは同じ木でp 主 lこ年輪夕、;立1]伎を;zS象

されに枝打ちされた残校の冶込みよ泌を訓示したものである。なおこの]，3)合3 ある限度までていねい

5 ITlln以 f、のものをjJ~~んだっ土日伎のイ:、i!，， 7J-DHJ .171モの大小にはこんど関たものをそろえるため，

ぅtíムその平均úù!立 7mmであるむ係なく

lとは，約終関係はみられない (Fig‘ 20)。ま jこ伎の凶 I下1後三残t支 0) 切 LJ 直径と桟i交の;{r2~みj去と

淡の巻込み年数と ωtKi!ごも m関関係はみられないけ，'ig. 21) 0 

二Jj'， 枝打ちの残校ム:と残伎のどちJム /j 長との閣には料開関係が惚められ，没に波紋が災くなるほど主主

;ムみ jえも大きくなる CFig. 22) , また校打ちの残波長と残佼ωよ会込/jfj二 j以とのIi、J iこも p 同じような制文11羽

{子、が認められる (Fig. 23)0 

スギの残校DJ〆色、;込み i誌の):..ノj 、または冶込みの三速は， :]交の七jJlJ'Fig. 20 から Fig. 23 iζrÆするかまり，

の大きさよりも主主伐長によー〉て)(きく友

:Li されることが涜らかに tJ， 勺た。また議

授がとれと i可じ手?よで北 1I1 スギの店lJ"flY(:tFr. 
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校生55{r~Lスギー

Relat�nship b巴tw巴en the dia n:出ter (lf th巴 cro手口ヨ

sect�n of a branch by pruning and the year 

from pruning to occlusiol1事 --55耐year-o[d C‘ 

jajうonica 昌t Ashiu 

関1:.0)校はJm!: 1. 0 即から 5.2 m のものぜある。
Branches 011 the figllre are those on the height 

from .1.0 111 to 5.2 l1l above the ground. 
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ホ S~!ITH ， D M.91) の ijl !H による。
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Rcl礼tjollship bctween thむ stub length by 
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occlusíon,… 55-year-old (二 .1apOnlC出品t Ashiu…m 

I~I!二のほ(;):1111，1-. L (! m 1)\ ら :).2. rn のちの子ある
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竹内ら 96) は I_!i，j}i I 地方のlMf:~ヒスギにおいてp ある程lJ![でいねいな枝打ち-0計支泌が大、去ければ残校長ち

ノにきくなるという，どくおおぎっぱな ltfilj i'{J fßl係を認めてwいる。しかし，戸~j::の供試本での絞りjj ち Jn土

*n縦であり， 切i] UiC筏と残校長との問には相 l諮問係が認められなかった (Fìg. 24) だめに /!i ~Íニ O)Utf:i\

ヰこの巻込み1Q: jr) るいは議込み年数は，成校長のみに影響されていることがはっきり現われたとい又る。

Fig. 25 fま，同時に枝打ちされ主主校長がほぼ…定 (2.0".4.2 mm) の残校について， :llliJ;I'i)ijijIJ の巻込み

年数を謝べたもの恒である。c. o)IZlから， jj;j返 úilíからドjjへ離れるほど，枝打ちによる波法のノ{i~:LZ:-;みの完了

が浅くなーでいることがオ)かる。 ζれは Fiι15 で iljj らかにしたように宇の十)J)f;[{j5よりドのIJ[';大成長

は，悩刻印より漆ざかるほど減少するという fl;t:f [iiJからレ-C ，"j然のとと Lといえよっ。 Fig. 25 (とみられ 6.'!見

象は， 1 [汀Hζ強度の枝打らを行なうとし，下ぢの残波の毛主込みの怒れる傾向のあるふとを:均読っているの

2Gr ^ 1 1 (7) 斡内部の長!r)の分布
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Distributlon of knots in 且 stem. ← 55“ye旦r-old

C. jajうonica at Ashiu 

国ーとの ~íj伎はその議大直後が 15mm 0.Jこのものであ
り，%綜はよしき[p" i- J 政総 IHi:Jliíを::;y ず。
Sumple branches (kn偀s) on the figure are !im咜ed 
10 th俍e w hose diarneτers at the thickest parts are 
more than 15 mm. '}、he solid Enes and the broken 
l�es denote the 1ive knols and the dead knols 
respectively. 

Fig. 26 と Fig， 27 'i，戸生と ;H':lll

で求めたスキの供試木の斡と郊の解析

によ J ら} ~キ内部のi立i の

分 :{fí状態与を図示したものだある。

'/%"0:のスギ.1'* (Table 1) で得た告も

D:I\;þJ)村t~:~~~ま I .[… (3)IC示したとおり

である。北11，で得fこ供試水i土地位良好

な土地に ha あたり'1， 000 本植l;~ し，

その後 lliî伐と枝打ち在頻繁に絞り返し

て， 26 s[êめに ha あたり 3， 300 .4':TI1l皮

の本数浴度そ保っている持分円、able

1) から得た樹河 14. 1 m , lJ鸙 ìI石 ii'I f芸

14.3cm，校下高 9.3m の ftij1*である e

[サ LJこ執せたílJj は 111 と谷iWIのものに

I;HI) ，その絞大1m与がÞ:1 のものは

15 mm  rt.L :1tLiI のものは 2mm �. 

1.:.のものに限ったれその UIlll1は 1 1 

(めで説的したように，これらの(共3式

木の箱iIl i で~j: ii: ;{ÎI山Ü{~U の i1iJは 111 と谷側

の節の中間的性質，傾向を持ち，また

伎の)(ざこi'~Jの長百 iこ IJAする諸性J廷の

r:.ijlにこ iはま特 lにこ:強金い関 i係4糸ミ lはまみられない

(F日F江i泡玉gι悶 1口7

ける 7た1，.:め lにζ{釧iL泊jljリIj[時限込決」を力加Liえたものである O

したがって 15 mm , 2 mm という数値

は特別の;岳、求毛:持つものではない。

Fig. 26 の地上 5.2m より」部は校
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Fig , 28 いくつかの資料を)J\!とレ亡

Jù'j し、た幹内郊の加の !i;;)よjい分布の

;f)~~式 lヨ

Model l�ures of th日 distribution

of knots 匤 a stem on the basis 
of s巴veral data. 
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枝打ちの強度と幹の成長鐙I ムーワ

枝打ちの強きの指標1 2-(1) 

枝打らの活H~ーと樹木の成長との関 í%>:'>ユ iMdべるにはp 校れちの残)1![そ 1"1で様子1"ずるのが趨かを治討して

る試験は多くなされてきたおく必裂がある c ~.-l 薬品fÎこ i3!lじて?校rl ちの強度と

治'1021明 ;50)$3H;IO明、 9&)112うそれらので絞も多く HJいられているよ支Jrちの iJ~Ì1支の指燃は，十!iJJ: ;J !ζ対する枝打

もの46) tよ悦 íiiJ乏に対する枝打ちょ毛￡彩で磁力ミしたものとち i::GO) 'JfIJtγごある 46)町市計1)1 )112) (こ

みても J、い)。

どのj議いによっまた j本木ともその休;IJの iSjj;Q狐 .\1..太であるか林オくであるかによっじ

るじたとえば[bj じ樹 ir:sの林水でも，佳子j している林分街皮がJまえば， i'k ト， I~::;J はそれぞ
ヴF

'-, 

オ Ll1J1.なるものである。したが勺て，樹 ;[';jIC対アる伐れち山本をtM] ちのむ\UJ支の指僚としてp 奥なった条例二

ドの校:fT r., \JÍ:zE主と ':?!r~ ωI!記長の関係を比絞ずることはぷIlJ筏である 11)。た

勺u![をll'H交ずるこ).. tご関しでは，ぷJlf51こ ，(，jずる位打 t 当 LドをUJI 'G強!'\tの指松Hこmいてもさしっかえはな

いといえよっ。

ilJfi包条下|や杯分fJhiむなどがj~止っていても，波打ち 1dt皮と折、の成長との関係のi七絞J;i::ある :{\11伎町立総なもの

にしようとすれば，漢の除去J本をもっ-[Lt-t r t ~!Ìll交の i伝僚とすることが1&も iE臨むものと考えられる。も

どs いろその〉になり九ろん，樹j巡 {~[j符によって mJ 化的ヰqご!必ずる;との1'1が呉なり，

いろな条VI:によってある程度だのあるとこもJとえらがJるが，艇のi斗 ítí指ζt~tま tM箆の i 暖からドJt~î (.と It!J かっ

てtMt京どとにッしの綴 IÎ:l]があり (Fig ， 3, 4)季初j?試のトムノIjから淡，;T!; .~~r):.f、 jえしていく法れらに関しでは，楽

の玲去'1ミはすぐれた校Jr 1') 強度:心J旨燃であるといえようハ

しかし》主主主主任制定ずることが111縦なりて子も多く， それに 1t.'i)る測定のj七絞守'~I~Jl，な伐Jr ち強肢の指121

として雪 tMl這えに対}ずる伐Jr tう長 v)約ノ0Iß-3，6-えられる jnX~i当ら.11)はほば 1 ，，]歯;n: 地{えの計が少なく，体分後;

j交の異なるスギ江トー ti単純林で，トtfliifーにはする校)j 1;'長率と業の泳iシドとの関係を淵べたところ，出!ru;

士会;乙泌する波打ち長率が|司じであってもヲ林~IJ':'ζJ> て段i:~20?6 ぐらいまでの主主の徐去本のズえ内ぷめられ

としてJìlた。このT:hl!\!_土までの法を許容.Jるならば，十0!Jaf-f: iζ 女、d- る校ir t;)jえの割合は，
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も川 J. , .".1 ♂，、ご三~ ，ム グご v 内 μv ツ

v ~ ¥_ 砂) '-‘ ...- .) )'，1)〆 '_'çふ c.' '"'":: 丸一 0:') 

なお I と問 1: イJ';績で， 場j' i';:':j; こメ Jトずる(えHJち IUí(/) '~\~j -i::i と J立のょの|えi係在べたところ， 払ï，勾!こ jJ ずる

校fJ会ちの技術体系 Jこ演する WI)Y: (i民ü'f)

:京 !jii: のユ'i、なる杯分 Ujて設い GO;t; ぐらい、L での :Q.~ とヰ'のぷが必<<)わ:1]、ち l々の訴さ?(ìW;j じであっても.

見なった条件干のもとにある川、分ド!日、の伎れらの lji びを， f'iJ尚(/) {iU;~己」としう}オ uζ よって?ら j しだ 11:'

との )HfJffiなことが ì~ J ら /ρ であとl と l' えようりJU 娘、さ Jt:[支 t ど〉

枝打ちの強ちと斡の成長i 叩 2… (2)

ぐ ω 伐の\;<~の uJZ1:ょにぷこば型民皆(こマ〉し γc;;f， すにこ浮 ä ら 11)が j世ーしていふ心そのえliほ二以)強主の，

しーろし、ろの宝'E I立 ρ)1ヘム}ltJ 1.0: f"] ~; \j 九10 '1、のスギ 4 十ふう〉と:ニ/ 'f-2 H;jH~ ， UZJT 験())，fJ正 itt- ~立，

をの決 2 :V]i'r] ωIj;:láむ[えを iJu/ 之 jこも ωヤある t、そ ω fr:;l.-r以イ'1::"祭ずると，どれもω脱皮ノシ~J.}Jlいほどス 'F， ヒ

I ェ jtのィ及こ小 ~， t: 1, 2 併の成長必;少;F ( l!~U 主 J，x，ぷ:土 /J\ さ〈，ノヰーともその i訟の似バム

~ <: " ' 

/ 
/ν 本よ~ c ~立 iiij ;':~~i{ 11) 0) ;1ふりfl~~.ltt~の中から、伐!l ら強度の多いえh員 11M スギと 1 ノヤ力、ら i つずつ

.'itf: のえ民心) IJ~! Ul~ミモ倹対1 ;ド ωi J，:lLt:，!0'む加えた結止とな似 ;?υ ながら， 以 ちしす ':0\ さ主らにそ

して J; う。

、， , 

スヰご CDib~級i初 Jj;~ 1',\\ d� I じ ù]j(()hi 怯りもの cr以ble 1) 勺λ ヒ/+. r))μ九免よ弘!主 i-j、 11i) I!î比iがの /1\ びJ~のもしな

CI、able、 1) 、である。ぃ γれもよどJ の:ジな P i'flìi給付、て、，その r[".l ;ζ 十わよ(よイ〈の、十':Yj サイズがノ15 1J\ なる，T

う lこぶb丸 j又没j.E し fこくT品ble 3lo 

i詰(f5 (1)1日II主:うi/!j ;C 丸、 1，:; 'Cí: l; i.:かの総本;ノj; 音、対二人枝打ら ii!umと i:iJHN~、二条{干の等い隣;長 iわいら特Ui:ib

ら itn ちによる l本:なあたりの誌のしJ ふ~~~ ilt}.l:~した「そで Þ\Ii1 r))')、::Llや

1 の f::i 1~ti CD法 ik主 )jU~ 会;:!I.(!)u

十込必ht五i~tJtt! (j)スド 11;分の1I.~I f.ぷとFig. 29 はいらいろな ~!hntv) よ.)(}'"j' '0) 'ﾝ゚ llliそむけなっとかり 3 ょLfJJk.i1:!.rí の電

校i!" J:ノ i会ul;[伝， れイ ;γiiu~Jはともに校らもお (1).、ふJiJx 1;: 6') iù::j!0去、ぷすものである v とれによると，

;j {Y!1日の兄支店(ζ~~~リ災な潟{ぷ1)みぷ{めら 1 G, .ltiJ らが岐いほとぷ γが入、さいとい斗ことがわか

ア
〆、

一、J

ヒノキ 0)以売はス +O) -C大 1411伏見守iむの L~ /メ:汁iこっし B との [Lij !..:ことそ 'J 、 j も (1) である tFi，lミ 30 1，;):，

スト、 iと'1l0)除).，キ 60守ノ è~' ，k与える口氏，~i~ [ぎがなかハたためい，了ヒベ乙いちの必必ミυ)1!ì~I/)νj、さ\ , 
，ム i 、‘

つ 1 し"íj.~ ip った。し幻 3 レ，ら投 :'3 ':;l:~ir.\j O)i J_九氏こ以治おりるよっな伐jj り必 f;;こよコて，

3 司め Jこ j JW l{.C-({; .r/j見父においにはやはり;之+ J ちの桜皮がfト川、ほど，その後υ)!; \i:Jâ，え'ジ(:，lノにさい。は j'f .t~) 

"' /:, 処;~と{記号とはじめ .l !ノて泣 Lょの成氏本がこ.t{と減少したの l丸そ，れらのiベが;と、べK. :ii~ !とへ J たためととJ、

ι 払 •• ; 1 ~ ,'1 j !:災以:立。 法 iJーらの，~) ~..~_"よってそれほど;は山ていはいか\，そ〆 'C ι校:1 ちりおU}t j):\i)tn い、立くと lft

)乏、がわずかながらも羽i )れている ο 主た， '~r~: -:r~'t. 0.)自iIのスギ、iXJrr， と有(~白 )&i心! 2 i!二〉うかる 6 ;1 

低可伎のネ[':"1泊料〆寸から佼の !.f-H H\ 件、 j)'( てし、 l::J)，Uλ完封iA{: く) "ぃ\;1~~t 方法H 1 -4 }5piD :と，t; いても 9

fこ (Fig ，し 1 かなる守2;m~似ても，正之{-'j ち淡の由 fK~ 出 41bIiii誌は t主iJ らした iメの }j がしなし、 iろよりも .J\ さか

37~ Fig , 38) じ

!'J: í壬 !;\(Iば心開ドrについて，士、似てコこれま亡になされてさ了、:iÚUJr史版ヅ日j..''<'.'f.:みよコ~校 1l:f t\ の ~~~E皮

f; ,ïjLî H1 i 
i ド，ji 司、

Sî..AgA1JGH~)()) (立 l{ed p.� ne (Pin.us rcsinosa) 

YOU:'lG :;) 112、は 13 シ Loblolly pine (P匤us !l1eda) 1 ド乙

はl.ô 2j'.;，;\ら :34 iF'tiこねたるノ、 t~ G 付、ノJ と L) ',1' 4γ ， 

行ilii; ら叫ま 14 :1日t::CD ヒノ t;...H、，
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Table 3. t主 jr ち;メi 閉会 i也と
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The experim，沼tal plots are those 
in a 10噂year-old C. Japonica stand 
at tbe t�e of pru日Íng on Ogose. 
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制 8.51

L全

'69 '70 '71 
年度 Yeaγ

で，川 I 名ら46〉:主総裁俊 l 必i二めのヒノキと地裁した年のスギで， HENMAN2.l 1 は 24多 5 iねL1)) Norway spruce 

(Picea abies) , 14, 23 1， 1コ /:f:: のひouglas l� (Pseudotsuga menziesií) , 14, 24 :q'.!t:の Scots pine (Pinus 

sylvestris) , 21 年生の Corsican pÍD色 (Pinus nigra) , 14 {F~l の Sitka sprucc (Picea sitchensis) , 5,J 

よび 23 年生OJ EUl可)Ca11 !arch (Larix decidlω) 怜で， 柴山ら却)は 5 年2tCD スキバ、で芳 HARl<E1引は 55

fy!t_OJ Pond巴rosa p匤e (Pin削 ρonde叩sa) iキでをれぞれ対照区を合めて， 2 段階から fj E討をJにわたる

焼さの校J'i加点検を行なヮたが，いずれも校引お:?::-f""j なったものωJ1J-刀、また問じ校tJ ち区でも強度の大

きいじまのお(1)1， i商筏成Mの小さくなる傾向を報告してし、る。

i直径の割、わともりi!!iとよって左ーはあるとしても，校fT ちを j&l く行なうほどlili:iI'戊i乏の減少することは上記の

千長引i や，当1-1すの試験車ð!fiUとよっても疑問の余;[111のないととろであろう。

rV71f 
ノ、、れ一歩 γとのこれまでの被告を検討してみよう。えを打ちは樹ぷ泌を

時1i色させるという説があり，それについてまず検討してみたい。

ノド多悶) ~ま["-1コHJ ちを行なうと u乏生育を域J111するや1)やは一大疑問であるが，最近の欧州十本業試験所の
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ちを TX行うユ念はたしか(.C l' ミ /1 f守宅 Ltll~lm

いて Fj 廷のぎの 4 分の l まで波打ちしたもの;じ手VJ 1 尺 8 '1' 

tl!J ち ~:'1 よなわないも(/)二，潟 111~のちの 2 分の 1 弓伐打尽したも

?~) 3~!1決 lとよHì ?iなら刊に済 ilj'0) N~l干、ト iJ15:;どお

与F

竺》言るのそ五、ハ←

5 ノí} (56 cm) の LE'I二対認したが，

のはわ F/y\!.と 1 n.4 J (42c111) 0)[.;三々、 l守与を[ぶってけマあ.，た i としといふ r

()) 4 う与 ιフその々がil)jでないだ yノjJt::'~(i、で今ない、約百引け、点、初全日号の fU'_'("¥-_ !.~， ~、つ(T) ::1, 

(校j'!)ろ依 1 ';-r. if:j'j 成長三 われ石)ぞとした:とにな乙 l 、

立た~ t!i.，f j'SrOヲ :2 ~ì} (J) 1 立三絞れちしたものと，校れあしなし、ものの均点iミカ~Fí] 1.>であるということ

1 校 if らしたものは，伐n 九しなか "-i "'t: 乞(])ム持Hヨ 2 う?の I 交で校tT iê, 1..，たものの1. 3

も， �fl i ご fJすゐ~/;:~~であるのしかし，試験地，試験仁などの â}~続的の?百条 f'j::， :;点検;+; i、 X~くなどがペJ]1: 

切であるため J二 l況のω点検給ぶの然科j民はじりjlF L 、わねばならない ο

ヒ/コ 'T ，その結果l.i、らみると，flFic;99l t土 r lOメr.q司自:とわたってi支打ちにグ'E;WJt之三絞!反してし、るが，

し， IJllt!JW'Lkiiえは'3 _-'_'全作自佼から制 ;'{i; r;) 1/2 まで，

〆.{:: !、
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日 1 j"H:~f:~'ごます.， r 十乏/会 1 .2 

10 なとは紛の 2!~1 ま(~~ ()コ三役与をもえずr t:、していくことによりぐん

午;:J: III 出品~1" ~~:)'2:. 
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7 ̂" 8 年生まではかえってトJ三成長会促進する結果が現われているつ実験結果の一例を挙げるばかりか，

2/3 校打ち氏がこれに次さ()λザ 15 年生に試験したと ζ ろ樹Jト~î成長は 1/2 枝打、ち 1'\ が設も大きし仇
，y
 

戸
、!
1
!ム
J

一
〆
r
一

この試験も試験方法が明記されておらず，各婚の告者校れち i泌が較も劣っている i とÌ!.ßべている。しかし，

条件を検討するととができないο

ているようで10SHIsh それらは校打ちの目的に1M;本多22) や問中98)99) の説はそ

高成長の促進を掲げている。

!十フケ Jま校f i ちをはじめ下刈りなどの保脊のよく?子台間いだ林分渡辺1(6) は隣妓していてffr合有;が浅い，

他の 1 つは保育子?鰐のよく行なわれていない体分のLl::'fl'i犬熊を比較し，その事ij，架手入れのよく行き Miユヲ

手入れのfì き ìiJ初、ぬ林分の平均樹i戸110.2 cm) であるのに対し，いた林分が、l三均花t?tlï 10, 0 m 

適度な枝打ちは総成長会促進するとしている。 雨林は 7.3 m (平均i的茶 7.5 cm) であることを示し，

分の条件については， Jむ況 l土地続告の fHJ' 緩斜面9 使用したrr.r ~1(は共同購入によるもので同 eのものとみ

制，'iÚ!必 .Rーのよい林分は 13!'f!j二でしかし，てよく， i河裁ともがßnBiま行なわれていないとととわってある ο

?古木の条件が向ーであるとはいい市Jこの購入51会 j変がi金うということから，{l~lま 12 ，;ド生としるしであり

枝打ち!fì]W~樹日成長のよしヴJの林分は F)(IJ 1，フ!日 I%'， 12 I日 1 ，たれないj努oも多いとせねばならないU また

枝打ち間数が 3 iii] , ha あたり_;f(Ï'!x: 3, 100 *で品うるのに対し他の林うれま 2"fJI二時 lこ下)(IJ り同数 1 聞のみ，

との下メrJり!日i数の茶が> ffI-ij材、分の成っているのha あたりに数ば 1.000 オζ といろいろ11日1 ，

:尽に ;T~やf号与えていないかという検討 ι 全くなされて，おらず3 時l.iと校n ち 0ffif J:lHのよしあしのみが，雨林

分。))炎j兄弟をもたらしたとしていることには問題が残るものと思われる ο

以上Aのように，適L乏な校打 γ3(土特次長会情加させるムいうこれまでの訟の占拠i主主必要な条件をそな

えた試験!と来づくものとはいいがたいりまた ζれらのJ.?'~， O)悦明に， fJ箆校ばそのil'可体l))fJ)!;ょくにMら寄与し

だいばかりか，生産よりも ü[j:~をのブJが大きく，そのイ;具体の!t予ぎにとって7イナスの存在であるため，それ

このことに隠する各腐の物質主主:しかし，るものであるとしている掛川、

涯と?汚授のメカニス、ムはまだ解明 8れておらず，現役阪では不明である。

日当!五{叫 1 SLABADGII90 i, J[I 1jら 46) ， HENMAN21l，梁田ら品。うお

よび BARRET引の試験報告によると，しづ￡れも校f了ちに￠よる tH，mJ成長の促進は認めていないハまた，籍者

，_.j}， 先に掲げた ml元ら 93) ， YOtlNG ら 11219

スギの総裁緩 2 {ドめから 5 0ftゴめにわたる試験 1mヒノキ 2 試験主12 ，ら 11)18)の 10."f生日Îîí交のスド 4 試験地，

でも 9 波打ちした区(し 1かなる~~\皮のものマも〉の方がしなかった区よりも対応成長が大きくなっ t:. とい

う結果 lま_...~例もおなか♂ったことは先にも述べたとおりである c

以上のように，多くの文献とt.:fVr? らの試験結:条からして、針葉樹においては枝打ちによって樹高成長が

増すということは一般的なこととは巧えられない。もちろん，ある主主!えな強さの校れらでは令樹 1'，':、':;成長の

促進のみられる可能係のなおあるととは :;tiだできないとしても 9 土:正えある校打ちの強さである程度の樹

尚成長があったとしてふそれをもって校打ちがおI高成長を促滋ずるものであるというー般論に拡大する

ととは危険であり，少なくとも &1 認~tfuJにおいては9 伎 rJ ちのtHr'Hこ樹高成長の促進与を掲げることほ適当で

lまなし、。

次 lと， fとの除1ミネと幹の成長減少率との関係を， ~.ま lま伝i綿で，地伎のよ会が少なく 1 **分続度の異なるス

ギとヒノキのいくつかの一斉 ip.~山

た結果11) (，ζ法づいて iJt.Jべてみよう (Tatlle 4) 。
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校打ち後 2 1:f況の，枝打ちほの対照況にMずる幹の成長減少本与を次の 2 とおりの式で桜示した。

1- 丘駐u主(!)D2H立心二丘処旦坦立止、"..，・.，.，..，."、""""'(1)
ヌヲ照[5Zの D2lJ(lQ) 一対照阪の DZJJ (t ,,) 

一文t堅uぞ虫夏2ニ全処]主性(1) D2 H_(JÛ_"" ,. ………… "'''''(2) 
対照lベの ρ2H(l2)

こ ζ で D と Hfま胸;克直径と紛れh おとんは枝打ち処J1f\時とそれより 2 年後の点.1]定的を表わすもの

である。

幹の成長減少率そのものを問題iとすれば，枝打、ち処:ßl[f会ある期間の対照区の成長官~Jと対する，対照18:の

成長主12: ( 1 式〕で示すのが巡~L{ であり， l゙ (}J収穫主回 lめとしてみると，幹の

議総出!と対して成災の減少数のさf.lJ{'ì (2 ï:りで，衿び)成長減少本を子T~すのが週、:-Íと氾われる F、[可式による

イやのj次長減少率一は Table 4 のようである p

乙の試験結果の 2 式による幹の成長減少率iど叫ついてはすでに築者らが純刊している ll.)* ので予 ことでは

1 式による禁の除去ネと幹の成長減少率の関係そWHへてみたい印、ig， ~il)。スギについてみると含密度の

突なる試験Jt1l lliJで;多少傾向が異なっているようであるが， には 1 本の線で lif，îì労 0)関係が子f，;されるよ

うである。 Fig包 :31 から判断するとき t~~_の徐立之本が 5006 ぐらいま 2096 ぐら

いまつ';ですむが，それ以 i 命になると幹の成長減少率の幣TJni交イTば缶、激Jと大きくなるととがわかるコ

ヒノキについては点設が少なく，また右右前hの守fll!i'lも小さいので， と汁ーの成lâ，Q/j)iヂのずさ{太的

な目高(系はわからなし、〉 ただ主主の除去ヰくが 40' ノ50;?c; ぐらいの和閉までで， スギとヒノキ司会比べてみる~::} 

!日J 1.，:.棄の I;;hょく之容では.1-ノキ スギのそれより大矢い傾向が認められる。

1 , 2 (3) 車宇の成主義に対する枝葉の資紋疫の外銭的指擦

1 1 (1)および 1'+(のにおいて， ヤ?の成長 lこ対する溺ごとの校葉の "i!i:mk!主:というととを検討した

が，前節の枝、n ちの強度と幹の成長 lと関する試験結果を;参巧 iとして， J欝どとの校 4~の '(0材生itl':に対するÞ't

献度が外jj;目的指漂によってとらえられるかどうかを検討匂してみよう。 10 年生ilíJ i交の株分を対象とした，

校打ちi試験11) における校;fJ也九強度と件。〉成長，伎の法fおからの1iíj ト、り長率や，校，従患の最大総などの関

係を示したのが TabIe 4 であるロとれによると，ほとんどのスギ材、において，校t1 ち日告には，枝打ち

イ立諸における枚の茶 /1Eからのf}:J: りは立だ起きていなかった。しかし，馬来 1[1 の 19"ド生のスごド1本 (Table

。では，校の枯上り長率が 5096 ぐら c刊となってもなおわずかながらも将の成長に寄与している校が認め

られた (Fi必 32) L. , %?tの 55 :~f 生 (1) スキ。ぐれlble 1)でも校の約 l二 f) J五二2炉、 jß 60'~70% ぐらいにな(て

もなおわずかながらも幹の成災に寄与している校が認められた (Fig ， 33)。ただし Fig， 33 セわかるよう

iじドiJ:. り反感のと烈J尽くになった校の多くは， レていても，校の蕊郎の;ケの肥大成長 fi

認められず， したがってそれらの校は l行の 1或 iミ;こ[土~，{f 与していないといえるの

このととは tlC ， 下校の rll!こは成長しているからといっても，必ずしも折、の成長 iこはらも~けしていない校

があるということである G

スギにおいて，泌総のい沢におけるほど，校の誕百ßからの杭 l 屯り長率がノにさくてもその校はまだ斡

半前線11) の呂ページと 14 ページのそれぞれ下から 15 :fjめと 18 行めのおはらの誤りである。したがって次のよ
うに: [;jj]点する。

D2H(lz) of control plot -f)21I(t2) of any plot 
一…伊万G布石子nEぷtr店長芯E一一一{一一

where 12 expreぉses the time al. tW() years later after pr込ning operation. 



. 33 i支n でノのt 主的{主主\(ζjxj ずる研究(藤森〉

まだtえの双らい主での191 し、スごγ 、ではう15 _{y ~~È~ 方。7う i追手いキムがあ.{)(; の忠良 lど寄与していろこ

仁よlfC fHKI主が~W しく似し、 Ji).イ二口になってしミる部からり以上りがh{'ì":f:ヘでいなし、 t\iでもラ :庁 CDf必 J 三!とえ J)~

がぶいっ

'}i, Tahle 4 におけふヒノ γC[，丸波打 ，S 'J H';i での伎の蕊郎カ A らのい;)りはかなり五むんでおり， fJ 

あれば，伶\})μ&J占減少は ~，r， し、してだっていないL 日~%t ;6 c{ 5.5;-ぶから 62/:;がぐらい設での1土J]ち

(Tabk 4, F1広， 30)。早川 IH ら 1川、~-;l ~日3 ソのとノギ?主の校の寸jvf;J)J:し事/)、 6096JZU のものは~ tiZの)~~

郊のhヌ fにはf'í';j[ してお ~)i SO% !1II後 '(:'t土砂.~þくしていると} H交 Itf. ，p~r lL している校が入り減じっているとと
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ラ その校!P'，のタト約m
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するおr日内 ú)校 tAむ?毛市j::;ü5!f，:，校];1五L
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については資料が少な心まだはっきりしたこ士はいえないの

ヒノキ:薬の除去ヰ〈約 15免)， ftJ í語長{こ対する樹Ja内の校十i ち従来約 2596ラ 校禁慶長大剤、íilîきと，校

のl~dおからのネijJ り:反事 40へ '50%のj凶』主で n

以1:6λ らすると，外観的 lこばスギ、ばヒノキ iこ比べてかなり

懇の少ないことがわかるつ

1 3 枝打ち方法と林分構造

1 2 (のにおいて， 校十]ちの já~ さと貯の成長の関係在、1ßt~j~、f したが， 校nì~Î{rH安のiさいによって~ .i肉体

円ても， 成長(乃;店主ノ少に影

ないし林分減IJdこ途いの生ずることから，枝子r-t; );i;1むのi支いによって，林分構造にも j長いのできることが

考えられる。

業 271ま前月IIiこ役f} t:.檎載後 2if三めのスギの校内?体分と，京 fi!l.r(;f 'fで治 ill 僚にある 9 if(kの~J:l，宅建休分 (Table

1) I乙 4 、 そのI':ÎI1去の~l:脊経過号治監与し/こ紡栄三全半日ちした1針。 とこで

ti , 1 ÌiDの前畑l乙設けたスギの枝川;!H:分そ，さらに終続f式験し/ご結果奈報告しながら校打ち)Ji};の溌い

による林分構法の変化冬、検討してみたいc

試験方法の紙裂は次のようであるの 19日8 iF3 )j 1こスド(愛知系統 2 号〉の 1 回!ネ鈴え 2 i[é1j: 'ôjを， 80 

CIl1間隔て=休業試験滋関ilL1支払j構内 lと杭1主したの 3 様類の校;了ちほと対日\~区(枝打ちなし阪〉号設け， 11['( 

Tabl日 5. 試験ß:と処Jli\方法 スギ 5 {下役林分-

Expeτimental plots and treatment method 
-5-year“ old C. ja�on兤a stand-

処 J!jl，方法 Treatment method 
試験長(

Experimental plot 

イj再処J:!lj

1 ヲ 69. 11 197!. 11 

24 
No pruning No prunlng 

波打ちなし ! 校打ちなし

No pruning 

i認さ~定校}T lプ〉

公 1(の地上 80cm まで校打ちο

この内の平均給Ji1ミì 181 C1110 

All of th日 trees were prulled 
up to 日Oc立1 from th記 ground ，

Av巴rage tree b記ight '.v駘S 181 
cm 1:hon , 

Pruni ng o:f up to 
t110 same height 

24 

/¥11 of the tree店、were pruned 
80 旦s to leave 120 cη1 ()f can'、

opy. Av巴rage tree h日ight

was 187 cm tl1巴n.

づ吉本の池 1:， 160cm ;:まで枝打ちっ
この時の、i必ず樹高品~ CITl。
A11 � the tre日s were pruned 
up t� 160cm from the ground. 
Average tree height wγas .355 
cm the札

L 

ぺ0: ;1<の樹冠子えが 120 cm ;ーなる
ように枝打ち。

187 ClTI(� 
ア句

、一

Pl陶uning of leav匤g 
the same ca口opy

length 

::t木の樹illlミが 160cm (となる
ように校.fT 't， o
とのR寺(})'j?J: J樹日 328 cmο 
A11 of the trecs wcrc pruned 
80 as to 1巴ave 160 Clll of can目
。py. A verage tree height 
was 32品 cm then. 

総体のノ!(きさ lと比例
した絞れち

Pruning whos巴
int巴n3lty 18 

proportional to 
tree SlZ日

十社高の大きな木ほど古i( く，小之さ
な木ほど55 く波打ち。 T乱ble 6 
0?込町刀
空;;:-. J~~{o 

Pruning where thc rat卲 of 
thc removal i3 largc in large 
tr日記s and small in small trees , 

Se巴 thc '1、able 6, 

2.01 

品iiY'& の大きなオ， I迂ど i:<hく，小さ
な木ほどW，J <.校打ち。 Tabl日凸

参照。
Prun�g where the ratlo ()f 
th邑 removal is large in large 
trεes and small � small trces. 
S思e the T、able 6, 



;えれらの技術体系 lご [y1ずる !Uljÿ: (践 i茶〕 ru 
り
J

校 Jiう、 J1本分市のiタ j 係法えね!決し fニスド ô) ;~t~lY/よ料、つ〉
ぷうえ 1 んに 2 、レら係H吋《行なゥ fニ(J)チl}ff::E

A part れ f the C. ja�uniw experi.mcntal stand to mak(う

cl 山1r the relat�Ilsh厓 bと t¥¥lcen p1""U niI1見 methofÌs ancl 
staつd strnctuγes. 

The pìctuu, was taken just :王子 I:er thc sel'ond pruning 

whk:h was donc 4 ycars é1.社内ιthe p1anting 

持I'}交交花とえたfJ"会h交江川，可、そ会[た林 (11) むほl.;:f íìl]

じであるの
The experiment(il plot沿 where the examinatio1l 1.0 rnake 
Cﾌear the relatio�hip between d t'ラnsítyeff制、 ts a.nd prl1ning 
ones w泊s perfo口l:ìf.'d hav� almost S3rne ぉlructllre as l.hai 
()f the pJot只 i11 tÌJi お picture ，

及i& 2 if!!l L 4 それぞれの必とれない D 三の甘I.lJ)とやだ , ，向。

jt 院の l下山験止、 lてt 24 ドでー ギれぞれ i) Ji'lυ、:;土1. 2 0)列!社本ペノ冊、日夜しJ fより [1:6~ ，~会[!!;と þ，']，Ff.

ノ'iU:;{土Tabl配.)~ Phot{)~ :2のとおり'(~;)1) 1;) () 

校、与えjご 1/ t:.i務担"fk;.::.r，そのぺ ζ1ノ f ;\牛予にお]j語以叶'J，!:k氏名

みた o 験ノ何日J;を J おして~ ''?t [x: (J ち試験 r↑;ゃ刈

íiíぺ人口iUl; 二 H1J .L. 60 亡m ナろ件 (D) (H) IJ , 1肉体のベ'} /5 D2H 

(CTn2iocm) ;'っ下と去、 )'1 ぷ)ノ定しt，則、- 'ノで 11 )Jiζ行なぺだしなかにはつごう

lこににl，_ ~η3F??、勺 たものもヤ〉り治、 iト)じ !ti~ìiぶのちのであ iJ) 〆よ吸をがこ

ふ士め rq汀ιぴ Ji 、 JJ 寸て]1 )j してしf二。

行犯j'l:j ベヴ\ ぽ丸紅しつ パろツ?ノ，ふ ';1":'， rj~ 允タ成長 l ごとも

t，;~ .うみじく:の 1:ilil 1-+~()_) • ]，<ふて芯しlνn ,U[ ~7~ i!~)J のひ:終日丸 りふりょう iこ に 1~;;9:::)n í~~'<~~:l:~ff郊の終:ハりに?ffキ Jヌ

どユ?:: )~:H! ヘi 匹(ノ Jムこ 11;\1 f 主手、) f.)2JI 人江十)からω:と 1 ~ :~. ;-i 七屯 i:ij 十万ユ iとイド，支コNl'{.1)1: .~!~~ 

比較す乙人F めに， ピィだ 1 え 1 九!日 lと ω点、わふ rs. かっ;"~.ものは o、 5

表?ゾコカ ιG :i 店長めに Lが、 f、ものは t 2 ‘ )it，~ζ3 守心〉ら 5 司?めに下がハ Jトもの l士一 3 とする ωで Z~:) る L と

給対 C自の lをF'" 1 ノ'，::::'ヲ 汽処 伎に [p そわによっ七年!窓口どとの 111;](拡附

勺ムの:I{j!i)l (1)校了e会古ー した!;;:お， 日 ì J -A' 
，<~- j 子、ドtJ.:f;ヰ?のいもの

多，
'..(; 

出'(iえ?之 5 :r:司し Tablι‘(l れ店、:干し 氏、{立;生，1むJJ8 ど!(O) HJ'移をお
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Table 6. 各区の日百i体サイズ (D2H) の分市の

Standard deviation in the distribution of tree size (D211) and 

ぶlú JE: 年月
Time measured (Year, Month) 

試験区
Expeτimental plot 

D211 の諮数償
Value of D2Jl (m) 

対日夜 l忍(投打ち古.Fi し)
Control plot (No pruning) 

校打ち商品定限
Plot for th巴 pruning of 11 p to the same 
height 

f院i休の:人;きさ!と);t\ りた強度の校J'! ち i玄
Plot for the pruning whose int巴nsities
ar邑 proportional to tre阜 sizes.

必j短長をう74 しく残す校打ち IS
Plot for the pruning of le乱vîng th日日正l!11e
canopy length 

'671 11 ~68~ 11 

Table 7. 各区の(災体サイズ (D211) の平均i;買位変動指数 ースギ 5 "f 主主林分一

A verage fluctuation index in the order of tr巴e size (lY H) � each 
experimental plot. ーふyear-old C. japonica stand• 

26.2 

25.0 

'67 , 11 '68 , 11 '69 , � 1 '70, 11 '71 , !] 

対照lえ(校打ちなし〉
Control plot (No pruning) 

校J'T ち r3j一定ぽ
Plot for th居 pru口ing 01 up to 
the sarn巴 heìght

for the pnllllng whos邑
intensitiεs ar邑 proportional t� 

tNí泣j託手正常一しく残ダ絞打ち伝{
Pl皦 for the prunlng of !eaving 
the same c品nopy length 

ハノ68 ， � 1 "-" .. /69) 11 

6.58 3.33 

7.08 3.67 

6.42 4.58 

6.75 3調J7

，~"._..?70? 1 � ~，，'71 ， 11 ムj72， 11

2. 12 1, 92 i. 75 

3.33 3.17 2.67 

ム 33 2.17 4. 75 

4.7b 1.83 2, 08 

ノjえしたものが Table 7 ~: Fig. 35 であるのとれらの図上の傾向から大別して 2 つの校打、ちのグループ

l己分:ナられるととがわかる。

1{E 1 のグ、ノレーソ。は枯校fJ ち(校:1' tうなしと枯枝打ちは同じものとみなした〕と，株分をとお L'C北II上か

らの rHJ さをうとにして校薬会除去する方法である。

とのグノレープの枝打ち施業そ行なうと p 作品商 lとともなう似体分布の様慾偏差の増大のしかたが大きく

(Fig, 34) , j関{キロ〉、F均順位変動指数は小さくなり続けた (Fìg， 35)。個体の平均順位変動が少なくなる

ということは. 'Efi内競争が起こると大告をなイ肉体と小さな偶体の発はますますut火していくということにな

2.92) .r,,;) ---<) 



37 ~ 伎J'r G o)jj;!:�;j í本系に Ij(hr る ωfj'r: (1IK~ü 

占禁再j 縦三シその il1の鎚 ースギ 6 ド ~h朴、ノi}'

others � e日 ch experimental plot ....~5-yearベlld C. japonica stand-

'2p 

、
〉
f
、
kA

 
l
 

, 

2 ， 5り己

~72 ， i 1 17 ]. ~ 1"1 ~?O ， J 1 '(59 ~ 11 

丸刈、

5 
J 

.51d 
、

t 

f、1

u 

O 
ド

ーT旬3 
>
H 、

包 1ωU 

τJ 
吊
y 
話
中

υ} 

2 の校打ちグノレ…ァーは大きな仁ほど îl<<z

え， !J 、さな本はど 5lJl ぺえ nーら安 (j なう iin~

Cfahlとめと‘弘J)ijJ立をい i_;jく '~'5 (と fえして j

f(n伎}j!つ。〉クノLつは1fIちノiJ~;叫んである

会行なうと，ょ1.下手;こともなう間体分市の際移

\ii\i注 ωifi んのしカたは， ;j~ 1 (/)阜、ノレ -'''j.) {ζi七

べてはるかに小さくなり， di!?i 、 {32 どにわj(j1?!;f;f，討

'l: (Fig. 34)c， ま)f{j) /j 、，~~くなふこと lらあ

ナニ， :1~~ 2 のノプ)l-"~プの絞れれを f.Jなうとその

ó~())L\ ヌf i'JI:こは， 仏(i1-fふじら可;YJil li'If立変動指数は

J:1l!Jii L たはよíg. 35) , 

一一積一一

ヘ旬、_.)'t ßì(治体においてき円~'~ --守

/λ 1二 LノJ) ~:~ ぐこ 7]'':- つ，

町一一恥情。_.-2 のグ)[.. f' 0.)技rr iう/子続けると )~ 1 UJ ク)[...

ープの快")ちを統ijt，、:ι にi仕えて， 11，占l休校

'1'授 Year

tえ 士、ノン法のよう1 いと料、分ドすのか2[J の 4郊

外 7. r 5 q:/t十本分一

State 01" the scattering 1n thc <.lisLribu' 
tion of ])9 H in each pnm ing 己xpen­

mental plot. -5ヴear-olcl C. Ja�on�a 

st乱nd-

司船舶崎製駒 www

ふν

な fl\Wえか、りはる村ょう〉が )1ラ

!Jλ されてし 1 くものとおえられようじ

ト心ノかなしり

Fig ‘ 34 /にきな iV，ijぶほど ~~1l < }小さな例外< i乏し、おく

伎を子]コ以Jj ちノり;1;ニ， kji猛反が tとになる

fこ ~;J.i;_k1抗体渋JJミなく

なってくると，それらの i討f ちは校 jごをそ

ろえてれつ以ちと交わりないものにな v ノて

《にうな波打
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J可申内市司自目 屯4

'68~69 69ぷ70 '70";'.パ''11'''12

立fl m¥� Per卲d 

�)L'G'/4m 

絞れれブ1訟の遠いと f)2H

スギ fj :ty!:t*本分

Average 1luctuation index in the ()rd己主 of D2f[ in 
each pruning plo仁一 5ゥ'ear剛old C令 jaþonica :stand-.-

Fig , 85 

Table 8. jl~lイ本心 }çきさに均列した1支.f T'rj())処7監万 tlミ ースキ 5 年生;半分ー

Pruning operation \νh08巴 inten8ity is proporl:ional to tree s!.ze 

ーふyear-old C. .�aponica stand-
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(1:) 19691t の t2:t]ちでは校打ち必4~~のr人きさの lij'iJ ì~がの!I[I'(i'{:どおりになっていない iG分もわずかながらある
が， {è:{;j(としてはほぼどおりになっている。

Rεmark) 10 the pruning at 1969, although the order of the rat�s of pruning height are not perfect!y 
proportional to the tree heights , they could be regarded as be匤g proportional as a whole. 



39 位打、ちの法i'FJ !A:寺、;こ:J~1 )山る三(桜 jtt 〉

L\ζι込した 4 つり手土中 r ち ~J.f i千~LJ: ÞIW];)〆:ま l んど 1J く Jせっ句てくる。 したがって， j沼{ふ)\~O)j_、/ふい十;f 5J では，

ノア i
'~ (ρ c :V) り L、

以上のぶつに伎rr (0 )fi1;をいろいろにjにする ι とに，:)'，つで手~}U; !J仁 iこ f? った材、 ;;}-Ht}j{i? こ 1ハしてしもく

L 人守 I!、，~，_._"'" ω 才

」、 λ) é1'JiJs 心，::J')ー〉つハ

林分の密度効祭;と枝打ち効楽1 1 

こと (J)l 'ii\V 長媛、~}I 波打、ら効栄;_: 'ff{皮おb51(o) ;Ll~的 t:; 関係をお与えてじ技Jr tうの 'IfYJmにあたって，

れるが(iJI潟{糸くむÎ(j i乙説り!j し たぷ級 f弘まこれまでのろ見、当たらなu 、。，れ tílヰスドのェ!J 鮪材、

ぇγしそり結 ~-:k ぞ~:tJt ，j ，r してみでバ立と WJ らえ!J)jl との泌氏ミモ )RY、るぷ出えそ什芯い，いく

...，L.! 、
J 弘、 ι

山4殺す }Jl);:

! 1<'f!~ ，:，\i，íが訪問 rJti;!(iι併内心J)ゑのちしい (úJHJ に， 1968"F;) }J i こ l 凶)ふほ 2 2ト生約会 4 つの 1/li.なった

39 15日 本312 ), ') 624 ノド (ャおi\l.K)，，'ó:Dt目立にえした，らI 伎は iりOm2 j;') 

dζ v) 任 l>(());h~μj東 1; 本 rY(立 24i< (:Hl杉l!X) とし， そ (D l.j".ltこそ才しそれ校 f1" E; ix: L Jjt~ /~.~_ J~l_t rx~ /J:: ;没げた〈

{文 l がついて(対似ぷ淡 2 ~:t 肉 Iおと 4 社内J!Jiの終{後にも1/'1 Ili'! i こj， jl Lf，'J_1J1[t-をした 2 引の仁会的J似し ;l::_ f;法1 .1

S 会L手jitflúJ終了 {jt(D ，~i:é の):えjh そのょう:こ佼わちなし、，すべての 1，:;分、 (i) み I~八法長1)' 等しくな

仙の給;1とについてとり、上ニめた

21.'llY)の波打ちではそれを LGm にそ長引日tìJ ろ iX: そとおしと 1 !'U めの4ょJr-!:_:) では悦;必1;2ノ止 L 1 111 乙

!じ 〆，';;'4"ihúばば:;生命'\I!cうより J~! I..ご， 上ザ判I. tUろえたり 1nt~Ll， J う lfメJ心掛〉話。)1~Jh'\1まぺでi/[ I&!炎 2 :_l~ {~i 

υう， f民は:l 11::M!況の(ご完了し，トìHn'U式、は，ï / i:'，正f j\l] ，，;)終えた日~\f

討し IX吟 (i) il'( i ず; (D) (ll) をf，fノト，J，'，J ú しヲ" Jj)J, L 60 çm こ，JJ;7W:終日I;'Lá:ま次ωぷうに{jfs

、ドた!7 本しi)サンフル木を伐と'IJ して桔;J ~LT~ ,Ví- f~/i{ ごとに様!ぷ/\， (1) f)2H 1)))0; ちさの分社;())全体を ';:iL? ように干

い HL'i (V) C( cDflJそ ;R!iうた， 'IJ ン"j':レ;ふ ω D2H~V 0) 十+I!，'j !J!.、民 [pJ 'Ut~J{ 110、から~ yj}. t) のぷ験オのけ 1ii

JHH)jとしたパ

J(k終iDtiÌ 1をikj l)) 休むl~;;f:ぶしたものがUi j" J' .~~) MSt~TI)vt: ())ト*äc. と伐打ち.Hil:去り]、したものが Tab\e 9 'ë、あ λ

;むにノJ; した Photo. 2 (ま，中和 i 十ifJ!パの Ji主主μ矧廷と， LH! ち iメ記) 2 以Jr (yrú i'吠ω 校総Tah� 10 であ乙

とほぼ ](lJ!げものぷ'/'1三'1' :î:j:J\ÇvC ち五

殺の林分成長1 ,1(1) 

).技jι ば， J!\~Ml.jmばともと~. ](li~I*~ 

旬開叩桐..-叩1'，!R江三ト~(二、 p~ur l) r-i9

'1.'，出口:l)<1 lng p:O 勾

'f) 7ょ，)引〉宇?と念日 i は Fi宮、 :，6 J) ~: t; 

日3

---一一一ムーで72ヲf

本書又 )'f; f霊
10' 

Stand d (:.l n~=:.!ty rn~:; 

--慨。--ω

J
C
 

(
言
。
心
マr
E
〉
E

っ
一
三
己
主
的
態
立
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ト、ig ， % 'jlfiUin Fi'いれたりの 1吟トイ怖に

可\ l' る "+;l.:Jt~ と

スド 5 年!.t林王子マ

Relat�llsh� between dens咜y 
ef福cts 駘nd pruni日以 ()nC~;_ì 1rl 
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iX. 名

Plot 

字下;楠伎~'Tち
Close planting and prunﾍng 

p15ia t1d111 台民 主11 1m 
Clos日 nting and no pruning 

当事 EI3E1a純校打ち
Sub-dos巴 plallting and prunil1g 

T事件in虻tl1fi訴処理 I 
Suo-dose plant匤g and no pruning 

準組ロl 織波打 dら
Sub唱parse planting alld pruning 

?J，~て f!lt 処理
Sub-spaτse and ao pruning | 

組織 11波19 打ち
Sparse plant 乱nd prunﾎng 

ftllht 立i jji[ nd処渡
Sparse planting 旦 no pruning 

密度

(本数!lOOm2)

Deusity 

(Number 
! 1 00 1112) 

624 

6勺4

312 

.312 

156 

15.6 

39 

39 

Table 9. 枝打ち!1!1 J堅持の料、況と

Prunil1g m邑thod and st品l1d characteristics 

第 i 回枝打ち(1 969 ， 11)

ムjZ i勾 f~ ;窓 (m) λji-J{'J/'M冠jえ (m)

AhveeiErEailgt 巴 tree Av巴rage canopy 
(111) lellgth (m) 

1.82 1. 63 

1. 74 L 56 

1， 6ヲ 1. 69 

1.17 1.77 

1. 87 1. 8'7 

1. 81 J. 31 

1.73 1. 73 

l ‘ 95 1. 95 

Table 10. 1込終「品l 資 fltr 0) 林:仏 スギ 5 年!t林分、

Stand characteγistics at t11e 品nal mea日urernent ....-5-ye 乱工回old C. ja�onica 8t乱nd一一

i玄 'Atr 1 

Plot 

J!f; 日j他pl校 JJーら
Close planti.ng and 624 2. 75 3.30 1 、 出入。

prumng 

~~r~ *必然処ß)1
Close plal1ting al1d 凸24 2. ?日 3.28 1, 132 70.'7 

no prUnlllg 

準 r~{ ti在校 j'jEちI 
Sulコ-close plalltﾌng 312 1、ノ. i~'、、, 3.2-5 1, 399 43. 7 
and prunil1g 

u準b~c密!\ 機嫌処玉県
Sub~close plant�g 312 3.62 :').62 \，守43 60. 7 
and no pruning 

b準岨s組織枝打ち
Sllb-sp乱rse planting 
and prunlng 

1:56 4.27 3.51 2J 488 :18.9 

u1準〕四S組織 ill~ 処(1J!
Sub-spars位 plantíng 156 5. 4 、 13 4, 272 66 , 8 
and no pruning 

殺1 え lja五n 十丁ち
Sparse plantÌl1g 乱nd 3守 5.67 3.75 4~24() 16.6 
pn札口lng

WdtìJ. í椛処 j叫
Spars日~plantìl1g and 39 9.06 4.77 ヲ j 756 38. 1 
IlO prumng 
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校 jJ ちの方 i1: 八 F6 ド立派分山

at. th日 time ot prun�g ~，-5舶year吋)]dι jaþonica stand-

Sccond pnllling (1 争 71 ， 1 1 ) 

0, 76 L 、 60

之， 10

立\ 2 liij 枝打ち (19:ノ j ， J 1) 

1. 97 

2.10 
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2 , 91 

U.71 

First pruning (Jヲじ991 品)
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3. 7() 0..56 1. 硺() 

96 

一切w・，，-明e 熊究11聖!1. No pruning plot 

掛働榊@胃喝-;トえ 'T ち!.Z_， Pruninq plot 

:], 96 

一-.一一際処理店 Nu pr"m 円官。!こ;1

M輸--<>---'!主 n ぢ区 Pruning plot 

間噌h倫明ご--コ合コτなごない判ト

10) 10ι 

本宮;:V:.?岩波 Stdnd 府n::.，， 1 、 (í叫 /ìOC rn2) 

Fig.38 ド上 ζ 証言る ;A:{L!J~L Lt+r ち主力以
の I~ 係 スギ 5 {{-~.5:Jニ川、行

Relat�nsh厓 betw巴en density effects and 
prun�g ones in assocÍiぷ ion ¥v咜h averag日
trec ,heìght on a 5-y日a1'-oldι faþonica

stand. 
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本秒、設11設 計前回出rγ3ity (nü/l0Cη)?) 

Fig. :37 併の、子均約係 1と[滋 -d' る~&;，[J[とほ jJ む

効3及。〉関係吋 スギ;) {!とこ!の I>~ 分

Re1ationsh綠 beLween density effects and 
p1'uning ones in associatioll with av日 rage
stem diaロlctcr OH a fトy日ar-old C. faJうomC(l

δtand. 

E;q、トj杭がたさいυ){{jじ Aq:](町民の場合;ふ仏政(j:波打ら iポよ Ltl 1.\[ r仡 :fri: ;九たf主A ほど十!l.{)，LrI守的あに

ナ伝~ H'! 
~F! )土! }:_)(y く，ザu史;ではほとんど d か 7~:(t '(_lずなその与は低〉ぺ主主;まと:ノ\の ~~j:'l'斗ノJ.ftiiまノえきし、。 々と L/ て，

幹 t:;j Tii(1) iJ;Sいは '1m弘正ElZでは小さいが，以 r J ら践では火さいというこユで JTJのJふいによる単位泊ftri あた

、

/..)の

幹の平均成主義

J百!主乙Dj[ßいによっ ~C ,1m :~I1JJi r.λ と I11T ち区 ())j/jj-'C ， .';_守 U) 、 iリ長さにどしりょっな ;_{t し、があぐ〉か主〆 Fig_ 37 lC 

I …,1-(2) 
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m 脳血・."ω-- 校打ぅ区 Pruning plot 

~ 42 -

と 1火打ち交bJ;j~F�. 39 平均斡H 僚に関する

の関係ースギ 5 年生林分一一

Relationsh厓 between density effects 旦nd
prunl.ng one8 in association vllith average 
stem volume on a 5欄year-old C. jaβonica 
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Stand density 本叡器護

ぶした。これによるとJ!!t犯~Jitllふ校JJ らばとも!こ 1民自111:ほど平均 l&fr釜が/にさい。 liÛ l三本公街ßtの場会は，

く雪その〉二{ま低;対H'Uヌ:ほど大きく z 泌総l<ではぷはない。!1lt処ょ主主区は校rr ち i正よりも

街践:のi冬いによって， jjI快切J!. IZ:と波打ち区の l日jで，、[i.l" J fかJifblととのような迷し、があるかをノJ' したものが

Fig. 38 である。そのイ:民!切立 Fig. 37 の斡の平三J[úl手 !， C;fよけるものとよく似ているが> !i!( I.iU;JH\ì五とじJ fち

、l;:'iéJU~:1廷の迷い万に比べてはるかに小さし、o 1. t.こ泌度:の縫いによる S)i.tJf封 r:Ir:i ú.コ

差の U\)j も， 、V'Ylí主L径の去の 11\ 方;こi七べて j!t(史hJ"l\，十丸十 r ち[ミともにはるtJ斗こ11、さいの

すなわち訟皮効果，波打ち効持1. ともにl:~1~ 後成長においては顕著に出るが9 事jf， (;;i次長においては i ，Tä効泉と

もに目だ〉ては LU はいことがわかる。

と校すj ちとの関係についJ火lζ，

て iJミしたものが Fig. 39 である。 Fig. 37, 38 の幹

の [1主任，悩 i'，:.6!とおける傾向ヒ IHJ じように7仮処理12:，

校千 r t:;，ばともにそれぞれjn;'d~;皮ほほど平均;今村績が

大きい。またlCiJ じ;本数件ìL支の場合は， í摂処I~41試は校
口
，_尚尚.J..畑副-'--'

10 20 30 40 
tJlH{crn1.m) 

n
v
a
u
'
o
t
Q

フ
ι
η

ぱ

時
間
療
E
E
S
E
-

一

閣犠筏ヂT ろ巴
CI"，沿 planting 0.nd pr\Jnín百 plot

1969 ,11 1972 , 'rI 

ι-
1 3 5 'i 9 ~~ 

0' H (cm?ml その2二は低?~g;Bt子rち桜よりも、lにと1衿 j，JÊiiが:λ、きく，

区ほど jえさく， ';'[';1[[ばではほとんどJしがなし、。この

ような傾向は，件;þj む~Hこおける;らが斡の n!{径と樹高f聖 E
10 prunm日 plor

におけるよりもいっそう鋭者である。 以 iニロJ平 JS]H主

校打、ち効糸ωi鉛fノ佐，品'i :;il>幹材 4みについてs

;:j\十;r史ーにおいては波打ち効 4J: 'j:み

られなじ、カら f1.五 i何度になるほど枝子J ちあう5jU;よ )vきく

(ぷを守if: f'llすると，
19; 2 11 

〆L

0
3
5
4
J

ハ
U

i

鼠
笈
少
と
ち
り
乱
立

なるということが特徴としてì}tげられる ο

~巨費j獲林分の維持についで

伐れら時において，大きな!仏ljv~ほど強度;ζ抄;ねら

て1もることを繰り返すか，樹íilJ之が どになるように

波打ちを繰り返レてい u-ば，その林分のt#iii民ネ;の大

ささのバラツキJJLfは IJ、さくなり， h\'fh丸木の大きさの

J~J ‘な十本分のできることは iω3 で J~'llれナこにおりで

のような波打ち与をくり J 主してし ì ;r トば，

μj し 1林分;野良;を維持し，成長 lこともなう林分!何度の

1 4 (3) 

める。

n' い '~(m;. tn) 

Fig. 40 t之打ち[認と 11在処JHl[可の{防H本サイエぐの

分布一スギ 5 年生体分一

Distribution of t.ree size in thεprllumg 

plot aロd th巴 no pruning p]ot on a 5値year幽

old C. ja�on兤a stand. 

斜線111分はi1(11定後 7 か月以内 iこ約死しすこ似体安シれ

すび
The part of the oblique lines on tbe figure 
denotes the trees wbich died within 7 months 
after the final measurement (1972, 11). 

L一目ムー凶mムーω-'--'
、~; 9 

r 、合、

L;'.-1 :Uず'>ì
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Fig. 41 併のjよ ζ{史i 守る浴i支と校れ i3Jえ})糸

心J関係 n スギ;)引本fクー

Relatiom,hip betwe巴n de llsi t y effects and 
prunﾎ.ng ones in associ.atíり11 wlth stem 
form O!1 a 5-yearべ)](] c‘ .Jaρo時ica stand , 
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減少祭:交が少なしいわゆる -，'m史的な If<多対11霊:忠良

を iWSえ土:iR怒 (J) {，半分CD{y (J することも;切られてい

7.8九 J
叫勺

その μ、:I%J <)る校1，r t;, ';，'1]栄公みるために，

(Table 9) ω市 1 ElI l交おもちち fイ J. 寸処1'J! !ぜ

5 JL A' JÞl!Hlをf壬た l'なU、\犯しf!!!il]' (1969"i 11 )j) じ

(1972 年 11 jj)でC))IIliH* i)) f)2f1 (J))変数分前を，:I，I，j

一β ける nlrïiX: Oべてみた (Fig‘ 40) 〆 1969 'Y 11 
�) 

L く似た;む日H 止 flj 主主ヨしてi母体のよ)~H (i):ir(:i f:t 歩

11 )j にはほJr ち泌の [)2fI <l) 分布1972 L 、 Fこ/J!.~

の抑制 l士~ 1nt在住政!ぎのそ ~liこ JGべて ii)J らかにまく

なヮた v ，互に Fig. 400')fl\('iIJ，)J!\[ぇω， 1972 今年 11 !j 

その後 1973 T 6 J] ;こ t; 'f る分今j'i?，\の;司似 i'il~5J\.ふ

までに h\ì7;( L f:.. :;i~ j}である。 、む，技]J ~)じ{fとは. ま士七日G しそつなバルフI)íiii] {.j、はみりれなかハたことか

ら，;f;:試験においごも!\_:，tí~+irt;t:半分i4tJ i[というは打らえb _M~;/J ~\n忍められたといえよう。

経f草寺形1 4 (4) 

L ブ
)、，

一 ι，_， -， vT! ， I l:iI:!，'唱 i ふ
こにじい C iî'{1 叫ん2- () 位十ま木材!i:jl!ふ司会 Lll はなと J' ;;:、林業で l ょうl:，ωMl支心的さ?低むとい

h1 も ff持Iドでー足立 II'J;;こ1\1:ノわれているもの Ll. H!!'λ 5・い υ 応援のi"fj- +~HJ は多くのものが使われているが，

なわら申?の!日。;比二!.J~ばれるものて二;〉る日ここ~ "c は乙:らに特の jぷ ζ。よりよく〆丸山するために， H3!V ペゴシじ

1:jY!! t゚ (}) jti' jðJt としたし言、

プ"(jJ1'ーら 18)は幹の l;E/J~;去を次の J; うにノh している。 .ql (lCi'， ij さあ了二りじり衿料 lú(V) のド)jtH ミモ ， d丈一 V V!lf 

件)L;，(/~)も?:ノj 、). J;、r;~) 2: d( 土'_"ね l'山長lá: 〆j::t ふとになる。:ニ〔と)5;\:から (d!H戸高 γ /.U}! ;..~~:";忠く

J二 γ ること刀三 t: と)心

ニずると H3;V の/にきくなふこ lとVlf戸を H3/V二J4hむ !5~C)) ,/:j ;;'" c. ~ノ IlJil 心/にきさは以上じ附するが，

jf";V そ治皮の+ü t:n としTFJli' るlt::t :;'iSi:,!i,j 1立の 1: なくなることなぷ味L，・f.ltFi>{ L. \)タ:なるのでここでは

こ，1: L l. ;1,: 

であふ υ こ才しによる土 1 j'Li泌 ISl)まぶ支Fig. 41 の :1: .:L; !妥:ωJ長いとおじi.\))>じ初交の、iι均的との関係lふ

lえれら l玄の JJ プjl j.i!( !V1 J1F[)( l: 十]ちはも j浜処1'1\1/ もそHぞれ皮がいほどi叫ししまた ri~1-} じ出皮しつ 10}{ì~，:t)

Y の JL放におtJる HÜJ交のt.主JJ ちとは ， i，:!1;IYl にみるプじ 'ii1i;j l!)~はく， その;:~.(.~立低 ~&{I支ほどノ\: 0::し、む μ jJ~ t/ ~ 

と'fé~i ，!J;J皮は校jTiぅ):りも支<lJ }J i こにきく，tt~怨されていることがわかる、

授の切 q の巻込みの1f.ð1 +(5) 

1 (6) で伎のりIJLì の往;込ろのよしあしは，おもに浅校長と将ω!どノJ.:;.l!又汲 ωj、;小;とよコて U~. '};久ーとは l

Fig. 3'1 (. UJ り刃^(.e: ，:2~ ，~ とふHJ お効担任以法lζ 乏)する f とは，れたところである ι

むある〉そこ C'~出 i交とはJlらおよびLz C!) ω1...1のお).~えみ'JdL¥¥ (ま、?のようにな、ているかそフ /~i;人7ここお

!r � .fず
\:'....、ノ"_，，'.与えの ;i日目IIC次のよう iとく?;c 

それぞ;{ [,'5: (}JY Lj 1:(.1な)(_ ~~さしD 'i i;:;jもに~:l'，' 5 ; .. f，.:ずつ土木/;

1 I1 ぷf J)ll:.\j ぞと Fぺたぞれt らの際本木[ζ ， 1971 11 )J V: 処J1E した伎の切 I ì の込，J}J~jj 疫を，

'&f1支ω)~己っ4: -~)しう枝子 r ':) [;( (Tablと 9) j; ， らき

として j怠 /iJJK J 
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Table 11. :'iÍ'?I交の主:Iiいと校打、ち ('71，11)後 l 主14 めの校のt;fJ lJの巻込み状態

--5 年生スギ株分一

Relationship between stand density and the progress of th阜 occlusìon � branch 
stub one year after the pruning ('71 , 11) on 5泊year-old (二 jaþanica stand 

試験 16:
ExperirnentaJ p101 

試験木容弓
Tr記長う number 

'&i 継投打ち|送

電i

つ
ム
η
J

Close pl旦nting and 
prUl1mg 

区

Sub-close p1anting 
and pruning 

f料Iit;在校:rTち[ズ

Sub柏sparse pJanting 
and pruning 

m純枝打ち i返

Sparse planting and 
prumng 

lOC 

コ
や
)七 hi!
h 凶 ω

。

u 
』

。υ

(L 

情7

4:: 

üL一一一.....l.-J...……」10' --, ---icT- 103 

李総U1l浸 Stand dens咜y (nojl口口 "J)

F竑.42 街!支の違いと枝打ち後 1 年めの校

の切uの巻込み本ースギ 5 {f~主体分

R巴lat.ìonship betw巴巴口 stancl density ancl 
the occlusioIl rat卲 of branch stllbs one 
year after the pruning on a 5-year-old 
C. japonica stand. 

完Co全m毛n主込み ....~-i=m巻込み

合すota1討ulete Patial 
occ1 u日íOl1 occlusiOl1 

。

υ 勺 。 2 、tコ

2 2 5 
,í 。 2 6 
2 2 ‘5 
11 、f、J 9 25 
44 zo ,:36 100 

。 4 A D 

3 ? 3 8 
4 寸 6 
2 3 公 9 
コ kウJ 3 9 
12 10 ¥5 37 
32 2/ 4] 100 

2 A 5 11 
3 8 12 

2 ヲ つ

2 3 7 12 
3 3 10 

] 1 15 30 56 
20 27 53 100 

4 5 3 12 
A 3 2 ヲ
γ U 、 。 4 14 
6 ム/マ 14 

υ 、 rノ- 11 
23 25 12 60 
38 42 20 100 

1972 年 11月に次のような~号ÎiT)1観的に半U7Ëーした。

すなわち，切 [J f;j ßj5の完全lこ蕗 H\ レ亡いるもの(在、

i生みなし)， 't;Jり[]村 i';[i のうi司全にみえなくなったもの

(完全:冶jるみ).および前 2'誌のゆ.l rUJ

の 3 段階lこ分けて切u のお:ìZ、み状態を ill;';jべた。枝打

ちは同じ努ÍË~まさみを伎って ItJ じ出品 FT:'行なったυ

1ヰn交の溶いと伎の切uのzれるみ務係は Table 11 

および Fig、 420) とおりである。~~.Ì込みの fiI さと 1キJ

i立との1m ，と u日史的な関係のみられないのは，術皮が

低いほど斡の肥大成長ばプにきいが， 1司日'Ìf(と伎も太く，

それに比例して校:fTちによる競技が長くなりやすい

こと師、逆に街Etがおくなるほど1ft干の肥大成長は!J 、

ざいが，校は納くは九絞れちによる残校が短くなり

やすいという，約B乙する 2 つだ)tz;)子がかみ合うため
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ま校;1 ì:; の技術体系;口唱すZ 研究

2 fii] めび)干J.:lr i') iI守まで l:Fi京. 42 0) '¥'f {[111;1 X 0) 役:入。らがいら (-'fん;ぼれてし、之の lふであろう L 思われ乙川

とのクロ171がかな})えきく，伎のふ三りもよか司たため残校長も大会くな η たが，枝打ろしたご議;安する

i舵 };;Jjx:fミ (j)i0i疫が孫 r-'_'， たために伎の l刀 CDノ?と;さみ !i\~it，去が烈くな、だのでろから憐淡水との競争が続完 U~

はないかと汽えら 1T(J(

，~ 1]) 主つに》問度止校のじJJU のぞき込pみ ;Hu'}'舗の関係 iJ、~ /，'令;、人み i~H変 0::?)とする伎のったさ(ナはわ 1:) +支 jっち iC

よ ZJ 7~~校がfミくなお似[i日がある同J) ，1 いうマイナス肉子正，肥大成Ylーのよさというヅ弓スジ")t利子のおl{'ì lÌ

どういろ:キ'，')!):が hi';コl!J [1 (i) 1，三五みに [Wl しで干n、!jであるか l土 椛 ;';1 t. 呪ーないよ弓カヨ苛ìJð'iZが]であるために，

;、 t') 干しし、である。それだけに今夜，約肢と校の \!J f.1のぞpbみ状奴iごつし、ての多く

そがJど、先[であろろっ検討をふずる

応用ふ〓必 .~>-'r~ -1.ｭ
十〉ミJjつ立

TI 計;土 f: (7)う九のいく勺かの校わ士二交:Jjナ m ゥJ-rL• ~ , 1 において役lr j:;

、で検8;1 tパマム允いの1 ';づf'l !:ス来の止、rHIどついてq

，ヲの H r'I']IC よって枝打:汁支1*i休業~i'i Jt守口) il 、，あおいは司、保付の 1::1;僚によって校rJ ちのト;的は奥なり，

そこで?まず校!マr -~、の;剖ヨi'i;J令狩 Pí\， ij理似しながら本文も大なり IJ\な杓長宍;óut ずるであろう

における 1支lTち効 'ì~ (j) );[;; m 1MぷB~~ fV:ii1fれとし でおさたし、〉

なが，本文?いう校lT 士二技術とはき校11 ちの特派技術そ 1ド(1 ものであろ、すなわふ校Jr ちの1.TJffI:J主やむ

1 
、ノ)，土伎 }T-t:") を'いつ，どの rι う iと行なうかというようなこと J合計、 iíÞ1， 管J1J!していく f幻であり，

_jj や，ぷ:打ち ïlJÎ rJlíL , i:がりの，1 しあ[.，などに FJI すろ tttTt，の作業校iポ?とは;えかj したものである c

校打ちの効F隠と êl的11-1) 

ととでは校打ちの効刻、::~広報の休業80)における枝打尽のJìH本学1な践的安*~:;m怜討しだいc

11 ヂ2) -n広明、「あの日〉良J':i' +;l~tp( ここでいう

l】)付与下関へのい0';)'(;君主の ?Wè 分'/;fti[司í :スヰヲおに rf トノ 4 の f，Q I~号科会 Wll''Þなすた熊 lと説ilf;i しJていくために

J: t '1~本分の正月努力ふらド Fl号へかけての滋j交1::; -)y~ CD líl:~分が必至きであ t)) ;選i均一な烈伐とともに枝打ちはそのため

の代表的な伊!じあノリ c心)ú交むな下ß王であ'-:)

c) !l1i!1*iJX: Jf;.:!ヰ:分約:五;fの漏出Y:I3-C切らかにし止とおりであおり

見、.~J tこらないが， 少なくともねî!'kfT r:, iまい'~Fぶ乙iくかろ
~， 

イ~)d) 火災の ßhJL: :校JT ちと

稿;Ji茂火へのJj‘たをノトおくする効 15のある 7， J:: 1ま~与えられるハ

の付近lと派 mJ い :;~}J ~f:~ じけ日首b

+;!i校のやする前!と {~;~JJの交えた

む) 1PJdr，l(の fJiLL，的玲;スギ/アカネト?カミヰ.~ l) f土!芝の認可i または

まだすA入れがお

在中心!と付問者~11:':1~ L-Cfi~ぴ終れをおこしていくといわれt'HHD批 ~.77) .nl¥ 

伎をでいねいに山たしておくと」は，その対策として効照的、ぜあるとされているお昨日つ

くれて勺忍!!í'，ìlß!1さくな 1) ，深夜の ，'i，'ú い体においては， スヰ会の;よ~lJ.校{i1îJPf， 校*}， 1潟 1志向， 黒が:紫tï'ïJi'ij ， Ji'iNfi l、

<U持 I仰向》およびヒノキ仁川:抗日比;)[の下手などが日 t:~'つといわれてお i戸、体制〉拘)31)， i(1Ìj)交な除伐とと私

ヒノ干の1/i町利 )i可の予約のだめまた，ピ適切な校 VT 1;) はこれらの1i%'f努を i援げるのに必援と考えられる 5)28) 0 

の仕方がまずいと，

治[:“本11 の変色合、1与}刷、9がな友?の?イナス効果のたさいととはいうまでもない。

にも， トI;t支本'fl: 広ぬよう lと校J'r-() 字了することカ"己主主と;ë-;.11 ているお叫日〉。
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f) )d'共料?の [\nJl: : I1二伎打ちを行なうと完il{iÜ度はおくなり(l 4-(4)) , ，;己 JjfJP芝が高くなるほど絞ぺr ~M:;: 

を受けやすくなるお7 )fí9il fJ3) ので， ~I二波打ちは一般的には樹木ややi; 分の減4 ぎに丈、j ずる抵抗力を Y]:~めるととに

なるつしかし3 乙こでいう絃f主;;守防止のための枝打ちとは，主主常に対しJで ~J~}い +Mlfl の編者?をネilJíE してやる

校tJ ちのとと"である l(3) 。 在ti 波f[， l'会校yl ちに fキめると， 協十JU人いはfH杭Jの t~V!'[7J、らのなIÚ りを F1，める主力

民がある 24)2.5 )84) とされているロ一一 }j 下i えは荘41じを丈夫lと L. ， とし、わ才してしf、るので

ド}去の除去 1こ i土ì:t;f~:が l'婆のようであるの

g)風ゾJのfYiLl:. :波打ちとJjiUj;~ との!鶏{系(土， }ーに記したtHl おとÆf'寸jl.;gとの関係と jlò);ó;によく似てお

り 91)，冠雪;~r-の[ザJ.ll:対策がほとんどそのままJffiì'ih:の r;)j JI:lさも当てはまるようである。祭主f'のおもなった波打

ちと;仔疫の式殺13) 仁þiこ経験したところでは、強度の j主fJ一九を 1 (t;ょったところでも渋皮のほいJ体分では滋倒

害 (1972 '1:, 9 月 16 1!の 20 ~子台風)を交けなかったが正fi支τ〉ぬい区では校J] ち係予終処灘区ともにいく

らかの i沼体が鼠例式ょを受けた

そして~ 1与を受けたがl休はíM況の偏奇したものに集rやしJていたりまた，後者らが岐阜11j'~今立iのスギとと

ノキの混交沢伐r*を継続調査rjJ 1と起きた) J:.t~i3の台風による J!ii1Aヲj 仁1:ぷ|べた結果17)では， !!íl~倒木は ;:j.l下，程

?に lこ P22められ.， ぞれらは例外なくもHíGEの偏i~J の目だっ11語体であった。これらの事 ~J~から，

iELてやる;支Jγち(およ lにζよつて，風l\'じ沼r

11) 校そωものの平IJJfjのための校打ち;薪炭村その ill， として校を利用するために，校rrちそれなうこと

がある。

j) +十:内作業の能不 iおL!'.: 1M託おけての 1~1鎖が恰まりだしてからしばらくの伐の林内[::tR，とおしがltH 心

，!)'"jj'その他の動作も妨げられることが多く，その?イナスを除去するため，人のずれのj蔚く苅さぐらいまで

十支~:T ちがfj'なわれることが多いの

以 i二で校}了ちの効}討と日 (r~を概観したが， 枝打ち効果としての林業筏営上?イナスとされるものも多

く， 幹のう'Gi~Htlとともなう知J29 る抵抗力の減少抑)掛川)103)} 十支の f切阪れとともなう幹のや変

136)1 5)[1.1.)部り および似体の成長す;主少(1 2-(2) , ただし，行主総檎判Jf!jlj，その仰のためにこれをフソ。ス効果

として求めることも多い〕などである。これらブ内ラスおよびマイナス効泉の潟係〉あるいは，あるお|行で

1]なう t支打ちが他の民約を問時(tJi とよま hえするか相!止すろかは， '-c検討されればならな

し可 ο

;j三 Jどでは，あえてそのなかで木材生援を策ーとし，特lζ良質t;\もの生足立に目的安'しぼって伎tl ち効果C;) 応

したい。したがっで他の伎打ち効果，目的との関係を含めての総合的解析は今後のMR認となろう a

11 2) 木材の材質

万;文における F付:f!fの杯備は次の純日IIにししf ，、で行なわれるものである。まず，木村の!駅伝を壊さないで

そのまま，または加[，して構i立はとか遺作付などのような!日 j主に供するものである。針葉悦村と

十[j5ft点が多くみられるが.本文-c (ま針~，fHのみを対象とする。

木村の村豊îJlfi1まは，強度とか耐久ttなどの物現化学ttによる機終的なものと，人々の晴好"止にうったえ

る白紙JtSなものがあり‘かっそれらの諸項目は多岐にわたるため木村の材質の持制iはむずかしいとされて

いる 4ü) (iS) c その間にあっ、て本又では，保育のあり方いかんによってかなり される可能性のあ

る木材(/)諸 ~tïû';ふ間息長とするものである ο

林水のRつ滋境や， イネ Fぎのfjナよい)jによって j;饗を ~i~けることの多し 可ては加納32い加〉
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上えれれのJ!d叫

39引い1.2H311}j-'t jJU約ら S7)38 ，4LHl ， Mi¥ YER-\\rFG2UN出ノ 1 POLGE71) らのすぐれた líTfマtli)-i\'があ λ。アれらの υ投

守グ)ような本村カ;すぐ~; i. r: ヲ力、ら，時 ;H"l:;jυ〉ように十二刊の.Jt~tτr<石つぶさなし 1 マイトu刊する本村と

ô，()) へであるつさ~ Lているかそ :i}ff ，f{告す必も J)

りが k く 11 切れがで込ばくい柏-'41) ト ，tf~+M"c (";1 'ir~iç{ìi[in1){巡 1交な;F'(rn1::n~: ;)iJ tx. J r~ (}) -,;et ~:1 .QN 材 iと段目して Jド ü ‘

!い li~ ~--.， '"r {_I九
、ノ J 山ノJ • ~:)に争 1 ltT が/くごうし'1 82)83) 85)36)62) 、(…'JU'J: iC 1 111111 かり 6mm く、らいを4)) とお L 円ご主tHヰ\!ß ，'， ':î く，

桃川4力、;会!立な前;[!H ':: ，L くそろ-，!:: H は磁波 (I()iC i ぐれている 11>品〉ハ h， ljiI:十J に比べて 1 支|ご付 (%;:6'[皇~((j tこすぐ

拐の分布紡 1)1日パ湖沼トjlこ，石 c= 1nf: t{:)"/!'r，)分が校 I、"、
イ、〉Fi符， 28:ζ )j; L t: 11" rrL."\ も/1) !,; G 、 4nH.fJ4 5>(' 

ft:とあたあの

ほど本 ftO)強jit;土低下 r Y140144vf> 主士 üí)tこ k ペて衿の級…般に{需の lY:JL \'>, q~ril筏辻村 )8H)がたおくな

恥アf いよヲ 44、っ午，1i(C外;í'f;'j た1\)十認定 1(，] iむ\;r;UI るため!ご， ;111::1，日，(コ}九 i以内;こ日切れがじやす L 、しとが欠点、し

4T 十八?山手入、 j ヤ
↑飾品 (f)仇刀、， ',- ~ なるために徐仁川 iご tに点が六条い1J竹村)内i主3γ? と校との滋不.ì!~i続

υ でたる。によ:っ "cm宮部J4757Jj ける 75ト!の l;jH 去、 ， .....C.~i干の寸it:あ， :jJl � tL 0:;おいの)j1' >}::31l

!日}ri\l' 門が本:史、でいう良悦(:'f;)付とは!!T(NHt，しず品が "T 歩 校n ーら毛iJ来との関係iどお tパて p

?ド新t1íiM 7)~滋皮な WllliJ lでよえそろっ vている J:付ぞHT"，t i:>のとし， ![与に rH'るものと1 るハ

枝打ちの管E箆JI j, 

" , 

でまず， !!:yH'W:r 

さらに小?イ6:H-!.LFJ'f ~~:- 11::吋 ':j:-ir: f=~! 村役ドアシ， iijv川二協;いでj:lêiと{セ!T!する

もなるであろうハそ

売会 Ij、[茶10j ft応とノ〈筏 f~(tíキ?にJ;Jjlj L., 

牧草色 丸太!~LFn(< 分けてそれぞ:{'l，(7)伐trt) {ß1~ rH (}_) Jf め万;<付したいr

ょ1:(1':、主れぷ引のイ'1:.111 FJ !i'J 0) j !i\ いにか与じで， t~JT t:. 

ま t' TI-l(2)-2)ν) )["1 引jと林の蕊マ"llj! I( ;J!之、カ'.~， ム込:Rfぇ:心H?IF内角材わ止)j1í~;h}(HiJ ， 徳 I:'ii I*�) 11川、寸か

したがぺで*.':'とでら l!日伐材ムしで I1又ド:~~'^~;ることは， 1小う {1沼j!lltiノン;にけやすいj去でむすかしいといえよ、 7c

，~ 

i 、ーて、J寄涜iJf H、分:とよおものと十めの枝子 r j::， i!，{)Ti((むl ま， J'H!JjUt íjíl の心ドf.jF 町村と

:?rDZl\折によるよどf\~jlnjj危う住(乙のど伝子ねと L て HnüîJ (乃 ;i>1IfiE Jfjt~ など;(:.!以後す乙ノtょ筏村山)i[:J立 i立，

F史料;からお筏 f))~(/) -'E: ~:_) c 、た沢伐料, ，JI}を伐総業Jご ιL おものに大 illj しだれ;11‘ ~I?イミ体にはザー)_"♂， .，、
一三/))， !こで勺}

ここではλt\'{~'，Ho) 究ト[i;j'(J な!犯であるれ1，1::1'1λ，も勺で Ji 十?伐体ぞ {\:'Jぐよることとしたっまで m品があるカら

予寺五更新銀 fえ耳月肉薄主

一斉~和善悪イ文期焼事罪

1 ミ子安 ;1;なしで:íT;':すと下 ;.îl2C)) (~おいである

)l.~ 汚 11 Ffl 枚ざ摩

lUに干\ '}: A主
授校生皮

1ド';5; í主成君主六佼杓21:.ﾆl 

なお!~.\Ti::~O) 間伐j1i1 と μ イミ凱:丸 杖1 ~k、j ぬなもので並立勾与な lまりりはないの

以[了(以上'うな fJ i'l"J 11~吉川主主~ ，~こ民， I..~て，それ伎1'r 1:，符;刊のJ民治二.J J ふ!宍はしていさたi_，¥ � 

， j、筏材生援の緩打ち管幾

心1:fIEF! トl' !löí1'?iの絞れれ符 1'1' (れ 1;1日nY~iíl!日じり イり

汗更新打、分にはし γζ?11日右 -;H{imO)il:，\Nt'1LP5 t:イヰネど生ぷ 1 ること/し 11 際とする J

TI 1 (l) 

、
、
，d
F

l
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伺
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な

ドig. 43 i土;本1] .~. iji'1 付均のに=ð ;~~ (/)関係主J ぷすも ν〉であるい の j之さ x crn (J) JE Jfp'i.'i'，!る l:. ~~ó~，こ(ふ

九)-:; (-D;j~ [1筏が段低 v''2.x cm おるととか必\Ui'~:ιちる。(1:オ;でふ 1むくJlj!: 、られてい市内十1:村の一

の長さ i士宮 cm ， 10.5 cm, 12 CI11が汽 ;mでおり，それぞれの判長うるため(/)添付の設ノトに[!浅は γ日 ble

127J とおりである υ
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Fig , 43 素材と íEfil院やj のサイズ

の関係

Rεlationsh i.p between the size 
of a log and the squared timber 
which is produced from the log. 

工

、し

Table 12. ir 角材と素材のサイズの関係

Relationship between the size of squared 
timber 品n<1 log 

素材の最小*Ll r内:径
1'he least diameter at 
th0 top end of th0 

Fi宮内 44 .íE角材の手IJJfJi長粉、から判断した校打ち

すべき幹の iiliHヂ

。i乱meter with匤 wh�h pruning should be 
operat日d in relation to theτequired timber 
SIZ日.

次iζ…:ìfl x crn の lE f可が izOO1n"\fわであるために

l土，そのフドのどのような生 を行な

えばよいかを~!!;えてみようの Fig. 44 でわかるよ
:íE )'fJ 材一辺の長さ

1'he length of one 
sJde i.n squar巴d
timber (cm) corresponding 1昭 (cm)

うに， -;;?1 x cm O)iEflJ が表lfif僚支ííであるために

はその太の II'l怪が xcm の!t予言段階にある附 lこは，

すでにその木の表面が旅節になハている ζ とが必札。

10.5 

12骨。

13.0 

15.0 

17‘。

Table 13‘ 校lE f当の大きさと枝打ちすべき幹
の大きさの関係

Relationship b白tween the size of squar邑d
tlmber and t11e st日mdìam色ter within which 
pruning should be don日

五戸J村 ~J立の長さ
1'hεlength of onc 
日ide in squared 
timber (cm) 

生 C

10.5 

12，。

護である。

さらに枝子1 ちから巻込みまでの長ち(1)と，íJìll

付する il寺の余裕の長さ (lっそ考慮して (Fig. 44) 

j交打ちを行なうべき幹のfú1，:干 (y) を>]<めると J欠の

ょうである。

y=x---2(l+l') 

;浅 jるみ:隠は校の大さちゃ1支の打ち方の良否，そ

のぬのf菜作によっていくらか異なるであろうが，

らの節解析資料14)15 )105)から 'HJ断ずると，スギ

の小径木での WfJ湿の枝打ち後の滋込み長は 1cm

あればト分であるのいま滋込み長を lcm，余裕の

奈さを O.5cm として日的サイヌのぶjfJ を i~~ るた

めに?少なくともそれまでに校れちを完了しなけ

ればならな l\!;~の紅訟を計算すると1'able 13 のとおりである。

1主干オよumを回自~と寸る校tJ ろにおいては，松村の1\'I: さを常 lこ念頭において，校}j ちすることが必要であ

る。?ととえば 1 五 3m の材が日枠、であれば，最終校:nちi誌は 3m の整数 i13 プラス根組がりなどの余裕を

もって決めるへときである。

以上の謀本安踏まえながら， 京都府，1t.事長[f11111 _3を 111 日IJ合生の 55 :~t:::'設のスギの樹幹および部WffFí'資料 11)
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校'11 乃のt~W;l*系 lと|潟ずる研究(篠森〉

curve 

ιつr、一1 Jυ 

事長i が、 l' ree ag合

。。 113 1日己 守 3.9

';~円 180 ?叫 2/~.G 27/.1 

ト~a hセ 1) 本書V. L..~ 27っ。
Trl~p number per ha 

どr、コ 内 2、 人J つ 1:;0ヘU一戸 120C、

0-: :ーでに「れ叫nd

~ ') "内 C.、 4
'"、

Fìg, 45 スキ，~' 0)心l'1':if J'! j 然郊の村:村，t，絞のための枝打九指針関の，-，f91J 

一九三1 朝日~J' ~t妻美m!ilI3D; i Ll IEJ スギ 1 <1':J症の…例…

/¥n exa.mple ()f for prunîn符 ma口agcment for the 

production ()f a knol イτ位。日quared boxec1 hear寸 ti打lber ()f 

C. jaþo坪ica， '/¥11 cxa見1pJe on the area whose soil c口nc1ト

tion i詰 goりd in I'vれyam乱開chü， Kyoto prefectuI ど~..'.

49 

(;t.l(Vの

円、正lble りな手IUE し，_ , (.i)松:*);.tl~λ..のための波打ち賛rmf除去i 与を検2、?してみよう。なお

早稲[flら 104)ば? トノキの校打 t， møif誌の丹市1を示している ο

Fig. 45 (-;l: J 訟の地 )j (.i) スヰ‘ 1 \ftJtなでお1議ft1í' 11a あたり約:)， 000 本， 50 650 本のスギ林をタ

にとった校打ち後王主総量i rx1とすることができ k う οζの図の読取り ~.JJは次のようである。

〈年)，縦調lil ;í:， rうi さ (m) そ'/ごわす。

ii) いちばん Lの実線は樹高線で， そのドの 8 木の実線iまp それぞれの樹齢における熊!交の幹の等し

い夜祭のrv& (有者;'ijミす0'fillI:f手線引あど o との等主i筏絞 6 cm, 7‘[) C111 , 9 cm Iまぺごれぞれ宮 cm， 1O.5cm , 



… 50 字下*こ;丈島支J引JI'Jt報:h ヌ'~ 27:3 fJ 

12cm の IF.fìj を1n1~ i'f!jでとるために， ぞれ之でにほ子fちを.1Jなわな:?ればならない (i\J 係を矛:す。

13 cm, 15 cm, 17 cm ばそれぞれ 9 cm, 10,::; cm , 12 cm の，E何がとれるためのHzI J ¥ I:~t，~の米 110'日系であ

る ο

iii) 険料Jiこ平イ ï'!; 4 ものである。 たとえ lま， 3, 5 m c:いうのは 3mlT プラ

ス地ぎわの切]拾で長 Q， 5m 会， G, 5 111 (，土 3m2 町長 アラス ttlJ. ぎわの切 j??て民 0.5 m iコj じ Jこう!と，

4. 5 m ,1: 8, 5m ;土 i 刊にが，t III いてである n

iv") 付!線 l立認内のある きな伎〈ここでは伐採 2cm ら!，):のもの〉で，校成長十rLiの起きだ7

めるさの1{{であり p こ l' より る貢献j交の i';--~.l't. 1 +(4))。

勺て波打ち李将Eの A夕刊ワjミそろ。いま 10省 [)cm JE灼 3m の校を 2t:~ ii己の以J寸ち指針閣に
、，. -ウも

」才._ , 

王!r!( i~Jでとるととを U i{i:とする J とのとき地 i 二 0 ， 5m 泊、ら 6.5m 立でのli\j(ま， 匀'I{-[; 7, 5 cm になるま

で!と iえれちされていなけjしばならないのまた， .1;支れらによる少/"できるだけ少なく 1 るために守校

::fl ちは 7.:)C111 の -}}Yðf'芸線;り〉らあまりは いように，条件のl:i'Fす限[ijJ数多く枝子]ちするこ

しいじ以|二を巧 )?~t して， .Ì})立がiのように同行交1えに波打ちしていくことが考えられる。

古 tfþ-::主'" __.，_.~ 

1 llïl めの伐打ちは 8 {f めにi出 i がJ 2 nl まで、てう ，-は 作業のüt~>，十向 iメ九体nじたの林j詰火へ

のお;大!~}.Î lじは どの波打%の[]i'よJ司会会計.，~るものでもある。 1 {f おき 2 !ClI の枝打ちで， 10 年めに 1 士[1，l)'(郊のだ

めの作業が終わり， さらに]主['おき 2 Fí]の校打ちでは年めに 2 、無仰のための作業が完了する。 乙れ以

ーLJ域主の l[i!jをとろうムしな lすれば，あ~_:: (ま枝打ちを:li な iCつとめす 11又穫 iíj

伎のf主級 lこ ;1するのふ{をつべきで立うる。

Fig. 45 において， 10.5 cm 正角がとれる末 lJ-!~{{不; 15cm の手 nJi:l妥記長と採付 :，EJ乏のうZl-\から， 3mLlマ

は 18 主[êめごろに， 3 m 21、j立 22 年めころ ?とることがわかる。 同じようにして角の);~ð

さ， ..TI))長さに応じ -C{主 Jr t::, とよj の ß)!.被ffち lÿlのビカ守立てられるの

同一<]*分内において，個体jFがまちまちな滋ムイム校rr-i:，は側 f本の;人きさに応じて行なっていくべきで

j点 fえの J:flC � H~!] 体iヱヰ1 くから校11 ちを開始して，尽く予定が:íG]'ーする。また最終f支持Hこ i!lil体授の少ない材与を

0Xt産よ0')と宇れば iÔJ防羽から成長1)) 9 いイllii 体に!ま強めの枝打ちを行なっていくことが必裂でおる(1

3)ο なお， 間 101:5トでひき続三きブつ妥討を.!t.â. しでいこうとすれば， るよう

な枝打ち1~\T?H(.ζ移行していく止よいυ

やや交の二枚ちの紘一段として，似体の成長減少ぞ λ もなうため，フ;際(どは Fi宮. 45 の私その(thの

のf立病ば 4支打ちに L七、じていくぶf る;まずである、 jJ,t _)ても ろされた~flゃいと

j1~_"-5 t ぺ主11: ;!1 な i!"ZÎ iJt，~ らなし、が9 Fìg.45 は校j' ち管T却に、'í tこ「ての基本fj'Jなぢえの)1主め7/をア]てす

こ去においプ事、1 1 i}山) ~*I今、そ tft一、ものと Jちえてよし ι ろう。

II 1 (1) 2) ち管内( ，;c 郎 11T J仁氏 rtl)ll.itlllm] のF イ列)

でいう日;淡な丸太とは，丸太のまま表前夜二丈|く fJ 卜eげて i ム n::: r1ミ tJ二 lこ使用するもので，京都の北 LLJ

では際メL ik, 吉野て、は J;、、Aにと i呼ばれてし、るものである。 j禁止し大という呼び名が…イヒしているため5 本文

では!ぶtUE の丸木ーのことをョ房子力ヌえとはチぶととにす〆J 内

iU'iI H として袈之iとされる点、;ふ ;F)ぷ河大， (!tIつで始がりが少なし幹の表面l主総jめて.，かくれも~Hこぶる

{.~1 とんがなく~ 1/時邸であり，ま くて:花:沢のあることなどである ο

寸ぐれている Y とが特[乙旬、空軍u乙そのための保育と加 L上のくふうが要求 7:S れる。ま
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ス午、U河野丸たよ|二p'(~ のため tυ校t'T'jう OJ

fふ|じ; i, :1 弘沸 f士シJ 、/'> 7" 

/¥.n exmnp1e of pruning manag日nll'll.l: fo1' the ptoduじtìけ11 り i 計 poJj sh日d

log ()f C. ja戸υ山川 .!\n ex礼mple on good 日ハ] ln IGtay乱rna area._.v 

1予 1IFí 文 4G

れ (/)jf とノさし泌rnïti;i;f.子、i(J c¥ ν 戸 lす fCL3fjjVC
〆 、 ψ えあ γ p !務 11，ぷ i立たさやjJンに,. 

j 、，

の J: 弓 11 1 I日下ご ι ずて. 1よヨ才í，i'に\')オ; í ま 1;): "~') U: l, 

ごに JH し 1 るな干'HJ ， .JL:; 1 の治{立 l:以 r)~i: i h日あたり 7 ‘ ()OO ~;椛1乏し"そ O)1~:'Hljえそごl亡くりな

からられた持?コト、(TabIe 1) 26 ドめに ha あたり 3 ， 300 ，jqヱ!交のイ\致計.m へとて l 、る本分レ、，

制江!筏 14.3 cm, H:F,2j 9‘ 3m , (1 1 (7) でJi]t，、/そ iJt:iY./Ì<と[の !;i\ J712111I シノマノ\ブ干 ].,1. 1m, 

知之 iryi(.IH í. ノてたもの明ある 1;') ì 、。)~ +N-'IWトFilι27 

るこ(:モヴえてみように、加さわ i万 J';iÞ -C J三宅:; 1 m 〈、 3 ↑11 0) J L:}~ ，-.;之、 1し、生;J.:: 11:\1主主; 10 , 5 C l1lで 3

表/;、~ ;� j Ni5;，、て点、る i' ノ主、 f}.Tío)p"11:カ; 10, [)cm , JﾙJl 111 ずる.~:. :f:~け[行士1.\ m rC 

こんのずよ U、太言 5 こユ;こ Tく<':>つ

、京支 -1ろし fJLP: ち かぶ 0) rJ おから宅み)'_'2i(fT' γゃに巡し;::~1;犯の1J~;h\ !、の尚早 ilî'結以 15) I と上

L 6 cm (ii'] L 生 cm) であ♂， r.了。i 土 0.9 C1n), ノ 1 ，.'，叫:，J"
YC む Î:l/.) , 目、までの、V!'ijミ;ま ].jcrn (i)] 

λ 心しにJdν とする 4"1
 1

 

1
 

管内、\こ\, l. 4 m 去 rî が 10. [) (、 rn;、よ〉

ノ J

必慾があろハ立た .\.-!.1{-:} こんの1でくない fL;ζ校jjI14:J 171 め Jこ;ふれ、i}) K I! ú'(li;が;tt) 8 ， 日 C ll1こえj...<コぎ

ていなければはらな'"マ!算になる。
ヅミみ白

、t:{frるた~勺こ;ふ 1T' 長1;ヰ約 7.5 C111 :.{:~ 7:-~ザ校

そのぷ;JlYり )j波打とγト(T) r;xJ討議込など~~~.たどる i郊で_Fig，必は己J乃-fJμζ!とぞ2 角 'i~tr' してイ?裂し t:

3とノ、J
ζ 。ただ Fíg， 46:ご;1'3 1，\でえ Dt.'{;ち tlJJi ノ:にモジ〕と?ま f ま j'.;J じとえう;主主jJj{の Fi必 4[)

っし •• ;t Fig. 46 1 こっし、て Jl ふとラ以上二?ぷ j ち口:，;j O)山そ'i:kノ， ，叫.......~ -.k 
、ゆ) V.! 、 v ぽ〉0 , 2 cm 

ら 10 ;Y:i)まど:乙 3 [i'lj(ミ叶て お 4 m �)!J> lj L 1:で校 rl'-~ろさ ;f-' [て 1，、る ν3 /1 '1

4m ま vでの 1 ]、;まかく{Lぞれ(i) ll 守ヘl)， <~_:'" ネ?の /íi 芸:土'1‘ b c 1'n て(-土るノト;ごノ 1\;\ 1; 、心で，

4
 

9
、

J
~、、

r
Aすγ
 

b
、-

J

叫

止
し
れ
い

f
}

少/
 

?
、、

J1
3
 

じ凡 1 主 }J τ、心



- 52-

E 

引

ム
。、

qυ 

15 

に 10

'" '" L 

ト

和直

結
町

, 
./ 

'?O 

自5

臼3たι

休業試験場研究報台第 272. '~'J 

tM 占i TrE>� dge 
Q 民 1 、 2

11.3 13.2 

日)\)CI

市 r'J，蹴
fr<:>ぜ he ，ght '.wVf' 

/在民受博止昂1Ji，線
// H~.，，~e:: I~t~~~ot~:岡市P酎il;j(Y.f"

。千 a st ,;nte-(j [J,a.nch 

/弓弓
H}t、仁川

‘ 1..8 

1':'.3 

30C づ

7~' 

Fig.47 スギの熔:'h:;f(.生裁のための波打ち指針図の--{JIJ

w 京都北IJl1 等地， Ab穏 i土手ノパハラ…

An example of guide for pruning man呂gement :f()r the producナ ioτ1 o} 日
polished log of C. japonic仏 -An 記x品mplεon good soil in Kitayama area-

によ;，('， nn(ì とんの全くない丸太の得られlることがわかる。そして植栽後約 24 "fめに‘ i認さ 4m において

斡の総怪が 10. 5 CI11 1となり，その時点で罰的とする丸太 u三の1# られるととがわかるわ

次iζ ， 3m の丸太の 2]~めの米!ゴ夜径が 10.5 CI11の ~fトを採ろうとすると， fjm から 7m の部分にかく

れ節によるc.l f1Jj とんがと乙ろどころに il:U溌ずる可能性がある。すなわち 23 干iミめに行なった波打ちは，

1，\'トの政f{:が 7祖 5cm を総えてから行なわれているためである。いわば絞れちの手必くれであり，少なくと

も植栽後四年めか 20{fめに， 1, 5 n泣から 2m の í; 百 ç~ の枝打ちをしておく必要があったととがわかる。

Fig. 46 における枝打ちは開始がIf. く，また初期の 3 [辺の校す!ちは樹務長を 1m 内外J%すほどの強度の

ものである。 L ;6、しながら， )1:*:製品の表面のきだしさの点からは，必ずしも必要Jては忠われないほどの強

度の校げもといえるい完満度のJえでも初期 It{路端lζ強度な校:JTちが耳、可欠という J!H lÍlもみあたらない。

Fig. 47 は北 [JIの他の ~rç伊1)15 1 を参考にしながら ， Fig. 46 を多少補正してfr:裂したJt. ill J:忠一 }j の藤丸太素

材生践のための技tT 'b管HJ1，の 1 つのモデルをえミす指針図である。泌位 ii:で9 品斑;立、ンパハラであり， hn 

あたり 7，問。本格殺して 25 "F生で ha あたり 3 ， 500 キーという }&i )Î{~J11の fIな才Jれる林分の m例としてよ

いであろう。

鎖線lま校成長停止開始線(枝葉;量殺 kJ留とほぼ'致)で， 磁樹冠と陰樹冠のi立めを示すものであるが

(I -1イ3) ， 1 +(4)) , 林分?存度の相対的に低い戸1'lt (í)スニド (Fig. 45) と比べると p 校成長停止開始線

は;;1)'日?に r吉';l 、{立般にあるとと f吋っかる。

l'不十?度維持によって校成長停止f}自始線の位霞は rf1j いが，このことは密度効来によって):'C;ì\高度がj1~1-îめられ

ていることを示している。その iλ さらに枝成長停止線をA ヒまわるほど強度の枝打ち宅をして3 成長犠牲そ
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校YJ ちの !Jz~b伴ぷ ;ζ|認する明党 U~it'i)

大ふくしながらも冗ぷi皮をぬる必接があるかは1-UB必もあるが，もしさらに先行ij度会尚めたければ淡減反

ド>1 仁!-~ト4 !tà私止に行ト、 -c，るるいはそれfとにまわって校n ちを、 ;11め七いくことが考えられよう。

ドfj 1'21 C:.んのないものを得ょうとする !::1Fig. 47 でし、ま 3m QコメLk 2 k ，b(!) ;j~幻 ii'i:îÆが 10‘ 5cm で，

サ1;:こし、く lまど校?内も !tをのk さ i立り (7 m より，1汁

くしょっとずれば校成長j';:11:出i1始終を，仁まわらな v.，ま7.5cm より太〈な〉てもよし、)，

;z よし、。ように校μ ちして対、

以後 3 持:め ζ と lζ平均 L5m のおさの枝打、らをム i交 7 年めに校 rr 会 IWI !Iú い3 ・C泌総のように，

ぷ 1:1 10.5 cm の 3m11.2 {ねらころに .KLi 6cm の 3m[ ょが!:\j伐収穫として得られる、ノJ包めていくと〉

F�. 47 のように校?Jちをift i/ノi:d立 21 q'. ，)Ó乙 ;s 1-らその 2 五占へは 27 'j:Y，アろに liえ依-r; きるつ j なわら，

F�. 46 (!)ように .iili めていくより:'\ Sr' ぐらいずつ Fi 1• く !j ((j1引&の材の，収ntカ付加与できるわけでプム、( L 
、も句 、、...1

ある。

Fig. 47 においじ 2 [;めのぷ LJ U! i 後 10.5 cm の丸太をょする2::すれば， 4 li1Jめ (16 {r~ö) の 7 m .~主

'::;, ';/ぇ IÍlí (こj.f!j も lP\ü もはいメL).えの !t)i\交されるととは約;ぶされたわけ℃ある。したがって\後は

伐]J1;) (.~9' 1:,1'(/) JJë'，に t&Dl;どっと治たらよいよう f あるが?先ん!IJ Jj!'{;:'i:ljめる f とと，以7誕の悩1flーを :Jjなくす

.1:くi金没())tklJ ちそ~:r~\:げることが必裂であるひそしy[ ，るために;校総のように IJ [ 

二がよい之されているヘ'Tω ためには，伐採の 1.Qバく、らし; jjíj にはfJ ちする

る。'!ii!_;f;j d:' 1 与で lまず ttるため lこ2.frníj l; C 尽J材ゃ;代念日jldXjl乙t\':(7) 1 人 L シ1'+1任二 14FnL， I主つ

L:t 1ιの三11:. 11: 1"見 Lζが 3mlU あることが:ど、税でへそのためには人 i シボ):，太を対欽とするオは伐採の&ÿ)f

lJU fJ、らは技JT ~:'しないふがm コごうがよいけしか!ノメしぶ友 (üi()) YCd (~之ょくしよフとすれば，伐以前年ぐらい

心つ枝打、らそりなう v とが夕刊ま!〆く， そのへAjのやj [jîif立ゾうにゆだねら才しようの

}二{\tl!}f;ζぷ ~5 c~ のよくそろ p たlL)えを i以応しようとまれば，六台な{肉体ほどiトílめの校1'] ~)与を行なコてお

1計)L 太素材の!とと立のfυふにはお!克也、 t'J!.やFig. 46, 47 からわかるように，くことが必慾で必る (1 3) 。

1 -4-(2)) ，日:税や談;ι;ともなう (1 2 (2) , カバ;' (フ以 ~í な校j'ji.γ~íÇ J!l\によハて，

特1対 fi'J ，、 :HHII'{ 亡、rl'没制筏の .fJUJ ちを行な q ただけ(.(~~J.~!工 i也糸{千も j全う 0.)V(:' ~すな11::;引はで戸元 i;ぷいが〉

C) y'f!j:_(J) ζ+ íJtJ>J;ぐrable 1)1むと，刈 ~Jlのスギ供川\:..1<1;)}の 2:') 2j>'Llk'jの樹高と!陶 ;'}:JltL l1司会 j土日1 1 ::': じてみど3

それぞ 16.6 tロと 13.7 m , 2ふ 6cm と 13.8 cm というえさな法令/Jくしている υ 街lrt と t主1'1'ち効県ー
」

ì'i;:i~;-~il丸 ~d~皮 t!ij:;ち京Q においては‘後技会市 ~)J ノj 、ミくすによ J てられだ('_-.l" i Jl~~ ベ 1))よi三がjlll;I;I] ヰし おので，

1 4 (5))υ る必裂のあるとと 7J'~JWf%{ 守れる(Iゴ (6) ，

Jじや古1ifts どでは淡伎界総くづるように六会心努力安弘ヘており， _jじはi スザの供拭水())tti了解析結以15>

告しilζ しノとは ， jJ -C;' (ζ よる、V[~] íiJ{!'主 l副主1. 8111m , ナタ[おそオしは 2.8 mm であった目、またカマ，ナタを

る司:Ji~< tま約 3 {F~己あ(た153/Jた校打ら後民〕ミ、In~jq:.'!;三;刻々 2 i-r: , 

大i釜材主主援の絞nち管王軍11-1 (2) 

.)::'1廷の;y~t~ (ま t!.i+i 7;'. はじ ~h)

t たら J うどその:Jìlタ訂正ドj'J添付と一法ずるこなが子、--'ili't iζ 初期の 10 ノ 15 ;Pi i]ω ものは未成熟けごJ5 !), 

とのiおと F ト:nx: ~-~れや ;idM~ と校

説専をそLé/jllll 心 /~lH\主将下治t;rLt~l終i七:荘iミおよび ò'Jlf森林斜i{j 1M木燥がf 日川えより f1.f1~ 、だと ζ ろによる。

!ノて〉くJよ生。 I~A _ì 1針。ぷu兄xMi と十hJ í注M(まれ n多いといわれてい
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ト子イがJj主主主材の)部分乙されている 40)4ü品、

しかしながら枝打ちをせずにおく L 本来災資である校 F!;Jの部分lこ t~)liUゴピ点の大きい死11tができる

ことになる ο 労生の何年生スギ料、 (Table 1) の節解析結 ~H) では， j血!二 5m から 10m における、V~

均死節炎~'i 3. {} cm であり，そのIhj/:γ(了演説ríEi i'iせにみて，校ド材;部分のl之さの 65%がH炎治Uki箔の，'I'， Jえする

主主[fflであった[今後の!肥大成長によってそのネはドがってい t としても， 横断 ïIiHrj:こ字、徒約 3‘ 5C111 ， さi

後約 7cm という校 f材におげる JG節の出現給開の二をそのままにしておくことはき付の利IlJ上大きな

マイナスといえる υFíg. 280J泌幹[刊における ífpø分布の税ュたからもラこのことは容易に]政併できょう。

このように， ;;;E郊をJ浅さないように波打ち号t:í;-なっていくことの意味を認治ると[口，jtl:ý tご，大1付止を能率

的 lと ~:LIl[するためには，生波打ちをしたときに斡の成長滋の減少そをできるだけ少なくすることが大切であ

る。それば，大佐川の生産主においては， ようにー況のは後iとおいて無節であらね

ばならないという制約l立なくちいかに ji(Ulí'í iオぞュ~く !LSitずるかということが火切だからである。

約半支が~t.ずると同時lこ，そのつど私校れらそれなっていくのであれば終結けは(1ニ}t2できるがp 何1，1'かに

1 度という う松枝打ちでは !j~郊の残ることは滋げられない(Fig. 28，立)。また火後1;:J 仕立ての

枝打ちは põ::;J所の 1'f)長会?ともなうので，校打ちの mJどにはできるだげ少なくてすじようにくふうすることが大、

切である ο したがって，大千千十iH:立てにおいては死凶を fr:らず，れつ成長減少を説)J少なくし，かつ波打
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!三の一之市内 Th ，~こ 1)3 、f る ii.J-F7{ (f(人以) ;J~) 

ち ic'] 紋 ιできるだけ広なく :t ;ë) れらの :;nl]1 以 i'!:r が求ねられよう

。-;tと， f立ちの災孫守測について，与夕、の品おと俊民 lt;Q)協会して、i しと作 7こし、

II'+(2)1) 可決i ね体分での以十 j ちデ;，:{j_!_ 郊J{Jた[[j均 ω…刈7

Fig，必 ρi:I~O_) ;35 ヨt スギ CTab\日 1) JY，WiJí-災n.w (とゾゴく q ス γF'のに j、IJ ijj 立 1 .1

fltJ 軒以 1'/1 iZ) :, CJ)λfま[，， 1 JVJ， )fのヌト 0)1 > 担行 jえ I1 年 1Ia ib ') :3 , 000 イり !)O (-):."10 1"-� 

1:'ス士山 1;(0)州、ニすふことちょう ι 依iujJJJ台、以ノ}i (立， n ..[ (1) 1) :J) Fig, 46 しと rれ

JIX. i) ん「とほ、ぬる八

ßI法，(I(Jiごしば， 7JLi-i らによ rうはt C/)!}たい νγl 二 lj ) J'llもト1 ，之己〈 ;こは|交の二

1'/.1仁と9 タト凶 I/Ji ，~十 よる氏以 tQ9 (1 1 (2) , 1 2 (3)) 

L"J:;メ p
i 人ふ予

伊?、ルし!、 w し )r..t. .:.1-
ャ" 1.... V ーノ U り〈少、切 に問、 ¥"-.. ;d-. ，-;_)υ 、^ のし、

沿って伎がもliイしる己:1込汀与;こも1.1 十立ノ;二は !ノ 1 丸、 Lt l 

j , I 、三、 1 村、
'-'ノ、、ふれ lム以(U

し、し校Jr jう [lD 以ミと〆了:;ぷ少はぐし fながら iぷ r， ~{b -):~ <~~，怯 ，)i~.:(J あげよっレすれば守 'F'i託、 48 しよよ

作仁まわら士山、ように、 U，~ .. hl; /)t~ 、京，わらない〈ι? に tぇ打、 、 t、とと/)、主i

えられ J 以iJ:そ D (ì'i [γじみる

伎の!i足以!誌は iJ、定反政 j\i 当;三って (11(3)) , ふく山よ'(;j liE併はもよ死三f fJ立系〆;七 J 記札)

外 jν こって判刊行ii~てうら J

!.!)校 IJ 九、[ ::したがって。\! \とかりに地)，，\11 1.') 111 まに対:ùù (/)、い \'.j).;/I:'史ブる b (j:) と L ょうじ

後 10 !ド L8m 1 i'.1I \、うの十えれれ在、けなう、 ニいi ち (i禁引く !ÎU..L '\~:'， 

シたから付近火への1日げに iUj L! の効 'k も忘れ:しょよ)υ ゑ;土:')カ. ，~， 5 :f,!:: 1 ωií::J: 八人 1 jI'i: ご :2111 :ハら 3

111 ノ災:.~ >~了伐j:r iうし， ;:;h 円 I! 'i )υ〉伐 J! らで日].' U) グ 1-: _A~ ;l_n~1じ JγJ ご~~ ?こなる

らの f スドしつは f! 九必!立と衿υ〉ぷこ I~jすア"♂のすiij 店、 L1/ 九ー伏広島 (、技

üム!なH、トυ 伎な tヘ L'C ~)， その氏以丸減少はたいして六ヨく

なし、ことがは〉き n し工し、(lワ(:2)， T 2 (3 ))ι 

、内干 jU;\/、ての Hく ji\t 業 Jご 丸、去、Jú終[たLj ，1'、三!♂~ Iれ七らl 、 1 J はい j L り しん

がてq 出 1 i ， 1] 、の F 主 i J Jこにfぷ判事IjHJ イ、， 小Li:lìTijω うそ \i '1 そぺオこ点、七

法4行行I♂ じ t佼苦 f烈円引! さ合:Jぷ;計訟it; 〉ゾhγ、~\， 、 、主L 乙が}い、三Vゾ:リJ必1~、

、l立1 1 (2の) 2幻) .Jバ1I校長{伐史怜 ご心ω 仇:渋ム支刻~lJ 叱 [目引司f刻E (引 1/11 ，\仁F二

W-+，~~"f:\:~ +れこ;ま 2 主!牛か:? _:;ノ j 交 f ド， そしと

コ)としt --1，:さ、刀、予ご、~ (]:):ふ1，て

7こL 、 3

ア j ，，'，'­
〆。 )j. 、、

ろしらも Fハ九まれ

'. ，戸、引) r そト

ここでう につ浜、!HJ ト引事のひ"-') 、て怠とら17 ， 1りおいまし

f了、ト iまスヰゴが L , ヒノ+し父しだよi之"'-.出ム'J' 27 rn~ ば;.(~ I口似、社サ h防、 120 ;斗1 プな主し、ぺ1 , :~:.:そゴ}川i 以i. (ぐ'1‘ピ礼J)唱 4

1) 乙ご乙"号 み i 長と) í手心、、上くペころ J l;;1f >J , 1、ミト It'1{ G)似 ii片\しつジ 1 ，\)バ (河丸刈仁m) 〆 'J j 村川店主役

1996のもの三おす

夫、より i、二 r凡心 i , b 長l.， '， 1'; 、 9

:ndJf とはJこ/りして以 J "', :'F)~ そ ())"IU~~' くえげてい心(IJ~ l) ~g)).，た'l>J ;'ii日il'こ供され桜皮のノ、

ぷ少な，、し七 ;Llぷ l' ()j 11 ，"!i年にはふじi もりは少なくんどの色 C(J rぉ !J が二)の欠勺てい三和、
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の傾向は調査林分の周辺!の，同様の株分構造の択伐林でも尚じように観察された。 占方， Iま iま|均じ筏級の

司 1，小浅木でも問地:ゲの ~J芽更新した杯分のものは，はるかに述ilit生にまさるものの多いことは観察~~iζ

認められるところである。安藤1)は，スギl対日対照j立が50%以下になると直径成長が減少しだし， 3096以

下になると樹!完成長の減少が臼だつようになり， u:王 I込 rlζおいては斡が綿廷になることを報告している。

以上のととからして択伐祢では，ノ)\筏の遜I~t生にすぐれたよミ鐙フ!てを生産するには不利な条例2が多く，小径

の熊賞ìíH!t蕊のための波打ちには平IJ"えが少ないといえよう。

Tfr警木はj絞られた光の議:ぞ，設大i設に l段収すべく枝葉をl愛慨しているため， :Î誌はできる限り除去しない

ζ とが望ましい。 また?主主枝打ちによって下際水の形状比をさらに高くすることは， tltがりと折れに対し

て危倹であろう。しかし~FJ露木の枝葉ば凶方l乙ときには Iニ下方 I(ijlこも不均古学であることが多しこれが

悲しく溜525 盟主?と対して弱し泌がりや折れのJ0'{悶 iとな勺ている17) (n~l)ーの， U 占 1) -g))。したがって，

下!替水の波打ちが必望号とすれば:号室の除去主主は寸了きるだけ少なしそして樹j訟のじj擦をととのえる枝打ちが

考えられるべきである。そのためには，技1J ちよりも浅の事JXヒ(校打ちの定義の攻参照)という，きめの

細かい技術の;ぎが必要であろう。

主義者ら 105)の解析した今須の 120 スギの供試ァドの成長の速度は， n域本時代とそれ以後 lとはっき

りと分かれ， 下腿木時代で、ある初めの 6011三は!掬ï:''ií TI直径がわずかに 6cm までであったのに， その後j訟に

成長がj捜しs 後半の 60 "手で狗 ì~~日立筏ば 38 crn fζ逮レどいたc このことから判断して，複j開キにおける下

J議水時代は~ J:J露子十こが除かれて主主1等条件のよくなるまでの待機期間とみることができ， Jミ笈材生産のため

の枝打ちは J:勝木が除かれて成長が践んになり， しっかりした倒体になるのを待ってから始めるのが無斑

のないところであろう。その時点から後は Fìg 婦に示したように，隊員IJ として技成長{れ仁ーとlíR線(枝葉

最最大j欝〉を上まわらないように，また校枯死上限線をドまわらないように校打らしていけばよい。これ

は良資材伎座のための波打ちであると同時 ;ζ? 下主主への光の配分をも兼ねるものだある。 L，たがって， ド

j媛蜜への光の訴配1分の必忍 lにこJ凡Lむ、{りユてて.， Iì時寺 lにζiはま校J成』ぷ(j~副毛訂抗{千伝体恥刷炉〈亭約判i字判f幻川Ll品.~上(限:浪良帥7線ぷ (倣4校立鴻薬f遺量l段段大人t騎駒) 刻Aまわる状柑ナ打l ちもjわ、ななわ午れL 

るとともあろう O

堂土
中間 2警

本文;で fj:，これまでに得た枝子]ちに関 j る蕊礎的研究の結泉を整 i穿し，それに必づい亡伎ナ]ち効系の応

mをi食会j したが予 I でノがされた生物常的蕊i涜知識はp さらにいろいろ有機的IC組み含わせら才ら応泊に生

かせるものと思う。また日の佼4'1'ちの応、f1l!Yr診察からs さらに必主主な枝打ちに関する基礎的lilfYC:の謀総が

生じてくるで怠ろう。

本研究では波打ちにともなう材の:引な現象や，気象災害にまjする林水の抵抗力の変化などの慈{治的研究

はなされておらず，それに法づくよりきめの細かい技mろの技術体系の組みSLてはp 今後の道;裂な諜皇室で

あると考えられる。

フfz研究はま fどま f三不ト分なものであるが， ひいては材、業経営の爆にい

くらかでも ::dt 与するものと、あればす:いである。
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Study on the 'l'eehnkal System of Pruning 

(Summary) 

Introduction 

[n Japan, pruning techniques have been devised and progre,;sed since several hundred 

years ago in many areas where forest management have been wen advanced. However, it can 

be said that the universal technical system of pruning has not yet been really established. 

Two reasons might be pointed out for this: one is that the fruits of tbe fundamental studies 

on pruning have not been sulhciently accumulated both in quality and quantity, and the other 

is that the meanh1r;; of pruning in the system of forest management has not been c.;uHiciently 

understood. 

Therefore, I have been pertorming biological basic studies on pruninp;B"•>Jlno>, and here, 

want to put them in order, adding new results of the several experiments and then to 

discuss the technical system of pruning on the basis of the fruits of the fundamental studies. 

This report consists of two parts: the biological basic studies arc contained in I and the 

studies on the application of them to the practical pruning are in Il. 

In this report, the definition of pruning is as :follows; Pruning means only artificial 

pruning here, and it means that dead branches or live branches are removed from the ha"e 

of the branchee1. This is the principal definition of pruning, and the definition of the pruning 

in common Jon'c't managements is that dead branches or live branches are re.moved from the 

base of the branches and upward in a canopy for the purpose of producing good qual.ii:y 

timbers, the control of the distribution of sunlight in a stand, and others. 

'fhe word 'production' is used both in its biological and economic aspects .in this report 

The objective tree species in this study are limited to Cryj;!omeria japonica and CJwmaecyparis 

obtusa, which are most common and important coniferous species for the production of timber 

in .Japan. Outlines of all the experimental stands at the time of beginning the examination 

are presented in Table L 

I··l, Production structure and growth of a tree in a stand 

In this chapter, production structure of the tree, the relationship between canopy structure 

and dem growth, the process of developing branches and the occluding them in the srem, 

and others are analyzed. 

Experimental method 

The experimental method of I-2, is explained in this, too. The experimental stanch for 

I-1. and 1···2, were chosen in the uniform even-aged artificial stands. In eac.h area, experi­

mental plot was laid out and it was divided into sub-plots, where about 50 trees were included. 

Received August 13, 1974 

ll) Kausai Branch Station 
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\¥hen the experimental stands were chosen, care was taken to see that the soil conditions all 

through the stands were uniform as much as possible (Table 1), From one of the sub-plots 

in each experimental stand, 15 to 20 per cent of the trees were chosen and cut down in accor­

dance ·with the frequency distribution of tree size. In the ex.periment of I-2., each pruning 

of different intensity was operated in each sub-plot without the sub-plot for the cutting. After 

cutting down a sample tree, stem, branches, and leaves were measured in each vertical 

stratum of :30 em or 1 m, and they were analyzed. 

The amount of each tree component per ha was calculated by the following· equation: 

Y=Y'G!C' 
where Y, Y', G, and C' represent the total amount of biomass per unit area, the biomass of 

the sample trees, the total basal area per unit area, and the basal area of the sample trees, 

respectively. This method is based on the assumption that the ratio of the sum of the biomass 

in sample trees to that of the whole trees per unit area is in proportion to the ratio of 

respective basal area. 

The increment in a stem and branches was calculated using the stem analysis method 

(SMALIAN), Three to five sample branches were chosen :from each stratum of a tree canopy 

in proportion to the branch size frequency distr.ibntion, Each branch was cut into the seg­

ments of 5 to 30 em from bough to twigs in proportion to its length and thickness_ "I'he 

number of the annual rings at the base of a branch and that of the stem section from which 

the branch shoots were compared in order to distinguish the lack of: the annual .rings in a 

branch (stunted branch). 

Knots were analyzed on the basis of the premises which are shown in Fig. l, 2 and Photo. 

1. The sample tree for knot analysis is a 56-year-old C. _iaponica at the stand on Ashiu in 

the north of Ky6to prefecture (Table 1). When the sample tree was planted, the stand density 

in number was 3, OOOiha and it was 600/ha when the sample tree was f:elkd. D. B. H., tree 

height, and clear length of the sample tree were :37. 6 em, 25. 8 m, and 17.7 m, respectively, 

21 years after the tree was planted, pruning was operated up to 5. 2m above the ground where 

dead and stunted branches existed. 

Small samples of tree components were oven-dried (80"C) and weight values were. con­

verted to dry and expressed as dry unit except the special notice in this report. 

Biomass increment in one year was defined as follows in this report. Leaf biomass in­

crement: The amoun.t of new leaves which generated dur.ing the latest year and the amount 

measured directly at the time of the .investig;at.ion. Branch biomas~; increment: The amount 

of new branch part which added during the latest year and the amount measured by branch 

analysis at the time of the investigation. Here, the losses of biomass increment by shedding, 

grazing, or other causes were disregarded. 'fhe abbreviation of the names of tree components, 

and the definition of growth rate and leaf photosynthetic eHiciency towCJrd the branch incre­

ment are presented .in Table 2. 

Resu.lts 

I-1-(1),~(2) Canopy structure and stem growth 

Since I expressed the .canopy structure of a tree individually in the previous report9 \ I 

intend to express canopy structure by the unit of a stand in this report As the component 

trees in each experimental stand were fairly uniform, the canopy structure expressed by the 

unit of a stand was considerably similar to that expressed by the unit of individual component 

tree. 
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"f'b.(~ ~lll1ount <'}f: t"l1e distril)uLli)11 C}f leaves (:'v'L(z))~ br::-tncl1es (Y 8(z)). <l_nd !)ranch :incrernent 

(dY.B(z)) pe.r l1a in each '</ertical straturn (._:~l ~)Ocrn), and branch growth :rate (.dYn(z) .. V8 (.z)) 

and leaf photos;,· nthetk dliciency tow;tn:l the biomass increrneni of bn111chcs (il Y n(z). Y L (z)) 

are expn;sscd l11 Flg. :J ;mel 1L The• stratum with the Iarw·st leaf amount is founcl around 

the middle strata in C. jaj){mica and that of C obtusu is found arou.nd the midd.lc strata or just 

above the middle strata. 'fhe stratum v, ith the large branch amount is found just below the 

mlclclk strata in C. japoniNI and that of C. ohtusa is found around the J.nicldle strata or just below 

the 1niddle strata. The stratum \VJUJ large branch increment .is found just abnve the middle 

strata in C. faponica and tint of C'. oNNsrz L; found an:mncl the middle strata or just above 

the middle strata. 

'The curve,·; on the right dde of Fig. S and 4 express the branch growth rate in each 

\'ertical straturn? \·vhich dec-rease :fron·1 hl,~·hcr to lo\V('f strata both in C. japunica and C, ob!usrr. 

The curves un the left side of Fig. 

the biomass increment of branches in each vertical stratum, \Nhich decrease from higher to 

lower strata in C. iat•onica and do not vary so much from higher to lower strata in C. obtttsa, 

Now, I intend to assume that the amount o! organic matter cvhich moves from leaves in 

a ce:rta.in stratum to the sten1 and adds there .is p-rnportiona.l to the arnount uf organic n1attcr 

v.rhich a.dds to the branches in the s<-nne stra.tnlY1 on the VV(-:Yy f.ron1 the ]('aves to the. ste111, 

AdrniHinp; th.is assumptlon, the stratum with the largc<'ot branch increrncnt is contributinp: 

most to the growth of tlw "tem and its strat1Hn is always above tlw stratum with the largest 

branch a.nlOLint ur even the stratu_rn \Vii h the largest su n1 of hr{-tnchcs ar:d lea \-'e~). 'rhis 

tenden-cy -]s m.ore in C .fa{'onica th<:n in C. oblusa. It might he importcll1t for 

pruning to recognize that the stratum with the largest Ieaf-bearinp; branches ifo not the 

stratnrn v;.hcre organic n1attcr Js bei.np; n1ost produced, \VhicJ1 J;:; a1vvGry;:.: fotJnd above the 

strallnn \vith tlw hJrgc·st leaf-bearing branchco:; both in C .itiJ'!OHica ancl in C. oblusa, 

A .. ssuming that the increment of leaf-bearing branche;; in each stratum is independently 

functioned by the leaves of the same stratum, the degree of the leaf photosynthetic efficiency 

toward the b.iomas;.; increment of hrm:tches in each stratum would be made clear by showing 

the relatioi'H:;hip bct'\vee11 the accuntuinted leaf hion1ass nnd the accurnulated b:ion:ta::-:s increm_ent 

of branchc" from· tip to bottom stratum (Fig. ;; and G), The leaf photosynthetic efficiency 

tO\vard the bioni.GsS in.c=rernent of branches decreases a_pparently as it goes to lov~-'er strata in 

C. ja;7rmica, but the rclal:i(mship between them is appro:drnately proportional from tip to 

bottorn jn C. obtnsa. Slen1 blor11ass incn:'11tcnt d(Jes not -1ncrea~~e so tTnJc_h in lO\'-:-cr stn:d:a in 

t:he canopy ·hl. {~ornp;:-1.rlson ·v . .tith the increase of rJ(·.(~uJnuhtted leaf hion1ass CF'ig. 7 nnd B), ... f'.his 

tendency· is rnorc obvi~"JUS jrJ C, japonica than -In C. obtusa. 

'fhc dLstciburkm ratio of leaf' biomwm and branch one and their biornass increment in 

each stratum of tht' sample trees are expressed in Fig. CJ··· ·12, /\.ud on the kft ;;ide of. these 

figures~ nurnbe:r of branches and avera.gc. hranch ICngth are a.1so expressed. Ln C. japdnica 

the curves of bran.ch. biorr:assj leaf hion1a.ss~ and branch biontass increnten t are si-rnila r to each 

u1her, and each one is separately placed from bottom upward, respectively (Fig. 9 and 10), 

In C. obtusa, these curves :;re also simibr to each other, and th<:· curves of the leaf biomasf; 

and the branch biomass increment lie one upon another, and only the curve of:hra11<:h biomm;s 

places separately dmvnward (Fig. 11 and 1?). Pccognition of these tendencies wou !d be 

irnportant as the basic knowledge for the application to practical prnning. And the tendencies 

of the nu111her of hn<nches or average branch length in the left ,;ide,; of 'Fig. 9 .. ·l2 would 
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also be helpful to know the character of canopies. 

I 1-(3)---(5) Growin1,r stage of the canopy of tree and its structure 

The locus of a canopy through the tree growth was analyzed by means of stem and knot 

analyses (See the experitnental method .of I--1). The locus of tree height, the height of the 

existence of stunted branches and dead ones through the growing stage of the sample tree 

are shown in Flg. 14. 'l'he branches in Fig. 14 and lG are limited to those having a diameter 

at the base of more than 2 em, and those that are in mountain side and valley one of the 

stem (Fig. 1). The reason why the diameters were limited to those of more than 2 em is 

that the .branches having diameters of less than 2 em would not be important as. the component 

of the canopy structure of the sample tree, and the apparent difference of the characters 

among branch sizes were not recognized in relation to the production of branch knots (Fig. 

17~21). And as the characters of the branches in the right side and the left one of the stem 

were intermediate between those of mountain side and valleyw, the branches in the right 

side anc! the left one were excluded from the figure in order to avoid the complication which 

is brought about by the crowd of circles on the figure. 

The curve of the tree height, the highest line of the appearance of the stunted branch, 

that of the dead branch, the lowest Une of the appearance of the stunted branch, and that 

of the dead branch have similar forms, and they keep almost the same distances from each 

other in the vertical way through the growing stage of the sample tree. Judging from Fig. 

Hi, the highest line of the stunted branch coincides approximately with the stratum having 

the largest leaf-bearing branches. Also in Fig. 15. stem growth of the sample tree in radius 

in the latest year is outstandingly large around the middle of the canopy, and the maximum 

point is found just above the point of the :first appearance of the stunted branch. And the 

stem growth ln radius decreases straight with a gentle inclination from the lowest part of 

the canopy downward. This tendency has been pointed out by 0NAKA69', Hosor et a/. 23l, LALsoNscJ, 

SAno et at.n>, and others. 

Fig. 1G demonstrates the time stage from the stunt to the death of branches through the 

growing stage of the sample tree. A \'erage number of years from the stunt to death of the 

branches is 3, but the start of the stunt of the branches in the mountain side is a little earlier 

than that in the valley side, and the years from the stunt to the death of the branches in 

the mountain side is a little shorter than that in the valley side. The longest period in the 

condition of stunt is 8 years, 

I--1--(G) Occlusion of branch stub 

The relationship between branch diameters and the years from the death to the occlusion 

of the branches is expressed in Fig. 18, but mutual relation is not found between them, 

Average time from the death to the occlusion of the branches is 13 years (Fig. 18), The 

relationship between the lengths from the death or the cutting of branches to the occlusion 

of them and the corresponding branch diameters are shown in Fig;. 19, but mutual relation 

is not found between them, The average length from the death of branches to the occlusion 

of them is 3. 4 em. The closed circles o:f Fig. 19 denote the lengths from the removal points 

of branches by pruning to the occlusion of the branch stubs (the lengths of the stubs are 

limited to less than 5 mm). Mntua.l relation is not.found between the lengths for the occlusion 

of the stubs and the diameters of the corresponding branches, and the average .length is 7 mm 

(Fig. 19). There is no mutual relation between the diameters of the cutting faces of the 

branches and the lengths or the years for the occlusion of the stubs (Fig. 20 and 21). 



On the other ha.nd, rnutunl ndation :is found Let\vecn the lengths \)f the stubs ~hS' pruning 

and the length;; for the occlusion of rhe stubs, and then• L the tendency that .the length for 

the occlusion of the stub .increases in proportion to the increase of the length of the :3tulJ 

(Ffg. 22). '_f'hc san1c 'Lt'.ndc.ncy' is also found in the relationship bet-v:,reen the le.ngths c;:f the 

stubs and the years for the rJCclu~;ion of the stubs (Fig;, 23). C>>nsequently, it can be said 

that the length or the time length of the occlusion of a stub is largely affected hy the length 

of the stub in i:hi.s examination. I recognized the sam.e tendency in another examination1"', 

:tnd the same tendency was pointed out hy RoMn.t7:Jl with Pinus and Picea, by WAsr:DA elal.HH' 

with C. obtNsa, and TAKErccnt et af.D6' ·with C, japrm£ca, Therefore, this tendency could be 

rcp;a:n:Jed as a r;encral fact (.:;(~ far as co:nifc·-n:rus species nre cn.ncernecL 

F'ig. 2b expresses the re1abt1.n~~hip hetvvccn. the neccss;a-ry yen.rs for Lhe conl.plction_ of the 

nc-ch::::.;Jcrn of the stubs and !:he hc1g.h1 above, the _0;runnd in the sarnplc tree. ·'rhe st11bs on 

'F\~{. 2S arc. 1in1itcd to .those th~Jt \;vere p-rLtncd at the -s~nn.e drnc: and \vhose lengths are fl·orn 

2, 0 to ·L 2 mm. Fig. 25 sttggests that the time length for rhc cornpletion of lh.e occlusion of 

the stubs n1c.rea~~es as the cHsfano.:.~ fron1 the can.opy increttses dov-/n\v·nnt '.f'llis vvou.ld he 

supported theorcticallv by the fact: which was shown in 15, that iS. tlw stem growth i.n 

radius decreasc8 t h.e dist.a nee f rorn the canopy increase~~ dovvn \Vard, 

_[\/lode} of the distribution nf knots .in the stern of a coniferous tree on the typi.ca.l 

c<.1scs of pru.ning ~-l_nd no are draYvn as "Fig, 28 on the basis trf the results o:f rn-:y 

analysis (Fig, 26, Zl). \Vith refere-nce t'(f the r(~port~:; nf Korne>3\ IZANO e! af.2'7;38Hl'·v:,r.\ J-IENMAN2v~ 

and Pm.GE1n. 

1--?, Effects of pnm.ing on stem grnwth 

'fhe effect;; of pruning on stem grovvth ami the methodology of its experiment have been 

reported on several C. japonica and C. obtusa stands aged around 10-years-ol.d at the beginning 

of the experimentlll. On the lm.siG of. the as;mrnptiun that (1) the ratio of ncmoved leaves to 

the whole leaves of the tree is most precise as the indication of pruning inten,;ity, the Etness 

of (2) the ratio of pruning height tel the tree hdght and (3) lhe ratio of pruning length to 

the canopy length to the (1) were examin,,d in the prev.ious reporFli. As the result of the 

examination, it was concluded that the (2) can uot be used a:o the indication of pruning In­

tensity un!.ess it .is compared among the stands vvhosc conditions such as stand density, stand 

a!?{e~ an.d others r-u:e, the sarne: on the othc~r hand, thf·~ (3) can l;e used as the indication of 

pruning intensity when a .little error i~. a!lowert 

to the resu1ts 1n the prev.ions rcporJ11', as the degree of pruning intensity in­

creased, the growth of lrce height and 'ltem diameter (D. R H.) <kcreascd during· the two 

ycnrs after the pruning operation aU throng:h the e>:perimental stand2 both ln C. japouica and 

in C, ob!usa, fi'nnn th.:~ cx.perin1.e.nbJ.l slaJ-:tds \-vb.ich svere sho\VTl. in the prevint;s report11\ one 

each experirnenta.l stand of C, jaj.,onica and C. ohtusa vias chosen, and the .stem growth of the 

stands were coutimwusly measured, the data being used in this report (the method was 

written in the experimental method of I 1. in this report and in the previous reportW). 

In C, jo;/Jonica as the degree of pruning intensity increases, the diameter growth decreases 

(Fig. 29\ and this tendency is the samfc as that of the height gr<)Wth (Fig. 29). In C. obtusa, 

i:hese tendencies are not so remarkably observed, for the range of the degrees of pruning 

intensities in the experhnent of C, obtustJ \Va~~ srnal1cr than tha.t of C', jaj,onica (Fig. 30). Even 

so~ the, tende_ncies 1n d1e diarnetcr and one .in C, obtusa gre sln1ilar to those'. in 



C .. iaj)(mica. 

And in my other experiment in a young C. jajJonica stand (Table 1, Photo. 2), the stem 

growth in height and diameter in the pruning plots are smaller than those in the no pruning 

plots all through the stands whose densities are different in each other (Fig. 37, 38). 

So far as the growth in diameter is conceniecl, there is no doubt that it is approximately 

in reverse proportion to the degree of pruning intensit.y4i21\46J5olsoJssJs4>1121• On the other hand, 

there are some who assert that moderate pruning promotes the height growth of stem22 lfim06l, 

and many foresters believe in it in Japan, although those insistences are not based on the 

data of reliable examinations. However, not only from the results of my examinations, but 

also from the reports of TAJ1Rr93 >, YouNG el a!Jl2l, TAKAHARA9o, SLABAucn90l, KAWANA et al.4"', 

HrmMANn11 , KunrTA el al.50l, and BARRET~), it could be concluded that in general the height growth 

cbcreases by the effect of pruning in coniferous trees. 

The relationship between the removal ratio of leaves and the reduction rate of stem 

growth in D 2H is shown in Fig. 31. The reduction rate of stem growth was calculated by 

the following formula. 

l····-Q_2!.LChl_<:LPE':lll:!rtg .Pl<lt::::._l2.2/i~fo) of pruning plot 
D2HCt2) of control plot- D 2H(t0) of control plot 

Here, D, H, t0, and t 2 denote diameter breast height, tree height, the time at the pruning 

operation, and that two years after the operation, respectively. 

1···3. Variation of stand structure C!W.sed by the difference of pruning methods 

As the growth of individual tree is controlecl by pruning operation, it could be expected that 

the stand structure is modified by pruning in accordance with the object of forest manage­

ment. I have reported the result of the examination to make clear this point:121 • The same 

subject shall he discussed here on the basis of the examination which was continuously 

executed after the previous measurementsm on the field of .Kansai Branch of the Government 

Forest Experiment Station, Momoyama, Kyoto. The experimental plots and treatment method 

of this examination is shown in Table 5 and other precise explanation of the method was 

written in the previous reportl2'. 

The process of the standard deviation of D 2H in each treatment plot during five years 

after the planting is shown in Table 6 and Fig. 34, and that of the average order fluctuation 

index1Z1 of D2H is shown in Table 7 and Fig. 35< Four kinds of pruning methods could be 

divided into two groups from the results on Fig. 34 and ::!5. The first group consists of the 

pruning of dead branch (no pruning is identified with the pruning of dead branches) and 

the pruning of up to the same height through all trees in the stands. 'fhe second group consists 

of the pruning whose intensities are proportional to tree size ('fable 8) and the one operated 

so as to leave the same canopy length through all trees in the stands. 

When the pruning in the first group is continuously operated, the standard deviation in 

the distribution of tree size continue to increase more outstandingly than those in the case 

of the second group in this experiment (Fig. 34). Here, the .increase of the standard deviation 

means that the range in the distribution of the individual tree size widens. ln the same way, 

the average order fluctuation index of tree size in the first group continues to decrease, while 

those in the second group increase next year after every pruning operation in this examina­

tion (Fig. 35). When the average order fluctuation index of tree size decreases, it means 

that the difference of the size between larger trees and smaller ones continues to become 
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.larger. ~rhosc results above-rn.entioncd 'vere the same as those of the previous report'2 ', 

Consequently, it might be concluded that when the pruning in. the second group is con­

tinuously operated in a pure even-aged stand, the trees in the stand would become more 

uniform in the size than those in the case of the lirst group. The application of this phe­

nornenon to the techniques of forest 1nanagement would be useful in some cases, 

4. Relationship between the effects of stand density and pruning 

tried the examination to make clear the following subjects in association with the re­

lationship between stand density and pruning on a young artificial model stand of C. japrmica. 

(l) Stern. volume increment per definite area. (2) i\verag:e stem increment in a stand. (3) 

H.etention of extremely high stand density by pruning. (4) Stmn taper. (5) Time length for 

the occlusion of branch stubs. 

Experimental method 

On March l%8, the experimental stands were rnade hy planting 1 2 C. japunica seedlings 

on the mEsery of .Kansai Branch, Government .Forest Experiment Station in 1\yoto city. 

All o.l the conditions vn~re uniform except stand density w.hen seedlings \vere planted. Four 

s!:ands of different densities were established as shown in Table 9. At the ends d the 

second and fourth growing seasons (November, 1969 and 1971), pruning was conducted on 

the half of each different density stand and the other half of each stand became the no-pruning 

(control) plot. Each plot consists of 10/.8 ,,.go trees, and the height and diameter at liO em 

above the ground o:f 6/. 4 ,~ 24 trees were annually measured. "fhese experimental trees were 

surrounded by the trees of two rows which \Verc ah1o treated the same as the experimental 

trees. 

Bnu1ehes were rernoved from lower strata so as tu leave the same length of canopy aU 

through the plots and ail through the trec'l in a p.lot. At the time of the first pruning, the 

canopy length left was 1. 1 rn and at the second .. it was f. 6 rn. The details on the pruning 

ope.rations are shown in Table 9. 

Final nwasnremenl. was carried out at the end of the Ji.fth growing season after the 

planting (March, 1973), At that Lime, seven or eight sample trees were cut down for the 

measurement of stem volume, care being taken that the sample trees cover even1y the range 

of the distribution of the tree sizes in each plot. The relationship between J)2H and Y was 

obtained by analyzing the sarn.ple trees in each ploL .Here, D. H, and V denote stem diameter 

at 60 em above the ground, tree height, and stem volume, respectively. The volume of each 

tree was cakulated by putting each D 2H into the formub of D 2H ···· V relation in each plot111') 

The formula was obtained by using: the least square method. 

Results 

'The lltem growth and others m each plot at the time of the final Inea,;urernent is shown 

i.n Table 10. 

I 1-(1) Stem growth per definite area 

'I'he total stern volum.e per definite area C..:V /100m2 ) at the end of the fifth grmving 

season after the planting is shown in Fig. 36, from which the following arc found. The 

total stem volume per definite area increases as stand density increases both in pruning plot 

and no-pruning one. The total sten1 volume per definite area in a no-pruning plot is larger 

than that in the pruning plot on the same stand density, and its difference between both 

plots increases as stand density decreases. ln other words, i:he difl'erence of the total stem 



volume influenced by the difference of stand density is larger in pruning plots than in 

no-pruning plots. 

1·4·(2) Average stem growth in a stand 

Fig. 37 expresses the average stem diameters of the experimental plots in relation to the 

effect of density and pruning. 'l'he average stem diameter increases as stand density de­

creases both in no-pruning plots and pruning ones. On each stand density, the average 

~Jtem diameter is larger in a no-pruning plot than in the pruning one, and the difference 

bet>veen both plots increases as stand density decreases in this examination, 

Fig. 38 expresses the average tree height of the experimented plots in relation to density 

effect and pruning. The tendency of the average tree height in Fig. 38 is similar to that 

of the average stem diameter in Fig. 37, although the tendency of the average tree height 

is not so rem.arkable as that of the average s!:em diameter. Fig. 39 expresc"es the average 

stem volume of the experimental plots in relation to density effect and pruning. The tendency 

of the average stem volume is similar to those of the average stem diameter and the average 

tree height. The effects of pruning and density are more clearly observed in stem volume 

than in stem diameter and tree height. 

I~4-(8) Retention of hlgh density stand by pruning 

The pruning methods in this paragraph are limited to the second group of the pruning 

method in I<i., that is, the pruning which is operated so as to leave the same canopy length 

through all trees in a stand or the pruning whose intensities are proportional to tree sizes, 

The frequency distribution of D2H at the time of the first pruning (November, 1969) 

and that one year after the second pruning (Nove1nber, 1972) are compared in Fig. 40. The 

frequency distribution of D3H in both plots at November in 1969 were similar to each other, 

but those at November in 1972 changed to clisshn.ilar, that is, the nwge of the distribution 

of tree size in the pruning plot became smaller than that of the no-pruning plot. Consequently 

it can be said that the pruning effect concerned ~ovlth the retention of high density stand is 

recognized so far as this examination is concerned, 

I+·(4) Stem taper 

As the indication of stem taper. JJ3/V was adopted in this examinalion731 • The average 

va1ues of non-taperness in esch plot in relation to the effect of density and pruning are 

shown in Fig. 41. The average values of non-tape.rness incn'asc both in pruning plots and 

no-pruning ones as stand density in.creases. An.d the average value of non-t:aperness in a 

pruning plot is larger than that in the no-pruning plot on each stand density, and its difference 

between both plots increases as .';tand density decreases. Judging from Fig, il9, it could be 

said that non-taperness is more influenced by density effect than by pruning, 

I 4 (5) Time length of the occlusion of branch stubs 

The time length for the occlusion of a branch stub is principally affected by the length 

of the branch stub and the diameter growth of stem (l-1· (6)). The diameter growth of the 

stem is fairly alice ted by the stand density and pruning (I--4-· (2), Fig. 37). Branch diameter 

is also affected by the stand density41 i, And when pruning if; carefully conducted, it is rec­

ognized that the of branch stub is proportional to the thickness of bram.:h""'· In this 

experimental stand, the following examinatl.on was performed for the purpose of making clear 

the relationship between stand density and the time length for the occlusion of a branch stub. 

Five sample trees in the standard class v.;ere arbitrarily chosen from each dif£erent 

density stand in order to trace the time length for the occlusion of the branch stubs which 
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'vvere pnnrc:d careJuHy iu November, 1971 (Table 11). 'fhe degree in the occlusion of branch 

stubs 1vas clussiti.ed into foHowing three. 1\lo occlusion: 'fhe section of a branch stub has 

remained completely exposed. Occlusion: ·.rhe sedion of a branch stub has completely occluded. 

Partial occlusion: The section of a branch stub has partially occluded. 

Tlw relationship betwu:n stand density ancl the time length fur the ocdusiun of branch 

stubs i:; shown .in Fig. 42. The reason why th.ere is no simple inclination in the relationship 

between stand density and time length for the occlusion of branch stubs in Fig" '12 would be 

explained as follows: As stand dc·.nsity decreases, d.larneter growth of a stern increases, and 

the thkkness of branches increase, which causes the increase of the length of branch stubs'H'l. 

On the other hand, as stand density increases, diameter growth uf a stem decreases and the 

thickness of branches decrease, which causes the decrease of the length of branch stubs%', 

Namely, opposite factors are concerned '.vith each other on the time length for the occlusion 

of branch stubs, 

On Fig. 4:!, the situation of the achievement in the occlusion of branch stubs in the sub~ 

sparse plot is worst. The :following cause could account for it. There was enoup;h space in 

the sub-sparse plot to have lx:en able Lo expand the branches and they could easily grovv 

bigger before the pruning operation, but soon after the pruning, the plot was closed by the 

canopies and sinc~e then, the dimneter growth rate of stem decreased in the plot. 

Tl Pruning effed: and its applka tion for practieal use 

In the forest management the principal object of which is Limher production, the technical 

''Ystern of forest management is required in accordance with the airn of produd:ion. Pruning 

technique .is one of the partial techniques which conJpllc'JC the technical systern of forest 

management. So it is essentially tkcc;]rable that pruning technique be discus:;cd in association 

with the whole technical systc.rn of forest management, but as it is too big a subject to discuss 

in this section, the discussion b foc~used m.ainly on pruning technique itself except for inevitnl)k 

aspecU: in this report. 

II ·1) Uti!ity and purpose of pnming 

I) Production of good quality timber. 2) Contro.l of the distribution of ;c.unlight in cl 

stand. 3) Con irol uf the size of individual tree or stand (I 3). 4) Prevention of forest Gre, 

5) .Pr;:~vention o£ darnage by b1lght and harrr1ful insects(}lil€'·-zs;so;:n),H~~fi.nJn>-"n). 6) Prevention 

o:t dan1age by cro\-\.ined sno\v for the tree whose crO\\.:n :is asy:rnrnetr:ic1os:_ 7) Prevention of 

damage by winds for the tree whose crown is asynunetric13;msn 8) Ut.ilizati.on. of branches. 

9) Promution of the efficiencv of tlw works in a stand. 

Among the utilities and purposes of pruning above mentioned, the lirst two are regarded 

as the importani: part .in a technical system of intensive forest management. Especidly, 

the pruning for the production of good quality tirnbers is essentially a 1nost im.portaut technique 

in the intensive forc:t management fur the effective production of good quality timbers. 

U .. z) Qualitv of wood 

In this report, the factors of wood quality are defined as those which are esscutially 

influenced by the conditions of the stand and the technique~ of forest management. With 

reference to the excellent vvorks of KANo331 " 8fJ~·s:n1:o·:· 12 :14 :·P 1X· l KANo et a!. 37 ~ 3S.,4l!U), lVIA YER- \V EGEU.Nu~~\ 

and PoLGr)D, what kind of wood is superior in c;uality for timber wml checked as follows: 

A non-tapering log has high yield percentage and there is little chance of a cross grain 
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appearing when it is sawed4°'14 '. In coniferous trees, 1vhen annual rings are in a certain 

width (usually from 1 to 6mm«'), sumrner·wood percentage is higher and specific gravity 

is larger than otherwiseS2JS3l35JS6lS2l. This means that the wood whose width of annual rings 

are uniform in a certain width is excellent in strength. The wood which is under the canopy 

(shell) is stronger than that which is in the canopy part (knotty core), and the wood which 

is in the canopy part tends to warp more easily than that which is under the canopy<oH<Ho>. 

In general, as the percentage of the total area of knots in a definite area of a timber 

increases, the strength of the wood diminishes4"'w. Such a wood with high percentage of 

knots is regarded as a fault, for as fiber strike is disordered by a knot, cross grain tends to 

appear easily. From the viewpoint of the utilization of wood, straightness is absolutely 

necessary for a small size log, and it is also desirable even for a .large size log. As the 

result of the summary above checked, good quality wood is defined as follows so far as this 

report is concerned, that is, the wood which b superior in knot··free, non-taperncss, straightness, 

and whose width of annual rings are uniform in a certain width. 

II·-3) Pruning technique 

ln this report, pruning technique is confined to the management of pruning technique 

as one phase of the technical system of forest management. How to use tools and how to 

climb a tree are excluded from the definition of pruning technique so. far as this report is 

concerned. 

TI -1 Management system of pruning 

I intend to classify the management system o£ pruning as follows in accordance with 

the aim of the production. At first, the production of small size logs and that of large size 

ones are distinguished, and the production of small size logs are distinguished into the 

production of squared boxed heart timbers and polished logs for pillars*. 

As it is not easy to produce squared boxed heart timbers or polished logs for pillars as 

thinned logs from a compound storied forest (U-1-(2)-2)), the pruning management for the 

production of those logs is confined to that in an even-aged pure forest in this report. The 

large size logs are produced from even~aged forests whos.e cutting periods are relatively long 

or from compound storied forests. Knot-free logs of small size can be harvested as thinned 

logs from even-aged forests whose cutting periods are long, A.Ithough there are various 

kinds of forests from two storied forests to selection forests in compound storied forests, 

selection forests are chosen as the typicai forests of compound storied forests in this report. 

Production of 
small size Jogs 

r Production of Even~aged forests 
' squared boxed ~-----,,----,~~ whose cutting periods 

heart logs are relatively short 

Production of 
, polished logs 

Even·aged forests 
whose cutting periods 
are relatively long 

Production of large size logs L:...---~---· Compound storied forests 

* Jn the house buildings of Japanese style, a polished knot-free log is appreciated for the pillar, 
especially as the pillar of the guest room, As it ls required to be straight, non-taper, and knot·free, 
intensive pruning must be repeatedly operated for its production. After the tree is cut, the bark is 
stripped off and the surface of the log is carefully polished. The log is used without sawing. 
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TI · (1) Pruning management for the vroduction of small-size logs 

II (l> 1) Pruning management for the production of squared boxed heart log;; 

The object of this management is the effective production of squared boxed heart: timbers 

whose surfaces are knot free. \Vhcn a log is sawed to a required size, it is preferable that 

the surface of the tilnber be knot free. Fig. 43 represents the relationship between the size 

of a log and squared timber. When the squared timber whose lenglh of one side is x em is 

required the diameter at the top end of the log must be at least y;To X em. 

J\fow, most commonly used squared timbers in Japan are those having length of one side 

9, 10. 5, and 12 em. The relationship between those sizes of sqmrrcd tim bcrs and the leas I· 

diameters at the top ends of the <:<Jrresponding lop;s are shown in T<Jb1e 12. In Fig. 44, in 

order to get the knot-free squared timber whose length uf one side is x ern, it is necessary 

that the surface of the log mm1t have been already knot-free when the diameter of the tree 

is at the stage of x ern. On the basis of Fig. ·h, the stem diameter at or within which 

pruning should lx~ done (Y) is expressed by the following formula. 

Y" x~2(l+r) 

Here, 1 and ( denote the length :for the occhwlon of a branch stub and tlw spare length of 

it, respectively. Jndv;ing from the J'esults of my analysesHJioJ, 1 em is enough for the length 

for the occlusion of a bnmch stub by pruning in younger stage (less than 20 years) of C. 

jafJoniw stands. Now, when it is assumed that the l is I em and t is 0. S em, the stem 

diameter at or with.1n which pruning should be completed t:o get t:he squared timber of a 

definits size is calculated as shown in Table 13. 

In the pruning managernent v/hose purpose is the production of pillars, pruning must he 

done with due regard to the length of the pillar, For example, jJ the ien,t.;th of the pillar is 

3m, the final .length of the pole through which pruning should be completed is determined 

by the product of the number of pillars by 3m plus the length of the base. 

On the basis of such fundamental knowledge, the guide for the pruning management. for 

the production of " knot-free squared boxed heart tim.b:r of C. fajHmica wa;; made using the 

data of stem and knot analyses of the sample tree which was obtained from Ashlu14' (Fig. 45). 

How to use Fig. 45 is as follows: 

1) The horizontal line and vertical Hne expre~s tree age and tree height, respectively. 

2) The highest solid line is tree height. Each of the solid linef; below the line of tree 

hei,1:;ht is the equivalent line of the stern cliarneter without bark ai a certain height on each 

tree age. The fl, 7. 5, and 9 em express the stem diameter within which pruning must be 

done to make the knot-free squared boxed heart timber whose \cnp;th of one c;ide is 9, 10, 5, 

and 12cm, n>spectively. The 13, 15, and l7crn express the leas! diameter at the top end of 

a stem to p;et the squared timber whm1e length of one side is 9, 10. :5, and 12 c1n, respectively. 

:J) Each of the fnur Go.lid 11nes which are parallel to the horizontal line shows the heigh! 

under which the log is used, 

4) The dohlash~ilne expresses the height where stlmtcd branches start to appear. Above 

this line, organic matter is most produced by photosynthesis in a canopy (I 1°~(3)·- (5)). 

Now, let me show an example of pruning management using Fig. 45. The target of the 

management in t.his example is to produce two of the knot-free squared timbers whose width 

is 10, 5 em and length is 3 rn. 

The branches on the stem from 0. S m to 6. 5 m high must .have been removed by the 

time when the stem diameter becomes 7. :3 em, While the pruning is e<Jrried out, care should 
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be taken to see that the stem growth does not decrease much. Therefore, it is desirable 

that. the pruning be operated as many times as possible like the dotted line on Fig. 45. 

First pruning is performed up to 2m 8 years after the planting. By the second pruning 

which is operated 10 years after the planting, the pruning management for the production 

of the first knot-free tirnber is cornpleted, and by the fourth pruning which is operated 14 

years after the planting, that of the second one is completed. From the cross point of the 

equivalent line of 15 em at the top end of the stem and the line that shows the height under 

vrhich the log is used, it is expected that the Jog for the first knot-free timber whose width 

is 10.5 em and length is 3m is produced 18 years after the planting and the second one 22 

years after the planting. 

The sample tree for Fig. 45 is not the tree which was actually pruned in the same way 

as the dotted line on the figure. If this tree had been pruned like the dotted line, the height 

curve and other equivalent curves would have chang·ed after each pruning to a certain 

extent. So, precisely saying. such a figure as this must be made on the basis of the data of 

an actually examined tree. Howc"ver, Fig. 45 would present the hint how to make a schedule 

of pruning in each case. 

II···1··(1}·2) Pruning management for the production of polished logs 

As previously introduced in this report*, knot-free polished Jogs are appreciated as the 

ornamental piUars in Japanese building interiors. But as they are not universal, the pruning 

management for the production of them shall not be discussed extensively here. 

A knot-free polished log is used for a pillar without sawing, so the non-taperness, roundness, 

and straightness on a certain thickness of a stem must be produced mainly by the control 

wil:h pruning during the time a tree is grovdng. And also the concave or the convex traces 

of occluded knots must not appear on the surface of a log when it is used for a polished 

pillar. 

Fig. 46 was made on the basis of the sample tree of C. japonica obtained from a stand 

in Kitayama. district •.vhich is just north of Kyoto citym. The stand consisted of 7, 000 trees 

per ha at first, and then thinning was repeatedly performed. The stand density at the time 

when the sample tree \vas cut was 3, :100 trees per ha, and the stand age was 2G years old 

then. 

'When it is required to get a pillar whose diameter at the top end is 10. 5 ern and the 

length is 3 m, such a log as the following must be produced on the stand, that is, a log with 

no knots and no concave or convex traces of occluded knots on the surface up to 4 m from 

the gH)und, and the diameter at the top end is 10. 5 em, According to the result of the knot 

analysis of this sample treem, the average length from the joining point of a branch and 

the stem at the time of the pruning to the point where the stem annual rings recovered to 

the parallel (Fig. 2) is L 1 em and the largest length of it is l. 6 em. In keeping with this 

fact, pruning must be finished by the time when the diameter at the top end becomes 8, 5 em 

in order to produce a log whose diameter at 4 m above the ground is 10. 5 em and whose 

surface has little concave or convex traces of occluded knots. And when the log whose 

surface is perfectly free from concave or convex traces of occluded knots on the same size 

is required, pruning must be finished by the time when the diameter at the top end becomes 

7. 5cm. 

How to use Fig. 46 is the same as that explained at Fig. 4Fi. In Fig. 46, pruning was 

performed three times up to a little higher than 4 m from four to ten years after the 



planting·. As the stem diameter at every pruning time is far sn1aller than 7. 5 em, the log 

under 4 m is perfectly free of the traces of occluded knots. In the case of the second pole 

whose length is 3m and the diameter at the top end is 10.5 em in .Fig. 46, there is a 

possibility that the traces of occluded knots appear scatteringl.y. 'l'.hi.s i.s because the pruning 

which was performed 23 years after the planting was done after the time when the tree 

diameter was '/. 5 em. 

On the basis of the modification of Fig. 4G, Fig. 47 '\Vas drawn with reference to the 

examples of the common pruning management in Kitayama district the stands of the examples 

being in the sarne condlt.i.ons as the stnnd from. which the ~;ample tree was got. 

Jll (2) Pruning management for the production of large size Jogs 

From a large size log:, boards, squared timbers, and others are produced. Valuable \vood in 

a stem is the sapwood, which accumulates outside the heartwood under the canopy part1°iH)4S) 

(Fig. 28). If pruning of dead branches is not done, dead knots become one of the wo:-st 

defects of a timber appearing in a certain range in the part of the sapwood (Fig. ?8, I). 

So, the pruning without leaving dead branches is important to produce knot·free sapvmod 

as n:mch as possible. In the case of the production of large-size logs, there is no restriction: 

that a stem must be knot-free within a certain diametcL 'fherefore, it would be important 

not to cause the reduction of stem growth much by the pruning of living branches. So .long 

as only dc"ad branches a:re removed every several years or even in each year, the appearance 

of dead branch stubs will be inevitable (Fig. ?8, II). Consequently, the pruning management 

which does not leave dead branch knots, does not cause the :reduction of stem growth very 

much, and whose frequency is not much required in the case of the pruning manag;ernent 

for the production of large size logs. 

IT-I-(2)-!) Pruning management on an even-aged stand 

Fig. 48 is a pruning management guide for the production of a large-size log on the 

basis of the analyzccd data of f)fi-yenr-old C. _japrmica at A.shiu14 ' (the same data as used in 

Fig, 4b), How to read this ls the same as that explained in Fig, 45. 

If it is demanded that the reduction of stem growth Js not caused by pruning and knot­

free wood is produced as Inuch as possible, pruning should be operated from the branches 

which ceased to grow, that is, pruning should be executed along the highest line of the 

appearance of stunted branch on Fig. 48. And if the production of the wood in which dead 

knots are not found .i.s required, pruning should be executed along the highest line of the 

appearance of a dead branch every time a branch dies. Dotted line on Fig. 48 is a pruning 

g·uide .for the production of such a log as a.b\YVe rnentioned. 

The stratum where stunted branches begin to appeal' is usually identified by the stratum 

with the. largest leaHlearing branches (I ·1··3)"-'5) ), and the stratum where dead branches 

begin to appear is easily identified by the external appearance. 

Now let me try to produce the log in v•.rhich dead knots are not found from the base to 

n m above the ground using F'ig. 48. First pruning is executed up to L 8 n1 at the 10th 

year after planting. After that, at intervals of 3~-5 years, the pruning~' of 2 or 3 n1 length 

are repeated and the schedule is completed by the 7th pruning, 

ll--1~(2)~2) Pruning management in a compound storied forest 

Here the pruning management is discussed with reference to the selection forest at 

Imasu in Gifu prefecture where v,-e researchedl7 ) (Table 1). 1'.b.is stand is composed of C. 

japonica and some C. obtusa from the lowest to highest stories, and the highest tree is 27m. 
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The average relative light intensity at the top level of the undervegetation (50 em above 

the ground) in the stand is 19%. 

Most of the trees in the intermediate and the low stories of the selection stand are not 

so straight as those in the evenaged stand in Imasum, and the same phenomenon in compound 

storied forests of C. japonica is pointed out by ANooll. So it could be said that there is no 

benefit nor even harm by pruning to produce a straight good quality log of small size in a 

selection forest. Pruning operation to the trees in the understories holds the risk of causing 

greater damage by the bending or breaking of the stems by crowned snow or strong windslsJm_ 

However, the pruning for the adjustment of the canopy form will be effective against or at 

least lessen the risk of damage to stems by crowned snow and strong winds103l, 

ln the selection forest, the growth of a tree in the understory is very slow, and after 

the dominant tree which had covered the tree in the understory was removed, the tree 

starts to grow very weJl17l. So the pruning for the production of a large size tree which 

has few dead knots shall be started after the tree has begun to grow well and become 

stronger. The pruning for it should be performed in the same way as that of Fig. 48, that 

.is, the pruning should be executed so as not to exceed the highest line of the appearance of 

a stunted branch, and so as not to be below the highest line of the appearance of a dead 

branch. This pruning is not only for the production of a good quality timber, but also for 

the effective usage of sunlight to the understories of a compound storied forest. Sometimes, 

pruning may exceed the highest line of the appearance of a stunted branch when sharing 

the adequate sunlight with the understories of a selection forest is judged to be more 

important. 




